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はじめに

「幻の宮」と呼ばれていた斎宮跡の解明のために続けられてきた発掘調査・研究も昭和45年

以来本年で早くも25年が過ぎようとしています。この間、とくに10年毎の節目には、国史跡へ

の指定、普及•公開の場としての斎宮歴史博物館の開館などを得て、史跡の保存も大きく前進

いたしてきております。これも一重に地元住民の皆様をはじめ、関係各機関、諸先輩各位のご

努力とご理解・ご協力の賜物と感謝いたしております。

また、地元明和町が事業主体となり、国・県の補助を得て進めておられます史跡公有化事業

もすでに 20ヘクタール近くに達し、その整備と有効な活用の促進は各方面から強く求められ

ているところでございます。そこで本年度は三重県といたしましても、この整備・活用の指針

ともいえます「史跡斎宮跡整備基本構想」を策定すべく予算化し、専門の先生方をはじめ関係

各方面の方々のご指導• ご助言・ご協力をいただき、その作業に努力してまいりました。しか

しながら、その具体化・事業化に向けて土地公有化と発掘調査の整合、周辺の様々な開発事業

との調整、地域生活環境との調和など、今後検討・解決してまいらなければなりません課題は

山積していると認識いたしております。

その課題の一つであります史跡の実態解明のための発掘調査も、漸くその調査率が史跡全体

の12%に達し、おぽろげながら史跡の概観が判りかけるところまで進んでまいりました。これ

らの作業は一朝ータに進むものではなく、長い期間の中での成果の積み上げにより成しえるも

のと思いますので、この冊子がその一助となるよう念願いたしております。

最後になりましたが、平素から当斎宮跡の保存・調査・研究等に種々ご指導• ご助言を賜っ

ております文化庁及び調査指導委員の先生方並びに関係各位にお礼申し上げてご挨拶に代えさ

せていただきます。

平成6年3月

斎宮歴史博物館

館長久保富子



例 言

1. 本書は、斎宮歴史博物館が国庫補助金の交付を受けて平成5年度に実施した史跡斎宮跡の

発掘調査の概要をまとめたものである。

2. 明和町教育委員会が、国庫補助金の交付を受け調査主体となって実施した史跡現状変更等

に伴う緊急発掘調査の報告書は別途、明和町教育委員会が刊行している。

3. 遺構の実測にあたっては国土調査法による第VI座標系を基準とし、方位は座標北を用いた。

4. 遺構の時期区分は、 「斎宮の土師器（三重県斎宮跡調査事務所年報1984)」による。

5. 遺構表示記号は次の通りである。

SB; 建物 SK; 土拡 SD; 溝 SE; 井戸 SA; 柵列 SF; 道路 SX; その他

6. 遺物実測図は、特に標示がない限り実物の4分の 1である。

7. 斎宮跡の調査全般については、次の先生方の指導を得た。

京都府立大学名誉教授 門脇禎―

千葉大学教授北原理雄

椙山女学園大学名誉教授 久徳高文

奈良国立文化財研究所 所長 鈴木嘉吉

勅大阪文化財センター理事長 坪井清足

名古屋学院大学教授 楢崎彰

一重大学教授八賀晋

名古屋大学教授 早川庄八

側京都府埋蔵文化財調査研究センター理事長 福山敏男

皇学館大学教授渡辺寛

8. 本概報の編集・執筆は斎宮歴史博物館調査研究課の吉水康夫、野原宏司、大川勝宏があた

り、赤岩操、大滝靖子がこれを補佐した。

また、遺物整理には島村紀久子、角谷和代、奥田康子、鈴木美智子の協力を得た。
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I . 調査の経過と概要

年度末の3月30日まで調査現場の対応に追われた平成4年度が5年度と替わっても、心機一

転する暇もなく本年度最初の計画調査は第99次調査として約740面を対象に、昨年に引き続い

て近鉄斎宮駅の北側、内山地区で平成5年4月5日から開始した。当該地は方格地割のうち、

斎王の森から南に延びる道路の西側に接し、南北4列を想定する区画の中央を東西に延びる道

路との交差点に相当し、その詳細が明らかになることを期待した調査である。

調査の結果、掘立柱建物や近年その検出例が増える生垣、井戸等を検出したほか、区画道路

の溝と思われる溝も検出されたが、交差点の詳細については充分に把握できなかった。

また、出土遺物については、これまでの斎宮跡でわずか3例目の資料である猿面硯が出土し

ている。そのほか、大半が小片とはいえ緑釉陶器の出土が80点近くになる点は注目される。従

来から斎宮駅周辺の地域ではその集中する傾向が知られていたが、斎宮跡全体の中での当該地

域の位置づけを考察するうえで貴重な知見である。なお、これら調査結果は6月6日に行われ

た「斎王まつり」に併せ開催した現地説明会で600名余りの参加者を得て公開している。

続く第100次調査は、史跡西部の竹川字中垣内地内で約280面の調査区を設定し、平成5年7

月8日から10月6日まで実施した。当該地域は斎宮成立期の飛鳥時代～奈良時代前期の遺構や

遺物が比較的集中していることが知られており、その確認や例年の「体験発掘教室」をここで

実施することを考慮して設定したものである。面積が狭く、これまであまり調査が進んでいな

いこともあって、重複する 4条の柵列や8棟の掘立柱建物を検出したがその意義付けについて

は充分に明らかにすることはできなかった。

さらに、第100次調査とほぽ並行して平成5年7月19日から10月13日の期間で、斎宮字篠林

で約540面を対象に第101次調査を実施した。昭和63年度以降5か年で上園地区で史跡整備の一

環として芝生広場の造成を行い、遠足で史跡を訪れる児童や地域住民から好評を得ており、農

道を隔ててその北側に隣接する当地区でその充実を図るべく検討していたところである。そこ

で、文化庁からの指導もあり事前に発掘調査を実施し、その成果も含めた整備とすることを意

図したものである。調査の結果、方格地割の北西角から北にのぴる平安時代中期以降の道路跡

や中世墓等が検出された。そこで整備に当たってはとりあえず、道路跡に限って砂利広場とし

て表示している。なお、毎年8月上旬に斎宮歴史博物館で受け入れている博物館実習では、学

生諸君にここで斎宮跡の調査研究の片鱗を実体験してもらった。

次に、第103次調査は平成5年10月4日から、竹神社の近鉄線を隔てて北側の斎宮字柳原地

内で約1,170面の調査区を設定して実施した。竹神社を含め、方格地割におけるこの一画は歴

史的にも地域住民から長らくタプー視されてきた区域と考えられ、 「斎宮」にとって重要な位
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置を占めていた場所であることが想定されていた。調査の結果は、方格地割の交差点を検出し

たほか、大型の柱掘形を持つ柵列や掘立柱建物を検出し、極めて重要な一画であることは想像

に難くないが、その核心部分は近鉄線路敷及びその南側の竹神社の境内地に広がるものと思わ

れる。この調査では、当館が平成5年度及ぴ6年度の2か年事業として進めている映像展示の

更新ソフトの作成のための現地ロケーションを実施しているほか、平成5年12月12日には現地

説明会を開催して約210名の見学者の参加を得、平成6年1月25日に調査を完了した。

本年度の計画調査はもう 1か所、旧参宮街道沿いの集落の南側、斎宮字笛川で平成6年1月

31日から 3月25日まで約350面を対象に実施した。当該地は方格地割の南東隅に当たる区画の

南辺中央に位置し、調査前には門等の存在も予想された。調査の結果はこれに類する遺構は検

出されず、斎宮の南限を画する溝と平安時代前半の井戸1基等を検出したにすぎない。

その他、史跡現状変更に伴う事前の発掘調査を明和町教委が調査主体となり、斎宮歴史博物

館が担当して第102-1-紡濯l査として8件実施した。その概要は別途明和町教委より刊行の予

定であるが、昨年度の調査で検出された八脚門に取りつく柵列の延長部の検出をはじめ、史跡

の保存にとって様々な問題を残しつつも、多くの成果を収めることとなった。 （吉水康夫）

調査次数 地区名 調査面積d 調査期閏 地籍・地番 所有者 備 考 区分

9 9 6ADN 7 4 0 H. 5. 4. 5-H. 5. 7 .13 明和町斎宮字内山3046-11 他 明和町他 計画発掘調査 1 

1 0 0 6 AB 1-T 2 8 0 H.5.7.8-H.5.10.6 明和町竹川字中垣内423 沢 恒一 計画発掘調査 3 

1 0 I 6ADG 5 4 0 H. 5. 7 .19-H. 5 .10.13 明和町斎宮字篠林3194 他 明 和 町 計画発掘調査 1 

1 0 2-1 GADS 6 0 H. 5. 4. 9 -H. 5. 4 .23 明和町斎宮字木葉山119-5 澄野国雄 車庫の新築 3 

1 0 2・2 6 AED-J 9 0 H. 5. 6 .16-H. 5. 7 .26 明和町斎宮字楽殿2882-5 他 杉本雅之 住宅の新築 3 

1 0 2-3 6AAQ 3 9 0 H. 5. 5.11-H. 6. 3.30 明和町竹川字花園663-1 他 中川速雄 盛土工事 3 

1 0 2-4 6ACF-A 5 0 H. 5. 9.17-H. 5. 9.30 明和町竹)II字東裏365-1 樋口泰弘 住宅の新築 3 

1 0 2 -5 6AB J-D 2 6 0 H. 5.10.12-H. 5.11.25 明和町竹川字中垣内493-6他 川口清一 店舗の新築 3 

1 0 2 -6 6AGN 他 2 7 0 H. 5.12.16-H. 6.1.25 明和町斎官字鍛冶山 地内 明 和 町 側溝の改修 2 

1 0 2-7 6 ACG-E 2 5 0 H. 6. 2. 2 -H. 6. 3 .17 明和町竹川字東裏318-1 川本正武 住宅の新築 3 

1 0 2-8 6AEI 他 3 1 0 H. 6. 2. 3 -H. 6. 3 .14 明和町斎宮字楽殿 地内 明 和 町 側溝の新設 1 

1 0 3 6 AEQ-A 1, 1 7 0 H. 5 .10. 4 -H. 6. 1.25 明和町斎宮字柳原町79-3 吉田 寿 計画発掘調査 1 

1 0 4 6AGT 3 5 0 H. 6.1.31-H. 6. 3.25 明和町斎宮字笛川1048-1 他 佐々木 茂 計画発掘調査 3 

第1麦平成5年度発掘調査地区一覧
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II . 第 99次調査

6ADN (内山地区）

1. はじめに

平成5年度第1回目の計画調査は第93次、第95次調査に引き続き、近鉄斎宮駅北側の地域で

実施した。史跡東半の平安時代前半の方格地割は、昨年度の第96-5次調査で発見された八脚門

S B6850と柵列SA6849によって南辺は最大で東西7列分の区画が想定できるようになった。

第99次調査は方格地割を構成する道路のうち、これまで少なくとも確実視されていた最も西

側の道路である東から 6本目の道路と、北から 3本めの道路の交差点部分を調査し、この交差

点からさらに西へ道路が延長するのかどうかを確かめ、さらに近鉄斎宮駅北側一帯で将来予想

される史跡環境整備に資する情報を得ることを目的として4月5日から 7月13日まで、 740m2

を対象として実施した。

周辺の調査としては、先述の第93次、第95次調査が実施されてきており、 E4°Nの方格地

割の軸線に棟方向を揃えた平安時代初期の掘立柱建物SB 0241・0242などや、平安時代前期ま

で遡る可能性のある生垣SA6645、それに並走する平安時代後期～末期のSD0244やSD6671 

など方格地割との関連を窺わせる遺構が多数見つかっている。その反面、平安時代前期から方

格地割とは向きを異にする掘立柱建物もある。北方約100mの水田地で実施した第78次調査の

検出建物は奈良時代古道に関わる溝に向きを揃える平安時代前期の掘立柱建物のみで、この一
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れた土師器壺を埋納する平安時代中期のSX6666は墓拡等の可能性もあり、当地域の性格は依

然不明瞭な部分が多いと言える。

調査区の現況は標高11.2m-11.5mほどの畑地で、北東に向かって緩やかに傾斜している。

また、調査区の北側約5m先は0.9mほど落ち込んで水田となっており、土取りなどがあった

可能性がある。遺構面は灰色系の耕作土と黒褐色壌土系の包含層を30cm-50cm掘削した下部の

粘性の強い黄褐色土（地山）を遺構面として捉えた。遺構面は現地表面とはやや異なり、北西

部で標高約11.2mと最も高く、南東で10.8m、北東部で10.7mと南東方向にも緩やかに傾斜し

ている。

2. 遺構

遺構の分布は、調査区全体でも東部に溝が集中し、北部に径30cm-40cmを中心とする柱穴が

極度に密集して検出された。遺構の時期は平安時代初期から鎌倉時代に至るまでのものがある

が、特に平安時代末期のものが量的に卓越している。

(1)平安時代初期の遺構

掘立柱建物1棟、土拡が2基ある。

掘立柱建物SB0251は第8-8次調査のMトレンチにかかり確認されていたものだが、今回 3

間X2間の規模である事が確定した。柱掘形は一辺lm弱と比較的大型に関わらず、柱間寸法

は桁行、梁間とも1.9mと狭い。棟方向はN4°Wと、方格地割と同一である。

土拡はSK6903とSK6916がある。 SK6903は、長径約2.2m、深さ約20cmの隅丸方形の土拡

＼ 
遣 構 の 種 別

SA s B s D SE s K sx 

初期 0 2 5 1 6903 6916 

前期 6 9 1 5 6 9 2 0 6 9 1 7 

平
中期 6918 6922 6 9 0 0 

後期 6914 6921 6923 6924 

安

末期 6 8 6 3 
6860 6861 6862 6864 0254 6871 6876 6877 

時 6865 6866 6867 6868 6872 6879 6899 6894 

6869 6873 6874 6875 6880 6881 6895 6904 

代
6878 6879 6883 6884 6882 6893 6905 6906 

6885 6886 6887 6888 6896 6907 

6889 6890 6891 6892 6919 6925 

6897 6898 6899 6908 6926 6927 

6909 6910 6911 6912 6929 6930 

6913 6931 6 9 3 I 

鎌倉時代 6 8 7 0 

時期不明 6 9 2 8 6901 6902 

第2表時期別遺構分類表
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で、杯• 皿・壺・ 鉢・ 甕• 甑といった土師器類、杯・蓋・甕といった須恵器類が出土している。

S K6916はSK6903の南約0.5mで隣接する3.0mX2.2m、深さ約30cmの長方形土拡で、土師器

杯• 皿・ 甕、須恵器蓋• 甕、灰釉陶器椀や鉄滓が出土した。

(2)平安時代前期の遺構

掘立柱建物SB6915と井戸SE6920、土拡SK6917がある。

調査区西端中央で検出されたSB6915は、西辺は調査区外に延びて全容は窺い知れないが、

約2.4m間の桁行が3間、 1.9m間の梁行2間の東西棟の南側に、約2.0mの出の庇が付くものと

みられる。棟方向もE4°Nに近く、依然方格地割の規制が残っている。柱穴から平安時代前

II期の新段階の遺物が出土しており、 9世紀後葉の建物と考えられる。

S E6920は、遺構の分布の薄い調査区の南半で検出された。遺構面での検出段階では直径約

5.2mの円形で、約30cmほど掘削した段階で幅の広い肩部をもって、直径3.2mの井戸掘形にな

る。遺構面から約2mの深さまで砂質を多量に含んだ黒色土に平安時代前II期新段階の土器片

が多量に包含されている。灰釉陶器では黒笹90号窯式期～折戸53号窯式期までのものがみられ

る。最終的な埋没は10世紀前葉であろう。深さ約4mまでは比較的遺物の少ない埋土層が続き、

約5m前後でオリーブ黒色砂質層から黒色シルト質壌土層になり、僅かな土器片が出土したが、

期待された有機質の遺物は発見できなかった。遺構面下約5.6mの井戸底の上部層からは土師

器壺の底部とみられるものが出土し、深さ4.5m程では前I期に属する土師器片も包含されて

おり、掘削時期は前期以前に遡る可能性がある。なお、 SE6920は方格地割がここより西に拡

がるとみた際に、東方からの東西道路（北から 3番目の道路）の北側溝が延長してくると予想

された部分だったが、この部分で平安時代前期の井戸が検出された事は、方格地割の道路の復

元という点で問題を残したと言える。

土拡SK6917は初期のSK6916の東に隣接する1.4mX1.lm、深さ約20cmの方形土拡で、前

II期の新段階に相当する土師器杯・鉢・甕、須恵器片が出土している。

(3)平安時代中期の遺構

掘立柱建物2棟、不明土拡1基がある。

S B6918は今回の調査区では最大の建物で、桁行10.5m、梁行4.8mの5間X2間の南北棟で、

柱穴埋土から折戸53号窯式期の灰釉陶器椀が出土している。 SB6922は4間X2間の東西棟だ

が、 SB6918が方格地割と棟方向を揃えるのに対し、 SB6922はE9°Nと異なった傾向を示

す。

S X6900は40cmX36cm、深さ約35cmの柱穴状の小土拡で、底部に土師器壺を正置し、その上

部に土師器杯5枚以上が埋納されていた。壺内部には「延喜通賓」約9枚と骨片の可能性のあ

る白色物が底部に見られ、その上に焼成されない径約3cmの白色粘土玉2個が入っていた。第
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95次調査で検出されたSX6666とほぼ

同一の内容を持ち、土器の形式からも

ほぽ同時期のものである。斎宮の平安

時代中期に位置づけられてきた土師器

類に、 10世紀前葉 (907年初鋳）の絶

対年代を付与する資料が再度補強され

たと言える。遺構の性格については、

墓の可能性がまず考えられるが、胞衣

壺や地鎮に関わる祭祀遣構の可能性も

残されている。

(4)平安時代後期の遺構

掘立柱建物4棟がある。

S B6914は調査区の中央西端で検出

された5間X2間とみられる東西棟、

S B6921は4間X2間の東西棟、 SB

6923は柱間2.0mの3間X2間の南北

棟の身舎の東側に2.lmの出の庇が付

くものである。 SB6924は3間X2間

の南北棟である。これらの棟方向はN

4°W-N5°Wあるいは、 E5°Nと概ね方格地割の棟方向に沿うものである。柱穴埋土には

S B6923に後I期～後I1期、 SB6921とSB6924に後I1期、 SB6914に後I1期～末期にかけて

,.-------~ 
‘‘  { ¥ 

'J」-—/、l L 

A • ー．．．．．
11.00m 

0,▲ 
Im 

第4園 SX6900実測園 (1: 20) 

の遺物が包含されており、それぞれ若干の時期差が認められる。

(5)平安時代末期～鎌倉時代初頭の遺構

当該期に比定される遺構が最も多く、掘立柱建物3胡［、柵列 1条、溝17条、土拡7基がある。

掘立柱建物は柱穴の径が30cm前後の小規模なものが大半で、 4間X2間の南北棟が中心にな

る。煩雑になるために個々の記述は避けるが、タイプ別に分類すると、棟方向ではN1°Wが

2棟、 N2°Wが1棟、 N3°Wが2棟、 N4°Wが5棟、 N5°WあるいはE5°Nが13棟、 N

6°Wが3棟、 N7°Wが5棟、 N8°Wが2棟で、すべて調査区北半に集中し、 N4°WとN

5°Wが約60%を占める。建物規模は最大規模の5間X2間のものが 1棟、 4間X2間のもの

が2綿[、 3間X2間が3棟、不明が3棟で79%が4間X2間のものである事が分かる。柱間寸

法はl.9m-2.2mで、梁・桁の間にも統一性は認められない。建物の重複関係は詳細に全てを

確認しきれないが、調査区北半の西側と東側でそれぞれ4-5群ほどが3-4回ほど建て替え
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られているものと考えられる（例えば、 SB6890・S B6891・S B6892やSB6884・S B6885・ 

S B6886・S B6889の関係など）。斎宮の土器編年観で平安時代末期を概ね12世紀代と捉えて

いるので、単純にみると 1軒あたり20年程度までの時間幅が想定できる。

次に溝についてみると、多くは調査区東部を縦断する南北溝と調査区西北の長さ10m強の南

北溝、調査区中央部を東西に横断する溝がある。調査区東部の南北溝は、 N4°Wの方向を取

り、今回の調査で検出が期待された方格地割に関わる南北道路の西側溝になるとみられるもの

で、 SD0254・S D6893・S D6896・S D6907・S D6925・S D6926がある。この中で重複関

係上最も古いとみられるものは最も西側のSD6893で、幅0.3m-0.5mの断面U字形の溝が南

に向かって広がりながら続き、調査区南端で再度収束して西南西に折れていく。溝底部の標高

は10.7m-10.8mで高低差はほとんどない。埋土はやや粘性を持つ黒色土で土師器杯• 皿• 高

杯・甕、土錘、須恵器蓋• 甕片の他、ロクロ土師器椀・杯や山茶椀が出土している。土師器類

については、奈良時代の皿や平安時代前I1期の杯・甕が多数混入しており、平安時代末期とみ

られる土器類も古相のものである点から、 SD6893は少なくとも11世紀代以前には掘削年代が、

11世紀末葉-12世紀初頭に埋没年代が想定できる。このSD6893が調査区南端で西に屈曲する

点は、その大部分が調査区外になるため明言できないが、この付近が東西道路と南北道路の交

差点であった可能性を示唆していると言えよう。他の当該期の溝にこうした明確な屈曲部分は

認められないものの、 SD6896は調査区南部で西にカーブしている様子が窺われ、 SD6927・ 

S D6929・S D6930はNl5°Eほどでこれに向きを揃えている。これらの溝も12世紀末葉まで

この部分に道路が曲がる地点＝交差点が存した可能性を示している。他の南北溝も、この道路

側溝が道路の幅や位置を僅かずつずらしながら数次にわたって掘削されたものとみられる。次

に調査区西北部の溝をみると、南北溝ではSD6872がN12゚Wと他の遺構とやや向きを違える

が、 SD6870はN6°Wで一部の掘立柱建物と揃っている。また、東西溝SD6919は幅90cm、

深さ35cmほどの断面逆台形状の溝で、 E6°Nの方向をとってSD6896に接続する。こうした

溝は掘立柱建物群に伴う区画溝であると考えられる。なお、 SD6870からは常滑産の山茶椀が

出土しており、 13世紀初頭まで継続する可能性がある。

土拡も調査区北半に集まっており、楕円形ないし不整円形を呈する。 SK6876からは灰釉陶

器椀を模倣したロクロ土師器椀が、 SK6905からは「て」の字口縁の土師器皿が出土している

点が注目されるが、この他にもこれらの土拡からは土師器杯・皿・甕片、ロクロ土師器杯類、

山茶椀が出土している。

3. 遺物

奈良時代から鎌倉時代にかけての土器類を中心に整理箱で72箱の遺物が出土している。この

中でも最も多量の遺物を出土した平安時代前I1期の井戸SE6920出土の主として土器類を中心
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第11図 S E6920出土土師器杯径高比

◎
1
@
 

0 3皿一
器 種 破片数 器種別比率（％） 類別比率（％）

杯•皿•高杯類 1167 44.28 

壺・ 鉢類 81 3.07 

土師器 甕・瓶・鼈類 1137 43.16 92.93 

製塩土器 63 2.39 

土 錘 1 0.03 

黒色土器 杯 類 14 0.53 0.53 

杯・蓋・磁F類 13 3.04 

須恵器 3.53 

壺・ 甕類 80 0.49 

婉・皿類 61 2.32 

仄釉陶醤 2.93 
壺．瓶類 16 0.61 

緑釉陶器 婉 類 2 0.08 0.08 

総 計 2635 100.00 100.00 

第3衷 S E6920出土土器構成

に報告したい。

S E6920から出土した遣物の量は土器類で整理箱22箱になるが、破片数をもとに種別の出土

量をみたのが第3表である。土師器の比率が90%を越えるのは斎宮における一般的傾向といえ

る。また、土師器の中でも供膳形態と煮沸形態がほぼ同率となっている。黒色土器類約0.5%、

須恵器類が3.5%、灰釉陶器約3.0%の他に製塩土器が約2.4%含まれている点が留意される。出

土遣物は遣構検出面から約30cm下の肩部までを最上層 (69-79)、遺構埋土上部のうち遺構面

から1.4mまでの上層 (2-68)、l.4m-2.0mまでの中層、深さ 5m付近の黒色砂壌土の下層

(1)に分けた。このうち土師器杯類を口径と器高でみた分布図が第11図である。杯類で口縁

が外方に屈曲してのぴるものを杯A類、口縁部が内弯するものを杯B類としたが、中層では杯

Aは口径13.5cm前後の中型品と16cm前後の大型品に分離できる。杯Bも口径20cm前後を越える
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ような大型品、 15cm程度の中型品、 12cm-13cmの小型品に分離できる。上層では、杯Aは口径

13cm-16cmの間にまんべんなく分布し、大中小の区別がやや困難になる。杯Bでも大型品が欠

失するとともに、やはりサイズの区別が難しくなる。最上層の資料も量的に少なく混入の危険

性もあるが、この傾向が進んでいると見ることができるだろう。暗文は杯Bの中型品以上に放

射状暗文や螺旋状暗文が施されるが、再上層では認められない。共伴する灰釉陶器は中層では

黒笹90号窯式期の新段階の椀が、中層以上はこれに折戸53号窯式期の椀・皿類が加わる。

次にSX6900の遺物についてみてみる。土師器杯5個以上、平底の土師器壺1個が小土拡に

納められる。壺は胴部に径5cmほどの穿孔があり、内部には銅銭が9枚以上納められる。これ

らは腐蝕が進んでいるが数枚は「延喜通賓」と判読された。ここまでの内容については第95次

調査のSX6666と全く同様であり、土師器杯は同形式、同一のサイズである。先述したように

木簡などの紀年銘資料が全く出土していない斎宮では土師器類に絶対年代の一点を付与する上

で貴重な資料である。なお、壺内部に今回は未焼成の白色の粘土玉が2個入っていたが、内部

の状態などは今後の非破壊検査に委ねたい。

その他特筆すべき遣物としては、須恵器猿面硯 (102)がある。およそ 1/2を欠失するが、

硯面にはスタンプの同心円によって青海波文を表現し、ケズリ調整によって平滑にされる背面

には木製の脚が挿入されたとみられる腑穴が刀子状のエ具で開けられる。また、背面の中央に

は「吉」の文字を線刻する。側縁部までていねいにケズリ調整され、木枠等に装着されていた

ものとは考えられない。猿面硯の出土例としては斎宮では3例目である。

墨書土器は3点あるが、鮮明なのは (65)の灰釉陶器椀で「手」と判読できる。 (87)は所謂

「て」の字口縁の土師器皿で、斎宮では僅かながら12世紀代まで散見される。胎土は精良だが、

京都産のものとは考えられない。黒色土器 (88)はロクロ成形の椀で、内面のみ黒化処理され

。
10cm 

第12図猿面硯実測図 (1: 2) 
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る。これまでロクロ成形のものは報告されておらず、斎宮では初出であろう。近江産の搬入品

だろうか。 (89)は須恵器の杯で、底部は糸切り痕が残る。口縁部には輪花表現が認められる。

産地は今のところ不明である。緑釉陶器は79片出士しており、近江産、猿投産のものが多く、

史跡中央部一帯の一般的傾向を示していると言える。また、明示していないが、調査区北半の

各地から鉄滓が出土しており、フイゴの羽口も出土している。焼土などは未検出ながら鍛冶工

房に関わる遺構が周辺に存在していたものと考えられる。

4. まとめ

今回の第99次調査は、昨年度の八脚門SB6850の発見をうけて、方格地割の区画道路の交差

点を確認する事で、方格地割の西方への広がりを探索する事を最大の目的として実施した。そ

の結果、平安時代末期を主とする多数の南北道路の西側側溝は検出する事ができたが、御館・

柳原地区から伸びてくると予想された道路側溝の想定部分で、平安時代前期の井戸が発見され、

東西方向の溝も明確にする事ができなかった。しかしながら、この南北道路側溝のいくつかは

西へ屈曲あるいはカーブする様子がうかがわれ、調査区の東南端から調査区外にかけて、当初

予想されたよりも幅貝の狭い道路がこの部分を巡っていたという想定ができ、また大半が平安

時代末期に属するとはいえ、平安時代初期から多少の振れはあっても概ねN4°Wを基調とし

た軸線を持つ遺構が多い。第93次調査や第95次調査の成果と同様、土地利用の上でこの一帯に

方格地割の規制が生きており、なおかつ今回の調査地では平安時代末期まで紆余曲折しながら

も南北道路が存続し、現在の「斎王の森」の前から伸びてくる町道に引き継がれているものと

みられる。以上の点は、方格地割が上園地区や内山地区にかけてさらに広がっていた可能性に

対するささやかながら傍証となるものと考えられる。

S X6900出土の遺物は、第95次調査のSX6666と並び、 10世紀前葉の実年代観を付与する点

で斎宮の土師器編年に寄与するものは極めて大きいと言える。しかし、遺構そのものの性格は

依然不明のままで、史跡斎宮内における当地域の意味付けの上での大きな問題は残されたまま

である。壺の内容物の分析など別の機会に譲る点もまた大きい。

調査区北半に密集して検出された平安時代末期を中心とする掘立柱建物群は、第95次調査の

東南端で同様の遺構密度を持った部分が見つかっているが、これまでの斎宮跡の発掘調査では

これほど平安時代末期の遺構が集中して検出された例は少ない。かねがね史跡中央部一帯には

平安時代後半から鎌倉時代にかけての遺構・遺物が卓越する点が指摘されてきている。今回の

調査データのみでは、残念ながらこの地域の正当な評価には及ばなかったが、平安時代前半の

方格地割の構造と内容の解明とともに、斎王制度終焉のこの時代の様相もまた古代史研究ある

いは中世史研究の上での重要課題と言えよう。今後の再検討の機会に期したい。 （大川勝宏）
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N. 第 100次調査

6ABI-T (中垣内地区）

1. はじめに

第100次調査は、本年度第2回目の計画調査として平成5年7月8日から10月6日にかけて

実施した。調査地は史跡西部の台地縁辺部にあたる大字竹川字中垣内423番地に所在し、斎宮

歴史博物館の南方約500m、近鉄山田線北側の現況畑地に立地する。西側の段丘低位面は祓川

の沖積地で現況水田地帯となる。調査区は東西24mX南北12mを設定し、面積は280m2である。

史跡西部の古里・中垣内地区はかつて古里遺跡と呼ばれ、斎宮跡発見の端緒となった地域で

あるが、これまでの調査成果から飛鳥時代～奈良時代と平安時代末期～鎌倉時代を中心とする

遺構分布が顕著であり、弥生時代の遺構・遺物の存在も知られる地域である。

調査区周辺では、計画調査として昭和55年度第30次調査、昭和56年度第36次調査が行われ、

飛鳥時代～奈良時代を中心とする竪穴住居・掘立柱建物等の遺構や三彩陶器・円面硯等の遺物

が発見され、当該時期の斎宮跡を考える上では貴重な資料を得ている。また、昨年度実施した

第97次調査では所謂鎌倉時代大溝と重複すると考えられた奈良時代大溝が現在山林となってい

る旧竹神社・小倉神社跡地内に延びていくことが確認された。

近年この地域では現状変更に伴う事前調査として小規模な調査が数箇所で実施されているに

すぎないが、調査区の西隣、平成2年度第85-8次調査では飛鳥時代の柵列SA6280やそれに伴

う掘立柱建物SB6279が検出されている。また、線路を挟んで南側でも昭和60年度の第58-6次

調査において飛鳥時代の柵列SA 4281・4282が確認されている。

今回の調査は、斎宮跡の成立期及び終末期を考える上でこれまで面的な調査が充分とは言え

ない状況であった当該地域の遺構・遺物の実態を解明するための資料を蓄積することを主たる

目的とした。

2. 遺構

遺構検出面（地山）は現況表土面から60cm-80cm下で検出したが、調査区東辺で標高13.4m、

西辺で13.6mと西から東に向けてやや傾斜している。基本層序としては上層より表土（褐灰色

土）、遺物包含層（黒褐色土）、地山（黄橙色土）である。

主な遺構としては、柵列4条、掘立柱建物8棟、溝4条、土拡14基がある。東西溝を境とし

て南半に柵列・掘立柱建物等の柱穴が密集し、北半には土拡が疎らに見られる。

(1)弥生時代の遺構

土拡SK 6944-6946がある。 SK6944は深さ約20cm、直径約1.4mの円形土拡で南半分を検出

した。 SK6945は2.8mX2.6mの不整円形、深さは約60cmである。 SK6946は深さ約30cmで1.6
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mXl.Omの隅丸長方形を呈する。埋土からはいずれも弥生土器小片が出土した。

(2)奈良時代前期の遺構

柵列4条、掘立柱建物8棟、溝4条がある。柵列SA 6940-6943は調査区南部、東西方向で

ほぼ一直線上に重複しながら柱穴が並んでおり、柱列の方位はいずれも E0°Wを示す。

柵列SA6940の柱間はほぽ2.lm等間であり、東西方向で10間分を検出した。柱掘形は重複の

ため不明瞭だが、柱穴の直径は20cm-40cm、深さは40cm前後を測る。 SA6941の柱間は2.0m-

2.2mとやや一定でなく 9間分を検出したが、東端で検出した柱穴から南折する可能性をもつ。

柵列SA6942は柱間2.4m等間でSA6940と重複して9間分確認した。 SA6940・6942は調査

区外の東西に延びるものと考えるが、 SA6943は調査区の中央付近で終わっており、しかも北

あるいは南に延びる柱穴は見られず柵列とした。柱間は2.7m等間で4間分を確認し、柱穴は

直径約30cmで深さ40cm前後を測る。これらの柵列は出土した遺物が細片のため包含層・遺構上

面で奈良時代前期の土器が比較的多いことを根拠に時期決定をした。なお、新旧関係は柱穴の

切り合いより古い方からSA6940→ S A6941→ S A6942→ S A6943と考えられる。

調査区南部で掘立柱建物SB 6950-6955、北東部でSB 6956・6957を検出したが、桁行や梁

行の総長が確認できないためその規模全体は不明である。また、柱穴からの出土遺物があまり

に細片であるため詳細な時期決定は難しいが、棟方向はいずれも柵列に対してほぼ並行あるい

は直交し、柵列と重複する SB6951・6954を除くと同時期の可能性をもつ。

掘立柱建物SB6950は柱掘形が一辺約60cmの方形を呈し、深さ約60cm、柱痕跡は直径約25cm

を測る。柱間は2.4mで東西1間分を検出したが、対応する柱列を確認できなかった。 SB6951 

は桁行2間以上x梁行1間以上の東西棟と思われ柱間は2.lm等間、桁行の柱列は柵列SA6941 

と重複する。

遺 構 の 種 別

S A S B S D S K 

弥生時代 6944 6945 6946 

6940 6941 6950 6951 6952 6960 6961 

奈良時代前期 6942 6943 6953 6954 6955 6962 6963 

6956 6957 

平安時代後期 6 9 4 9 

6947 6948 6958 

時期不明
6959 6964 6965 

6966 6967 6968 

6 9 6 9 

第4表時期別遺構分類表
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S B 6952・6953は南北棟と考えられ、梁行2間分を検出し、柱間隔はそれぞれ2.lm、2.3m

を測る。 SB6954は柱間2.lm等間で東西1間x南北1間を確認したが、柱掘形は一辺約50cmの

方形で柱痕跡は直径約20cm、深さ約30cmを測る。 SB6955は柱間2.lmで東西l間分を検出した。

柱掘形は一辺約60cmの方形で柱痕跡は直径約20cm、深さは45cm程である。 SB 6956・6957は東

西1間以上X南北l間以上を検出したが、柱間はそれぞれ2.lm、2.7mである。

溝SD6960-6963は調査区中央で検出した東西溝で柵列SA6940の北側に位置し、幅50cm-

80cm、深さ10cm-30cmを測る。 SD6960は確認長20.5m、東へ約 2mの間隔をおいてSD6993 

が続く。 SD 6961・6962はSD6960のさらに北側約1.2mで並行し、確認総長はそれぞれ14.8m、

3.2mである。出土遺物は少ないが、柵列と並行することから同時期の可能性がある。

(4)平安時代後期の遺構

土拡SK6949は、 2.0mX0.7m、深さ約30cmの南北に長い楕円形土拡で、土師器杯がほぽ完

形で出土した。

(5)時期不明の遺構

土拡SK6947・6948・6958・6959・6964-6969がある。遺物としては弥生土器や奈良時代、

平安時代末期～鎌倉時代の土師器及び山茶椀の細片が混在するなど時期決定が難しいものであ

る。 SK6965は完掘できなかったが、深さ1.5m以上、直径lmの素掘りの井戸と考えられる。

S K6967は直径lmの不定円形で深さ40cmを測り、埋土には木炭片が多最に含まれていた。

55 950 

SA 6940 
SA 6942 

SB 6955 

゜
10m 

第14図遺構実測図 (1: 200) 

-20-



3. 遣物

第100次調査での出土遺物は遺物整理箱にして42箱あるが、遺構に伴うものは少なく大半が

包含層からの出土で完形品は皆無に等しい。弥生時代の土器としては、前期から中期の壺・甕

破片が少量出土しているが、前期後半 (1-12)と中期前葉 (13-17)のものがある。飛鳥時

代の遺物では、須恵器杯 (18)と古相と考える土師器椀 (19)がある。奈良時代前期に比定す

る土器 (20-24)は出土遺物の中心となり、 b手法による調整の土師器皿 (21)・ 杯 (22)があ

る。 SD6960出土の杯B (23)は、口縁端部をヨコナデし、体部外面をヘラミガキ、内面は放

射状と螺旋状2段の暗文を施したものである。また、平安時代初期から前期とみられる土師器

(25-28)や平安時代後期の土師器杯 (29・30)や灰釉陶器皿 (31)が出土している。平安時代

末期としては、山茶椀 (32)、土師器皿 (33)がある。特殊な遺物としては、緑釉陶器片3点、

黒色土器片5点、青磁片3点、転用硯2点、その他ふいごの羽口及ぴ鉄滓も出土している。

4. まとめ

中垣内地区を中心とした台地西辺部における遺構・遺物の状況等を知ることを主たる目的の

一つとした今回の調査では、弥生時代前期から中期の遺構・遺物を確認した。周辺ではこれま

で当該時期の竪穴住居が検出されているが、調査区の南西約800mに所在する金剛坂遺跡など

祓川にのぞむ台地西辺には弥生時代において小単位の住居群が点在する集落が営まれており、

斎宮成立以前の当地域を解明する上でも貴重な資料となった。

今回検出された柵列の柱通りは東西の方位とほぼ合致するものであるが、調査区北側の古里・

中垣内地区で確認された飛鳥時代～奈良時代の建物の棟方向はいずれも北に対して東や西に相

当大きく振れるものが多く、竪穴住居から掘立柱建物への変遷が見られることが判明している。

これまでの調査結果では、第30次調査の奈良時代のSB 1616・1620の棟方向はN37°Eを示

し、 SAl674はN31°Eの方位を持つ。第36次調査における奈良時代の掘立柱建物群の棟方向

はN30°EからN19°Eへと変移する。調査区西隣、第85-8次調査のSA6280やSB6279の方位

はN33°Eを示し、新旧関係より SB6290の棟方向はN1°Eと移行する。また、近鉄線を挟ん

ですぐ南側の第58-4次調査で検出したSA 4281・4282はN1°Eである。

すなわち柵列や建物の柱通りは飛鳥時代から奈良時代にかけてはN30°E前後→N 1°Eへ、

奈良時代ではN1°E→ N30°E→ N19°Eへの変遷が考えられる。今回奈良時代前期とした柵

列SA6940-6943の柱筋は東西方向のE0°Wを示し、 N1°Eとの関連性が重要視される。し

たがって、これらの柵列は飛鳥時代末から奈良時代初頭にかけて大幅な変換期を迎えることと、

新たな柵列による大規模な区画が構成されることが想定される。なお、これらの検証は今後の

面的調査の展開に拠るところが大きいが、当該地区や古里地区を合わせた史跡西部一帯は、飛

鳥時代～奈良時代の斎宮を解明するための重要な鍵を握るものと考える。 （野原宏司）
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N. 第 101次調査

6 ADG (篠林地区）

1. はじめに

今年度3回目の計画調査は今年度史跡整備を予定している上園公園の北西の旧畑地の調査で

ある。これまでの調査で確認されてきている史跡東部の方格地割は、昨年度の史跡現状変更に

関わる第96-5次調査で八脚門SB6850と柵列SA6849が発見されて東西の広がりが最大で 7区

画まであった事が確認された。第101次調査は方格地割の南北方向が4列とみた場合、北西の

隅と目される地点を調査し、方格地割の範囲を明確にする事を主たる目的として実施した。

これまでの周辺の調査では、東南東で第82次調査が実施されている。この調査では、調査区

の北端で方格地割の北辺の区画溝SD0291の延長部分の可能性のある SD0136とSD5602が確

認されている。また南南西の第87次調査では、方格地割範囲に沿ってSD0207が屈曲する事が

確かめられている。これらの溝はいずれも鎌倉時代に埋没したものだが、何らかの形で方格地

I I VI I Ii 

.,_ 
、..,..、 , / v / "!;-' ト一— ’ 
I ------+--1. I --t--r 

←＝主に IV I'I 
I 、,.__ I VI I'. ―...'., 
第16図調査区位置図 (1: 2,000) 
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割の規制を受けていたものと考えられている。今回の調査地には史跡範囲確認の際に実施した

第8-1次調査のFトレンチがかかるが、平安時代の南北溝SD0083と鎌倉時代の南北溝SD0081、

S D0082が見つかっている。他の遺構としては史跡西部には一般的に言えるが、奈良時代や鎌

倉時代のものが中心になる事も知られている。

第101次調査はこれらの成果を受けて、方格地割の北西隅と推定される部分の具体相の解明

が期待された。調査は平成5年7月19日から10月13日まで、 540面を対象に実施した。

調査地は標高10.8mほどの畑地であったものを公有化しており、 0.5m-0.6mの掘削で遺構

面に達する。遺構面は10cmほどの高低差で西から東に極めて緩やかに傾斜するが、ほぼ平坦で

ある。表土の下は砂質を含んだ黒色土の包含層で、飛鳥時代～奈良時代・鎌倉時代の遺物を多

量に含み、緑釉陶器も27片出土している。

2. 遺構

今回の調査では建物跡は全く発見されず、奈良時代～鎌倉時代の溝11条と道路とみられる遺

構、鎌倉時代の墓3基が確認された。また、樹木の根の痕跡とみられる不定形の小穴が多数散

在しており、倒木痕とみられる撹乱土拡もあるところから、以前は一時期林地となっていたも

のとみられる。

(1)飛鳥時代の遺構

土拡SK6979がある。径1.7mXl.5m、深さは遺構面から約30cmで土拡内からは飛烏時代後

葉の土師器直口壺1個、甕3個体以上が出土した。近辺では第82次、第87次調査でも当該期の

遺構は見つかっていない。

(3)奈良時代の遺構

土拡SK6978は2.7mXl.Omの長方形の土拡で、深さは遺構面から約20cmである。遺物は少

なく、須恵器片や土師器片がわずかにみられるのみだが、土師器皿にはb手法による調整が施

されており、奈良時代でも後半のものと思われる。

＼ 
遺 構 の 種 別

s K s X S F s D 

飛鳥時代 6 9 7 9 

奈良時代 6 9 7 8 

前期 6 9 8 8 

闊悶 後期 0083 6987 6989 

末期 6972 6973 6974 6 9 8 1 

鎌倉時代
6971 6980 6975 6976 6 9 8 3 0081 0082 6982 

6 9 7 7 6984 6985 6986 

第5衷時期別遺構分類表
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① S F6983整地層
② S00081埋土
③ S00082埋土
④ S06885埋土
⑤ 上部攪乱溝埋土

第18図 S D0081・0082・S F6983断面図 (1: 50) 

。
2m 

(4)平安時代の遺構

土拡3基、溝5条がある。以下時期別にみていく。

平安時代前期では道路側溝と考えられる東西溝SD6988がある。遺構埋土は漆黒色で、幅は

80cm以上、断面は緩やかな逆台形状になる。遺物は少なく土師器杯・甕片や須恵器甕片が僅か

にみられ、埋没は平安時代前II期 (9世紀後葉）、掘削はさらに遡るものとみられる。現農道

に沿って斎王の森の方向へ直線的に伸びて第8次調査Fトレンチと繋がると考えるならば、第

82次調査のSD5604やSD5605など、平安時代後期とされる溝と溝心間で約 6mの間隔を持つ

東西道路が延びていたものと考えられる。

後期では道路側溝とみられる溝が3条ある。調査区の東部をL字状に掘削されたSD0083は

そのまま SD6989に続き、東にのびていく。後述する鎌倉時代のSF6983の東側溝SD0082な

どに先行する溝の可能性がある。幅3.4m-2.0m、深さ40cmほどの浅い溝で、埋土は黒色土で

ある。調査区内での溝底の高低差はほとんどない。東山72号窯式期の灰釉陶器椀の他、土師器

杯・皿、須恵器片、土錘が出土しており、これらの遺物から後I期 (11世紀前半）に埋没時期

が求められる。この東方での延長部分と考えられる溝が第8次調査FトレンチのSK0133と繋

がるとみると、第82次のSD0136やSD5602と溝心間で9.4m、肩間で約8.0m幅の道路が想定

できる。 SD6987はSD6988に重複するほぽ同規模の溝で、灰釉陶器模倣のロクロ土師器椀や

土師器片が出土しており、後II期に相当するものとみられる。

末期では土拡3基、溝1条がある。

S K6972・6973・6974は調査区北西部の土拡で、重複関係からはSK6974→ S K6972→ SK 

6973の順になる。いずれも不整楕円形でSK6972からは土師器片が、 SK6973からはロクロ土

師器杯片や土師器小皿・ 鍋、渥美産とみられる山茶椀・山皿が、 SK6974からは士師器片が出

土しているが、遺物の上では時期差は看取できない。溝では道路側溝と考えられる SD6981が
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ある。鎌倉時代に埋没する SD0081などの下部で確かめられた検出幅35cmほどの溝で、山茶椀

片、青磁片、土師器鍋片が出土した。

(5)鎌倉時代の遺構

土拡2基、中世墓3基、溝6条、溝に画される道路遺構がある。

S K6971とSK6980は調査区の北西端と南西端で検出されている。 SK6971は直径1.3m、遺

構面からの深さ約30cmの円形土拡で、土師器片が出土しており鎌倉時代のものとみられるが、

詳細な時期は判別できない。 SK6980は長径2.8m 、深さ約25cmの土拡で、土師器鍋・皿• 小皿
注）

が出土した。伊藤裕偉氏の分類で第II段階c型式の土師器鍋が含まれ、 13世紀後葉から14世紀

初頭のものと考えられる。

中世墓SX6975は長辺1.8m、短辺1.0m、深さ25cmで、北側に古瀬戸施釉陶器椀片 1片、土

師器鍋 l 点・皿 4 点•小皿 l 点•鉄製刀子 1 本がかためて埋納され、土師器皿 (7) は鍋 (10)

の中に入れられていた。遺物から13世紀前葉に属するとみられる。 SX6976とSX6977はsx

6975の南2.5m-3.0m離れたところに隣接して掘削されている。いずれも長辺l.5m-l.6m、短

辺1.3m、深さ30cm-40cmで、 SX6976からは土師器皿3点、小皿2点が、 SX6977からは土師

器皿1点、小皿6点、鉄製短刀 1本が墓拡の北あるいは北西にかためて埋納されていた。この

2基の遺物はいずれも13世紀後葉から14世紀初頭のものとみられ、時期差は判断しがたい。

溝はいずれも道路側溝と考えられる。 SD0081とSD0082は道路遺構SF6983の東西の側溝

で、断面はいずれも弱いV字状を呈する。埋土から数次の掘削および堆積が認められるが、径

5 cm-7 cmの円礫や砂質を多量に含む黒褐色土で、溝底はSD0081で9.3m-9.0m、SD0082 

で9.5m-9.3mで北から南に傾斜している。 SD0081は南で緩やかに南西にカーブして一度溝

底が持ち上がった後、 SD6982やSD6984に繋がる。さらにSD6982は調査区外で再び南に方

向を変えて第87次調査のSD0207に続くものと考えられる。ただしこのSD0207は逆に南から

北に傾斜しており、これらの溝は道路側溝あるいは区画溝の性格が強い事が看取される。 SD

0082も南でSD6985に続き調査区南端で大きく東に折れ、現農道に沿って続くものとみられる。

これらの埋土内の遺物には土師器皿•小皿· 鍋、ロクロ土師器杯、山茶椀、常滑産陶器甕片な

どがみられ、最終の埋没年代は13世紀後葉から14世紀初頭の中で考えられる。

道路遺構SF6983は地山面まで掘削したたため、遺構面に凹凸があるが、この上面には土器

片や径約15cmの亜角礫による整地層がある。道路幅は両肩間で2.Sm-3.0mで側溝底からの高

低差は 1m前後となる。遺物は磨耗が著しい物が多く、高杯・甕片などの土師器片、ロクロ土

師器片、渥美産とみられる第7型式の山茶椀や須恵器片が混在し、この整地層は道路両側溝の

最終埋没時期に近い13世紀後葉から14世紀初頭に位置付けられるものと考える。因みに道路の

方向はNl0°Wほどと想定され、方格地割とは様相を違える。
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3. 遺物

今回の調査では整理箱で23箱の遺物が出土している。ほとんどが土器類で、包含層からの出

土が多く、溝からの出土はあまり多くはないが、中世墓と一部の土拡からはまとまった資料が

あり、これらについて述べたい。

S K6979からは飛鳥時代の遺物がある。いずれも土拡の底部からは浮いた形で出土している

が、園示した資料は共時性の高いものとみられる。土師器直口壺 (1)は器表面を細かいハケ

メで調整するが、緻密な胎土で精良なつくりである。 6世紀代の資料は南勢地方でも伊勢市昼

河古墳• 南山古墳、多気町河田古墳群など古墳出土の資料が認められるが、 7世紀代には少な

く、近辺では明和町北野遺跡で出土しているのみである。共伴する土師器甕 (2・3)は同形

のもので口縁部が強く外方へ屈曲し、概ね球形の体部で飛鳥時代でも後葉のものとみられる。

奈良時代の遺物は比較的少なく、包含層から土師器杯• 皿片などが見られるにすぎない。

平安時代の遺物も包含層からの出土が大半で土師器、灰釉陶器がある。また緑釉陶器が比較

的多量に出土しており特筆できる。灰釉陶器は折戸53号窯式期から東山72号窯式期にかけての

椀・皿がある。緑釉陶器は27片あり、近江産とみられるものが顕著だが、猿投産とみられるも

のも少量ある。土師器は杯・皿を主とするロクロ土師器を含んだ平安時代後期のものが主体と

なり、全般に10世紀-11世紀の遺物が大半を占めている。

鎌倉時代の遺物は今回の調査では最も多量に出土してるが、まず3基の中世墓からの出土品

があげられる。 SX6975からは最も豊富な資料が出土しており、土師器皿・小皿• 鍋、古瀬戸

施釉陶器椀片、鉄製刀子がある。土師器鍋 (10)は伊藤裕偉氏の編年で第I段階b型式に相当

し、また土師器皿 (4-7)は口径13.6cmほどのものと15cmを越えるものがあり、第49次調査

のSX2990に相当する時期のものとみられることから、 13世紀前葉に位置付けられるであろう。

古瀬戸施釉陶器 (9)は2分の 1ほど欠失した状態で埋納されたもので、淡緑青色の灰釉が内

外面に施される。

S X6976からは土師器皿• 小皿• 鍋が、 SX6977からは土師器皿• 小皿と鉄製短刀が出土し

ている。これらの土師器皿は口径10.2cm-11.8cmで口縁部がやや内弯気味に立ち上がるもの、

小皿は口径7.2cm-8.0cmで、口縁端部をやや上に引き上げてまとめるもので、 SX6976の鍋も

伊藤氏の分類の第II段階c型式に相当すると考えられ、 13世紀後葉-14世紀初頭のものとみら

れる。 SX6976とSX6977の間には遺物の上でも時期差はほとんどないものとみられる。鎌倉

時代の遺物はこの他にSF6984の路面整地層から磨耗した多量の山茶椀類が、またこの両側溝

S D 0081·0082などからも山茶椀、土師器皿• 鍋片が出土しているが、これらも13世紀後葉～

14世紀前葉のものとみられる。その他の遺物としては無釉陶器の小瓶 (26)や灰釉陶器模倣の

ロクロ土師器椀 (29)が注目される。また粗製の土師器鉢 (31)は13世紀後葉以降のものと考
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えられるが、類例が知られない資料である。

平安時代末期～鎌倉時代の特殊遺物とされるものとしては、他に中国陶磁器類があり、白磁

片2点、育白磁片2点、青磁片4点が出土している。

4. まとめ

方格地割の北西隅の確認を目的とした第101次調査であったが、明確には平安時代前半の道

路角や交差点を見出す事ができなかった。しかし、鎌倉時代の終わり頃には埋没あるいは廃絶

した道路やその側溝が調査区の南側で東と東南東に分かれていく事から、この時期には道路交

差点が存在していた事が窺われ、間接的ながらこの周辺が少なくとも鎌倉時代以前まで遡って

「角」の意識が持たれていた事、その道路「角」はやや位置を西へずらして現在の農道の交差

点にまで生き続けている事は判明した。また、道路側溝とみられる平安時代前期のSD6988や

S D 0083・6989などが残る事から、この「角」の意識はさらに遡及できる可能性は充分にある。

方格地割の北西地域では、第78次調査などでみられるように、史跡を北西から南東に横断す

る奈良時代古道の影響もまた根強く残る地域として知られている。また、今回調査地の南方の

第49次調査などでも方格地割の規制はむしろ希薄であるといえる。しかしながら、こうした複

雑さの解明という課題は残されたものの、今回調査地の一角が地割りのコーナーの部分である

事はほぽ判明したと言えるだろう。

最後に中世墓についてふれたい。今回発見された3基の中世墓の他にも周辺では第49次調査

のSX2990 (13世紀前葉）、第50次調査のSX3084 (平安時代中期）、第93次調査のsxあ胡・
6534・6537 (13世紀中葉～後葉）などの墓遺構が見つかっている。こうした遺構はその性格上

斎宮とは相いれないはずのものであるが、現在までのところ斎王制度廃絶後の14世紀中葉以降

に入る墓遺構は見つかっていない。これは建物などの遺構でも共通して言える点で、こうした

墓であっても斎宮の消長とは何らかの関連があった可能性は考えられる。墓の規模・性格ある

いは分布について今後再検討が必要であろう。 （大川勝宏）

注）伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」『Miehistory』Vol.1 1990 
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V. 第 103次調査

6AEQ-A (柳原地区）

1 . はじめに

史跡斎宮跡東部に東西7列南北4列まで想定されている方格地割の中でも、第44次、第船次、

第98次調査などで大規模な柵列や大型の掘立柱建物などが発見され、鍛冶山地区を含む区画が

平安時代前半の斎宮の極めて重要な部分である事が判明してきている。そしてその西隣の区画

も、式内社竹神社が鎮座する事からも重要なポイントである可能性が考えられてきた。

この一帯では、第19次、第20次、第28次、第55次という一連の御館・柳原地区の調査で、ニ

面庇の大型掘立柱建物などがL字形に配置されたり、多数の建物が重複して建て替えが行われ

た様子が窺われ、竹神社のすぐ北側の区画では官術として重要な部分があった可能性が指摘さ

れてきている。しかしながら、竹神社を含む区画そのものの調査は、大半が近鉄山田線の南側

に入り、近世の参宮街道沿いの住宅密集地にもかかる事から、広域圏道路建設に先立つ第10次

調査や第44次調査の一部で調査された以外はほとんど資料の蓄積がない。

しかし、これまでの僅かな調査の中でも、第44次調査区の西半部で方格地割を構成する幅約

13.7mの南北道路とその内側の区画東辺を画する柱間約3mを測る大型の柵列SA2655が見つ

かっており、方格地割内でも一部でしか同様な柵列が見つかってきていない点は、この竹神社

第22図
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第103次調査は、この竹神社を含む区画の情報、就中、区画北西の東西• 南北の道路交差点

の検出と、先述の第44次調査のSA2655に対応する北辺、西辺の柵列を確認し、この区画の性

格を解明する事を目的とした。調査は、柳原地区の農道と近鉄線に沿って1,170面の調査区を

設定し、平成5年10月4日から平成6年1月25日にかけて実施した。現況は標高約10.7m-ll.1

mで、南から北へ緩やかに傾斜している。黒褐色系の表土と包含層は比較的薄く、調査区北で

約30cm、南でおよそ40cm-60cm掘削した段階で認められる橙色から黄褐色の粘性が強い洪積層

（地山）を遺構面として捉えた。遺構面は標高10.5m前後でほとんど起伏差がない。

包含層は調査区の北半では多量の粘土質や直径5cm前後の礫を含み、遺物の出土はほとんど

みられないが、南半では奈良時代から平安時代後期の土器類が含まれていた。

2. 遺構

遺構は、奈良時代後期から鎌倉時代までおよび、竪穴住居1棟、掘立柱建物2冴東、溝26条、

土拡12基を検出した。調査区の北半と西3分の 1に東西と南北の道路遺構が広がり、東南部の

面積にして4分の 1ほどに建物跡などの多数の遺構が密集する。この部分の標高は10.2mで、

やや下がるが、その他は全体に10.4m-10.5mでほぽ均平である。

(1)奈良時代後期の遺構

竪穴住居SB7045が調査区の南端で検出された。南辺が調査区外に伸び、東側にSK7046が

重複するため全体は窺い知れないが、一辺約4mの方形プランになるものとみられる。遺構面

からの深さは約40cmで、土師器杯・ 皿・把手付鍋、須恵器杯• 無台杯・蓋など床面から浮いた

状態だが比較的多量の遺物が出土している。柱穴やカマド等の施設は検出されなかった。

＼ 
遺 構 の 種 別

S A s B S F s D s K 

奈良時代 7 0 4 5 

初期
6 9 9 9 6 9 9 0 7 0 4 6 

7 0 0 0 7 0 I 0 

前1期 7 0 5 0 6991 6992 7003 

平 前11期
7 0 I 6 7020 7024 7033 7004 7032 7034 7008 7017 7039 

7047 7049 7 0 3 5 7053 7055 

安 7018 7019 7021 6995 7009 7011 
中期

7023 7025 7028 7 0 3 6 
7030 7040 

時
7022 7026 7027 

7012 7013 7014 
後 I期 7037 7038 7041 
代 7042 7043 7044 

7015 7054 

後1I期
7 0 4 8 6993 6994 7005 

7029 7031 
7006 7007 

末期 7051 7052 

鎌倉時代 6996 6997 

時期不明 6998 7001 7002 

第6表時期別遺構分類表
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(2)平安時代初期の遺構

この時期に成立したと考えられる道路遺構と柵列2条、土拡l基がある。

調査区北半の東西道路SF6990と南北道路SF7010は平安時代初期に成立したと考えられて

いる方格地割の区画道路である。後述するが、側溝は埋没時期が平安時代の前I期から後期に

わたるが、後II期にはSF7010にはSD7005やSD7007が、末期にはSF6990の中央部には土

拡SK7051とSK7052が掘削されるなど、調査区内では廃絶していったようである。しかし、

その後も東西道路は北へ、南北道路は西へ幅員を狭めて現代の農道に継承されている。道路面

はSF7010は後世の撹乱のため詳らかではないが、 SF6990は他の遺構が比較的少ないため、

明瞭に観察される。なおSF6990の遺構面上は、径2cm-4 cm程度の亜円礫や固結した粘質土

が5cm-lOcmの厚みで覆っていた。

柵列はコーナ一部分を挟んで東西方向と南北方向の調査区外に伸びている。 SA7000は東西

に5間、 SA6999は南北に 1間分が検出された。いずれも柱穴の掘形が一辺l.lm-1.3m、柱

痕跡は直径約40cmを測る。柱間寸法はSA7000、SA6999いずれもほぽ3mを測り、平安時代

初期の基準尺のひとつと考えられている 1尺=0.296mでみると 1間10尺の規模といえる。こ

れは第44次・第46次• 第88次• 第92次• 第98次調査で確認されている鍛冶山地区のSA6760・ 

6770等、第83次• 第84次調査でのSA5840、第70-3次•第96-5次調査の SA5110・6849と同等の

規模を持つ極めて大型の区画施設であり、平安時代初期のうちに廃絶すると考えられるものも

ある中で、当地区では前I期までは存続していたものと考えられる。

調査区南端で検出されたSK7046は、短径で約2m、遺構面からの深さが約60cmの楕円形土

拡で、土師器杯•高杯・甕、須恵器甕が出土している。

(3)平安時代前1期の遺構

調査区南東端で検出されたSB7050は、柱穴2個が調査区東壁にかかって検出されたのみだ

が、柱穴掘形は一辺約 lmの大型建物であろうか。 E4°Nの棟方向を取り、先述のSA7000 

などと共存していた可能性もある。

溝は3条あるが、このうちSD6991とSD6992はSF6990の側溝となるものである。北側溝

S D6991は後世の撹乱・削平を受けているため断続的に確認され、南側溝SD6992は平安時代

中期のSD6995に北肩を掘削されているがいずれも幅約50cmで、概ねE3°Nの方向を取る。

S D6991は溝底高が10.lm-10.3mと東へ緩やかに傾斜するものの、 SD6992にはほとんど溝

底の高低差がない。この溝によって画される道路の規模は、 2条の心々間で約13.3mを測り、

平安時代初期で基準尺とみられる 1尺=0.296mでみると道路幅の規格は45尺とみることがで

きる。また、 SF7010の東側溝となるものにSD7003がある。幅は約30cmと細く、溝底高はお

よそ10.3cm-10.4cmと緩やかに北へ傾斜している。長さ約16m分を検出したが、平安時代後I
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期のSD7012に南部は掘削されている。なお、この溝底には10cmほどの間隔で掘削時の鋤先痕

とみられる窪みが連続して残っている。 SF6990の中央部で北と南に分かれて溝の掘削を進め

た様子が窺われ、掘削後短期間のうちに埋没したものとみられる。これら 3条の道路側溝は埋

土に包含される土師器片から埋没時期を前I期に比定できるが、掘削時期は平安時代初期まで

遡らせて考えられるだろう。

(4)平安時代前Il期の遺構

掘立柱建物5棟、柵列 1条、溝4条、土拡5基がある。

S B7020とSB7024はL字形配置で共存した建物と考えられ、 SB7020は東辺が調査区外へ

延びているものの、両者共5間X2間の規模を持つものと考えられる。 SB7020南側柱と SB

7024の北妻柱はその柱筋を揃えており、共通の計画性を窺わせる。 SA7016はSB7024の西側

に2.8mの間隔をおいて並列する柵列で、検出された北端の柱穴も SB7020とSB7024のライン

に揃い、 2棟の建物と共存した施設と考えられる。これらは柱穴の遺物から前I1期でも新段階

のものとみられる。なお、平安時代初期に作られた大型の柵列SA 7000・6999は当該期までに

は消失している。 SB7033は東辺の柱列をSD7015に掘削されているが、 3間X2間の東西棟

とみられる。この建物の周囲には、柱筋から約2mおいて西側に、約1.5mおいて北側に雨落

溝とみられる幅50cm-70cmのSD7034とSD7035が巡る（これらの最終的な埋没時期は平安時

代中期～後I期）。柱穴内の遺物は前I1期の古段階のもので、 SB 7020・7024に先行するもの

とみられる。調査区南端のSB7047は東西で 1間分まで、 SB7049は2間分が検出された。い

ずれも東西棟と考えられるが、桁行の柱筋を揃える事、柱間寸法が2.4mと共通である事から、

相互に関連の強い建物とみられる。ただし柱掘形の規模はSB7047で一辺約70cm、SB7049で

約lmと格差が認められる。

溝SD7004はSF7010の東側溝SD7003を踏襲した溝と考えられる。幅約50cm-60cmで、溝

底の高低差はない。土師器杯や灰釉陶器片が出土しており、前I1期新段階に埋没している。ほ

ぽ真北に向き、 SD7003とはやや異なる方向を取る。 SD7032もE6°NとSD6992などとや

や異なる。幅約50cmで、前I1期新段階の土師器杯・皿などの大型破片が埋土に混入する。

S K7008・7017・7039・7053・7055はいずれも円形あるいは不整円形の土拡だが、特に調査

区南端のSK7017は長径約3mの不整円形の土拡で、北半分を検出した。前I1期新段階の土器

が大量に投棄されており、整理箱で17箱の土器が出土した。大半は土師器で、杯• 皿・鉢．甕

と若干の須恵器片、木炭片がある。

(5)平安時代中期の遺構

掘立柱建物6棟、溝4条、土拡2基がある。

S B7018とSB7025は前代のSB 7020・S B 7024が建て替えられたもので、いずれも 5間x
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2間の規模を受け継ぐものとみられる。さらにSB7028はSB7025の敷地を踏襲している可能

性がある。なおSB7028の柱穴からは折戸53号窯式期の灰釉陶器椀を模倣したとみられるロク

ロ土師器椀が出土している。 SB7021はSB7018に重複して建てられた3間X2間の身舎に南

面庇を持つE2°Nの東西棟で、 SB7018のE4°Nとはやや棟方向は振るものの、位置的には

S B7028と対応する関係にあるものと考える。 SB7019は5間X2間の南北棟の身舎に東面庇

を持つものである。 SB7023もSB7025のプランに重複するが東西棟に変化し、 SB 7019に後

出するものである。

溝では前I期頃に埋没したSD6992を踏襲する SD6995と、 E6°Nとやや向きを変えて掘

削されたSD7009・S D7011がある。後二者の埋土には若干のロクロ土師器が混在し、中期か

ら後I期にかけて存続したものであろう。 SD7036は幅60cmの溝だが、深さは10cm-30cmで部

分的に落ち込み状の部分がある。

S K7030は2.4mX2.9mの円形土拡で、遺構面から約30cmの深さがある。整理箱で20箱出土

した遺物の大半が土師器杯で、他に皿・ 鉢・ 台付鉢・甕と僅かに灰釉陶器椀・ 皿、須恵器片が

ある。検出した段階で数枚がまとまって投棄された状況がみられ、また大まかなブロックを想

定して遺物は取り上げた。中期の古い段階から新段階にかけての形式幅が想定される。調査区

南端のSK7040は2.7mX0.9m、深さ約30cmの長楕円土拡で、ここからも整理箱で9箱の土器

類が出土した。遺物の上ではSK7030より新相で、中期の新段階に属するものである。

(6)平安時代後I期の遺構

掘立柱建物9棟、溝5条がある。

S B7022は先代のSB7023を規模を縮小して北へずらす形で建てられている。 SB7026は3

間X2間の東西棟で、これらは柱穴が直径30cm-40cm程度の小規模なものになる。調査区東南

部のSB7042とSB7043は建て替えの関係を持つ。東辺が調査区の外へ続くが、 (3)間X2 

間で柱穴の掘形は90cmX70cmと当該期の斎宮においては大型建物と言える。 SB7042は柱間が

2.4m取られ、規模などの点から前代に近く、中期末葉～後I期前半にかけての間に存続した

ものとみたい。なおSB7042が先行し、 SB7043は桁行の柱間寸法を約2.0mに縮小される。

S B7044も4間X2間で、桁行の柱間が約1.9mとSB7043に近似する点から SB7043に後出す

るものとみてよいだろう。これら 5棟の東西棟は、いずれもE3°-4°Nに桁行の柱筋を揃え、

方格地割の区画が意識されている。この他に4棟の総柱建物がある。 SB7037は4間X3間の

身舎の南側に3間分の庇が付くもので、比較的大型の総柱建物と言える。 2間X2間のSB

7027とSB7038は全く同一の規模を持つ。重複関係はないが、柱穴埋土の遺物から SB7038が

先行するものと考える。調査区南端のSB7041も4間X(2)間の総柱建物で、 N1°Eの棟

方向を取り、当区画内において方格地割の遺制がこの段階で弊えた事を示すと思われる。 SB
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7037等との先後関係を示す証左は無いが、この点からSB7041は後I期でも最後出のものと捉

えておきたい。

S D7012・7013・7014・7015はこれまでの建物密集地を「コ」の字形に囲むように掘削され

ている。幅が約2.0m-2.7m、深さは遺構面から30cmほどで、断面が浅いU字形を呈する。溝

底の高低差は顕著ではない。この溝によって画される範囲は東西で約17m、南北で20m以上に

なるが、溝の北辺と西辺は初期からの区画道路の内側に収まるように掘削されている。なお、

後I期に存続したとみられる SB 7042・7043・7044の柱穴に重複しており、後I期は「コ」の

字区画成立の前後2時期には分離できるとみられる。なお、「コ」の字区画に伴う建物として

はSB7037がそのほぽ中央に位置し、調査区内では単独で建てられていたものと考えられ注目

される。これらの溝からは比較的多量の遺物が出土しており（整理箱約15箱）、土師器類、ロ

クロ土師器類、須恵器類、黒笹14号窯式期～折戸53号窯式期までの灰釉陶器類、青磁、白磁、

緑釉陶器片や製塩土器片が出土している。土師器の中には「て」の字口縁の皿や台杯皿が含ま

れており、また朱の付着した須恵器片も混入しており注目される。 SD7054はSD7032に沿う

ように掘削された幅約50cm、深さ 10cmほどの溝で、土師器杯• 皿、ロクロ土師器杯• 高台付杯、

灰釉陶器椀、須恵器片が出土した。

(7)平安時代後1I期の遺構

掘立柱建物は調査区東南端のSB7048のみとなる。 40cm程度の柱穴を持つ2間X (1)間の

総柱建物で、後1I期から末期にかけて存続したものとみられる。

S D6993とSD6994は東西道路SF6990に関わる南北側溝である。幅はそれぞれ約50cmと1.0

m-1.3mでSD6993は緩やかに東へ傾斜している。土師器片、須恵器片、ロクロ土師器類や百

代寺窯式期とみられる灰釉陶器椀などが出土している。この両者は溝心間で約9.5mあり、幅

30尺前後の道路として機能していたと考えられる。それに対しSD 7005・7006・7007は一連の

南北溝で、かつての南北道路SF7010の上に掘削される。幅は最大で約3m、深さは30cm-50

cmほどあり、単純に道路側溝としての性格は看取し難い。 SF7010はSF6990に比べて早くか

ら西へ変遷していったのであろう。

(8)平安時代末期の遺構

2基の土拡SK 7051・7052はいずれも SF6990路面上に穿たれている。 SK7051は1.lmX0.6

m、深さ約30cmの長楕円形土拡で、土師器皿やロクロ土師器杯・ 台付杯• 高台付杯・椀が一括

して投棄されていた。 SK7052は直径約1.2m、深さ約30cmの円形土拡で、同様に土師器片、ロ

クロ土師器片が出土している。

(9)鎌倉時代の遺構

調査区西北部のSD6996とSD6997がある。 SD6996は幅約25cm。残存する深さは約10cmの
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もので、位置的にみて平安時代前I期に埋没したSD6992がSD7003との交差部分を越えて西

へ伸びていた部分の痕跡である可能性もあるが、今回出土した山茶椀からは13世紀後半に埋没

したものとみられる。 SD6997はSF6990とSF7010の交差点部分を斜めに横断するように掘

削された溝で、溝底高は10.4m-9.9mで北西に向かって傾斜しており、 N35゚Wの方向を取る。

土師器類やロクロ土師器類が出土しており、平安時代末期から鎌倉時代の初めにかけてのもの

であろう。なお、時期不明の遺構として3条の溝があるが、他の溝との重複関係からSD6998・ 

7001・7002はいずれも鎌倉時代以降の掘削と判断される。

3. 遺物

第103次調査では、整理箱154箱の遺物が出土しているが、若干の鉄滓を除けばすべて土器類

である。緑釉陶器は41片出土しているが、比較的特殊遺物は少ない。

奈良時代の遺物ではSB7045から後期の良好な遺物が出土している (1-13)。出土状況か

ら廃絶した竪穴住居内に投棄した状態のものとみられるが、土師器約90%、須恵器約10%の割

合で、土師器の供膳形態と煮沸形態の比はおよそ2: 1になる。また、土師器杯の中では破片

数でカウントすると丸い体部と厚い器壁を持つ在地系の杯 (2・3など）が約7割を占める。

須恵器は供膳形態と貯蔵形態が破片数の発現率でほぼ同数といえる。杯類では有台のものと無

~~ 三 ー三

ELI こニロー
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二三。 こーローロ―li1

14 

ー 15
20cm 

第24図 出土遺物実測図 S B7045: 1 -13, S K7046: 14, S A7000: 15 
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第27図 出土遺物実測図 S K7017 

台のものがほぽ同数で、これらは猿投窯編年で鳴海32号窯式期に相当する と考えられる。

平安時代の遺物では、 3基の土拡から出土した大量の土器群が着目され、今回これらの一部

について概観したい。

S K7017から半裁分で総数6651片の土器類を取り上げたが、その99%以上が土師器であり、

そのおよそ88% は杯• 皿などの供膳形態のものである。杯には口縁が幅広く ヨコナデされてや
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S B7045 S K 7017 SK 7040 

器 種 糊 暉螂％） 醐螂％） 器 種 靭 暉螂％） 郷螂％） 器 種 瑚 器螂％） 謡螂％）

杯•皿•高杯頷 298 57.97 杯• 皿類 6627 88.63 杯・甕・皿類 5387 89.89 

珊鉢 類 39 7.59 90.66 甕・ 鉢類 126 1.69 甕 類 58 0.97 

珊 99.68 珊 99.28 

甕• 鍋類 129 25.10 製塩土器 160 2.14 製塩土器 8 0.13 

杯・蓋・椀類 26 5.06 不 明 540 7.22 不 明 497 8.29 

梱瞬 9.34 

壺．甕類 22 4.28 杯，蓋類 4 0.05 杯 類 10 0.17 

総 計 514 100.00 100.00 槻饂 壺，甕類 12 0.16 0.28 痴諾 壺• 甕類 23 0.38 0.57 

不 朋 5 0.07 不 明 1 0.02 

雌靡 椀・ 皿類 3 0.04 0.04 椀・蓋類 4 0.07 

総 計 7477 100.00 100.00 閲鯛届壺 類 2 0.03 0.15 

不 明 3 0.05 

総 計 5993 100.00 100.00 

第7表 S B7045・S K7017・S K7040出土土器構成

や外反する杯A (42-64)と、内弯して底部と口縁部の境が不明瞭な杯B (16-41)があり、

杯Bの中でも口縁部のヨコナデがやや強くなり、肉薄の体部から心持ち外反する口縁を持つも

の (31-41)は新しい傾向と言える。なお杯Aと杯Bは破片数で47:53とほぼ同率といえる。

皿では、強く屈曲した口縁部が真っ直ぐ (66)、あるいは外反して立ち上がる皿A (67-75) 

と、明瞭な口縁部を作らず、端部のみ上方へ引き上げて口縁部を成形する皿B (76-99)があ

る。両者の破片数の比率は32:67で後者の割合が高い。これは皿Bが、後代に至って主流にな

るほとんど口縁部に成形を加えないタイプのものに連続する事を示していると思われる。この

他土師器では大型の鉢が2個体分出土している点や、製塩土器の比率が比較的高い点、また炭

化材も混入している点も注意される。これらは土器群全体の用途・性格を示すものとみられる

が、現時点では祭祀に関わる器物の廃棄土拡と考え得るに止まる。陶器類はほとんどないが、

灰釉陶器椀片は黒笹90号窯式期のものと思われ、土師器に若干の形式幅は窺われるものの前II

期の終わりから中期にかけてのものが主体となる。

S K7030は最も多量の遺物を出土しているが、やはり土師器の杯・ 皿類が中心となる。出土

破片数が多いため現在集計していないが、今後データを整理したい。器種としては前代からの

杯A、杯Bに加え、薄手の器壁で底部から口縁にかけて内弯する体部を持ち、口縁部はヨコナ

デされてゆるやかに外反するタイプのものがある。杯Aと杯Bの形質を受け継いでおり、・杯C

として分離できると考える。杯Cは口径13cm-14cmを中心とする中型のタイプと15cmを越える
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大型のタイプに分けられる。また、杯Bにも底部が丸く半球状に成形されるもの杯B'(133・

134・145・207・208)がみられるようになる。皿はほとんどみられず、若干の皿Bの破片が散

見されるに止まる。なお、 SK7030では遺構に50cmメッシュを設定して分割し、またプロック

状のものを区分して取り上げた。この中では(103-108)が重ねられた状況で出土している。廃

棄の 1単位としては口径12.8cm-14.5cmの杯A、杯B、杯Cを含み、器種の区別はない。遺物の

時期は、土師器類の形状や僅かに共伴する灰釉陶器の椀片が折戸53号窯式期のものとみられる

点から平安中期のものと判断できるが、先述のSK7017の土器群とは若干の時期差が窺われる。

S K7040から出土した遺物も破片数で99%が土師器であり、その 9 割以上が杯• 皿類である。

須恵器や灰釉陶器はそれぞれ1%にも満たない。ほぽSK7030と共通した性格が窺われるが、

製塩土器の比率は低い。炭化材片は僅かだが出土している。土師器杯と皿の比率は6: 4で、

杯類はA類、 B類、 C類と C類から派生するとみられる皿との識別が困難なタイプ(261-265

など）がある。器種ごとの発現率をみるとA類約14%、B類約20%、C類約65%となる。最終

的にはC類の系譜のものが後期の杯・皿類に変化するものとみられる。皿類はA類、 B類に加

えて口縁部と底部の境がなく、口縁部は軽くヨコナデするのみで屈曲が全く見られない円盤状

になるまで成形や調整を省略したものが含まれ(272-277)、C類として分離する。皿類の発現

率をみるとA類10%、B類36%、C類54%ほどになる。皿C類は口径12cm-14cmあるが、これ

が退化して、平安時代的な土師器皿は終束する。ロクロ土師器は含まれていない点からSK70 

40は中期に属するものと判断できるが、 SK7030との比較を試みると、第33図に示した通り、

多数を占める杯C類は口径が僅かに縮小傾向にあり、杯B'がSK7040では杯Cに収束してい

く点も看取できると考える。これらの点からこの二つの土器群の間には中期の中でも SK7030 

→ S K7040の若干の時期差が想定される。

その他特殊遺物に、黒色土器片2点、判読不能な墨書土器片4点、朱の付着した陶器片5点、

転用硯片3点、製塩土器片約110点、白磁片3点、青白磁片1点、青磁片1点がある。

4. まとめ

史跡東部に想定されている平安時代前半を中心とする方格地割内において、これまでの調査

成果から中枢部の候補に挙げられてきた地点での調査だったが、 SF6990・S F7010という道

路の状況を明らかにし、また、この区画道路の内側に大型の柵列SA6999とSA7000や、平安

時代前期から後期 (9世紀-11世紀代）にかけて、多数の掘立柱建物が幾度にもわたる建て替

えを経ながら存続していた様子が確かめられるなど多大な収穫をあげる事ができた。

東西道路については、南北両側溝を他の遺構と重複なく明瞭に検出する事ができたため、道

路幅が溝心々間から約13.3m、45尺という規格が看取された。また、この道路が平安時代後期

(11世紀後葉）まで幅員を縮小させながら存続し、現農道にまで遺制をとどめている事も明ら
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かにする事ができた。

しかし、今回の調査で最も大きな成果は大型の柵列の確認だろう。柱間約3mを測る柵列に

よる区画は、これまでの調査においても重要と考えられる地区のみに見られたものである。第

103次調査地を含む方形区画内での調査は、第10次• 第44次など僅かな例を数えるのみだが、

これらの成果とあわせて区画の規模を検討すると、東西柵列SA7000は第10次の2個の柱穴を

経て、第44次調査の南北柵列SA2655に続くものとみられる。 SA2655に接続した後、南下し

て西折し、再び第10次調査区内でSA0587の3個の柱穴に続くと推定される。このように考え

るとこの大型柵列が囲続する方形区画の規模は、東西延長で約107mで、これは0.296mを1尺

と取ると360尺=36間のものになる。南北方向は約95mを測るが、尺単位ではおよそ321尺と明

快に10尺等間では割り切れず、東門が存在する可能性も想定しなければならない。なお、この

区画の北辺SA7000は、東接する鍛冶山地区の柵列SA6780より約llm南に下がっており、や

や小規模な区画であると考えられるが、こうして想定された区画は、現在の竹神社の敷地を囲

むようにある事は注意されるべき点である。式内社竹神社は明治44年に史跡西部の中垣内地区

から、当地にあった斎宮神社（旧野々宮神社）を合祀してここに鎮座したもので、当地には明

治以前から郷社等があった事が知られ、また、『勢陽雑記』には、野呂三郎が弘治元(1555)年

の徳政一揆の際に拠った斎宮城があったという伝承がある。いずれにしても近世の参宮街道沿

いの立地でありながら、社殿地などとして近代まで空閑地のまま遺存してきており、推測の域

を出ないが、地元でもこの地を特別視するような慣習があったとも考えられる。

次に、東隣の区画と比較すると、第44次• 第98次調査区には平安時代後期の遺構・遺物はほ

とんどみられず、この時期の掘立柱建物10棟や区画溝などを検出した当調査地とは歴然とした

差がある事が分かる。こうした差異が何に起因するのかは今のところ明らかではないが、方格

地割内において、大規模な柵列を造営する重要区画の中でも、存続時期に差がみられる点は、

斎宮寮の構造を考える上でも大きな問題を内包していると言えよう。

遺物の上では平安時代前I1期から中期にかけての土器溜まりが検出された。当該期は斎宮に

おいても古代的な有り方から中世的なそれに変わる大きな変換点であり、平安時代後期の土器

様式の重要な構成要素である椀器形やロクロ土師器類の発生期である。今回はこの時期の土師

器の変遷について若干の観察を述べるに止まったが、これらの資料を充分に咀噌できたとは言

い難い。別の機会を待って幅広い評価を試みたい。

以上のように第103次調査は多大な成果と課題を残したと言える。先述したように、当区画

の調査はまだ縁辺の一部で実施されたにすぎず、竹神社社殿地など、中心部分は全く解明され

ていない。しかしながら、史跡斎宮跡の実態解明と史跡整備の重要ポイントとしてこの地の評

価を高める上で第103次調査の果たした役割も極めて大きいと言えるだろう。 （大川勝宏）
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VI. 第 104次調査

6 AGT (笛川地区）

1. はじめに

平成4年度の第96-5次調査で発見された八脚門SB6850と柵列SA6849によって、史跡東

半に広がっていたとされる方格地割の東西の幅が最大で7区画分におよぶとともに、その南端

がほぼ確定したと考えられる。

S B6850は現在明らかになっている最も南西の方形区画の南面中央の正門と考えられるが、

これまでの調査では、この方格地割の南辺地域において他の区画施設や門に係わるとみられる

遺構は明確にはなっていない。また、八脚門の持つ格式から考えて、方格地割の中でこれが存

する区画とそうでない区画では、おのずと格差や機能差が想定され得る。

第104次発掘調査は今年度最後の計画調査として、こうした門と、それに取りつく柵列等の

区画施設が方格地割南面の各区画に普遍的に存在するかどうかを確認する事を目的として、史

跡東南端の区画南辺中央付近に調査区を設定し、平成6年1月31日から 3月25日まで350面を

対象に実施した。

現況の地目は水田で、すぐ南を昭和54年度の圃場整備で作られた東西方向の農道と、その両

側側溝が走っている。調査地の標高は現地表面で9m-9.3mである。周辺での調査はこれま

ではほとんど実施されておらず、史跡範囲確認のための第9-7次トレンチ調査が実施され、東
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現地表面から表土と水田床土を約50cmほど掘削した段階で、亜円礫を含む黄褐色の洪積層面

（地山面）が現れ、これを遺構面として捉えた。遺構面の標高は8.6m-8.7mほどで大きな起伏

差はない。

2. 遺構

調査区は推定される方格地割の東南端の区画の東西正中線が通る地点に設定したが、門や区

画施設あるいは建物跡などは確認することができなかった。今回見つかった遺構としては、井

戸3基、溝5条、土拡1基と樹木の根の痕跡とみられる不定形の小穴が散在するのみだった。

(1)平安時代前期の遺構

井戸SE7060を発見した。長径で約2.4m、短径で約1.8mの楕円形の掘形を持つ素掘りの井

戸で、地下水の影響か、深さが約 lmのあたりで壁面の一部が横へ水平に挟れていた。規模が

小さく、壁面の崩落の恐れがあるため、遺構面から3.lmほどで掘削を中断した。ここまでの

埋土は黒色土と黄灰色砂の互層で、この遺構上部埋土層から斎宮編年で平安時代前Il期～中期

の土器類が多量に出土した。井戸の掘削時期も 9世紀の中頃以前に比定できるとみられる。

(2)鎌倉時代後期の遺構

井戸SE7065とSE7066がある。両者とも調査区の北部に2mほどの距離で隣接して掘削さ

れており、 SE7065が直径約1.lm、SE7066が直径約0.7mと小規模なものである。井戸枠等

の施設は認められなかった。これらも作業の安全上から SE7065は遺構面から 2m、SE7066 

は1.6mほどで掘削を中断した。それぞれ黒褐色の埋土から13世紀後葉のものとみられる土師

器皿、鍋片などが出土しており、遺物の上から両者の時期差は判断できない。かなり近接した

時間幅の中で掘削、廃棄されたものとみられる。

(3)室町時代後期～江戸時代の遺構

溝5条、土拡1基がある。調査区北東隅で発見されたSK7064は深さ40cmのすり鉢状で、埋

I¥ 
遺 構 の 種 別

s K s D s E 

平安時代 7 0 6 0 

鎌倉時代 7 0 6 5 7 0 6 6 

室町時代 7 0 6 4 7 0 6 1 7 0 6 2 7 0 6 3 

以 降 7 0 7 7 7 0 7 8 

第8表時期別遺構分類表
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土は一部鉄分の沈着のみられる黄色あるいは灰色のシルト質土壌である。近世以後の溝の肩部

である可能性もある。

調査区の西端の南北溝SD7061は東肩部のみ検出されたに止まるが、溝壁は遺構面から深さ

約70cmまで約65°の傾斜で落ち込む。断面逆台形状の溝であろう。径3cm-5cmの円礫を多蓋

に含む黒褐色の埋土からは16世紀後葉以降の土師器皿• 鍋や陶器片が狭小な検出範囲にかかわ

らず多量に出土している。その東側のSD7062は深さ10cmほどしか残存していないが同時期の

土師器細片が出土している。南北溝SD7063は幅1.4m、遺構面からの深さは40cm程だが、調査

区内で検出された長さ約20mの間で、溝底高は北から南まで約8.3mとほとんど差がない。出

土遺物には16世紀後葉の土師器皿•鍋の他、鎌倉時代の土師器片、平安時代の土器なども同一

調査区内では比較的多量に混入している。また、検出された溝南端は調査区の西へほぽ直角に

折れて続く事が確かめられたが、西へ13m離れたSD7061と合流する可能性が高い。中世末期

から近世初頭にかけての旧参宮街道沿いの屋敷地の区画を構成する溝と考えられる。 SD7063 

の屈曲部分付近からは、土師器の把手付茶釜と羽釜が並んで正置された状態で出土している。

17世紀には入るものとみられるが、遺構掘形は明確にできなかったものの、溝埋土中に土拡状

に掘り込んで埋められたものと考えられる。

調査区南部では2条の東西溝が見つかっている。 SD7067は幅約2.6m、遺構面からの深さ

約80cmの溝で溝底の標高は7.9mで調査区内での高低差はない。深さ約30cmで南北両側に段を

作り、数次にわたり掘削された形跡と考えられる。径3cm-20cmの円礫や砂質を多量に含み、

自然木片もわずかにみられる。埋土上層からは近世後期以後のものとみられる土師器ほうろく

が出土している。逆L字に折れたSD7063との間に幅約5mの道路を形成する可能性がある。

S D7068は幅80cmの断面逆台形状の溝で、溝底の標高8.3m-8.4mで西から東へ非常にゆるや

かに傾斜している。

3. 遺物

全体に遺物の出土量は少ない。調査地が水田に造成されていたために地盤が均平されたと考

えられ、特に包含層からの出土が極めて少ない。この中では質・量的に際立つ平安時代の井戸

S E7060からの出土品を中心に概述したい。 SE7060出土遺物は先に述べたように完掘してお

らず、遺構の掘削時期を示す物とは考えられない。種別としては土師器杯・皿• 鍋• 台付杯・

甑・竃片、黒色土器A類の杯、灰釉陶器椀・皿・ 段皿• 小瓶•長頸壺、須恵器円面硯・甕•高

杯・杯・盤・壺片や製塩土器片がある。遺物量は整理箱で8箱になる。これらの破片数での割

合を示したのが第 9 表である。約90% を占める土師器の内、杯• 皿などの供膳形態の物と甕．

甑等の煮沸形態の物はほぽ半々になる。須恵器約5%、灰釉陶器約3%の割合は一般的な傾向

と言える。土師器杯類をみると杯A類と杯B類があるが、杯A類には口縁部が底部から強く屈
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曲して比較的真っ直ぐのびるもの（杯Al類： 1~4) と強いヨコナデのため口縁部が外反し

て屈曲するもの（杯A2類： 5~14) がある 。 杯Al 類は平均で口径13.3cm、器高2 . 6cm の中型

品と、口径14.5cm、器高3.2cmの大型品が、杯A2類は器高13.9cm、器高2.9cmの中型品と、口径

16.6cm、器高3.6cmの大型品がある。杯B (15~20) には口径14.3cm、器高約3.5cmの中型品の他、

口径が15cmを越える大型品がある。暗文は杯Bにのみ見られるが、放射状暗文や退化した螺旋

状暗文が施される。土師器杯類などから SK2650にほぼ併行する段階のものと考えられる。黒

色土器はA類の杯 (25・26)があり、いずれも外面をヘラケズリし、内面はヘラミガキの後、

雑な螺旋状暗文を施す。残存状態は良好である。須恵器では円面硯 (35)が出土しているが、
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器 種 破片数 器種別比率（％） 類別比率（％）

杯・皿•高杯類 346 44.35 

壺．鉢類 1 0.13 

土師器 89.35 

甕・瓶・寵類 331 42.43 

o杯Al 製塩土器 19 2.44 

cm 
• 杯A2

• 杯B 黒色土器 A類1杯・婉類 16 2.05 2.05 

杯・盤・高杯類 7 0.90 

須恵器 壺．甕類 34 4.36 5.39 

硯 類 I 0.13 

婉・皿類 23 2.95 

10 15 to 灰釉陶器 3.21 

cm 壺・ 瓶類 2 0.26 

第39図 S E7060出土土師器杯径高比
総 計 780 100.00 100.00 

第9表 S E7060出土土器構成

混入品であろう。灰釉陶器では椀9片に対し皿類が14片と多い。釉はハケ塗りのものとツケガ

ケのものが混在し、形式からみると黒笹90号窯式期から折戸53号窯式期にかけてのものが含ま

れる。壺 (34)は白色の胎土で薄い器壁を持ち、透明な灰釉が均等にかかる良品である。完形

で出土した小瓶 (33)は灰緑色の自然釉が肩から流れ、弱い肩の張りから折戸53号窯式期に相

当すると考えられる。墨害土器は 5点あるが、文字が判読できるものは 2点のみである。 (36)

は土師器杯A2類の底面に「本」と墨書される。灰釉陶器皿 (37)は不明瞭だが、底面に「文」

と筆揃えの痕跡が重複するものとみておきたい。「文」は第58-1次調査の黒色土器の例があり、

書体も類似する。以上SE7060出土遺物は、遺構埋土上層にまとまって投棄された一群と考え

られ、若干の形式差があるが、 9世紀末葉に主体を持ち、 10世紀初頭までに埋没したものとみ

られる。

S D7063出土の灰釉陶器椀 (41)は混入品で、口縁部をやや肥厚させ外面に沈線をひき、白

磁椀を模倣した形態のものである。ッケガケの釉は明灰白色を呈し、内側がやや内弯した三角

形の高台をつけ、見込み部に重ね焼き痕が残る。系譜は明確ではないが、直線的にのびる体部

や施釉から平安時代後期以後の東濃系のものと考えられる。

鎌倉時代のSE 7065・7066からは土師器皿や鍋の破片が出土している。皿は口径13cm-14cm

で、ほぽ完形で8個ほど出土している。鍋は小片が多いが、口縁部の形状などから伊藤裕偉氏
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注）

分類の2段階b型式-c形式に相当するとみられ、 13世紀後葉-14世紀初頭に位置付けられる

ものと考える。なお先述したように、この両者間の時期差はほとんどないものとみられ、前後

関係は明らかではない。

特殊遺物とされるものの出土は少なく、青磁片5点、青白磁片 1点があり、緑釉陶器はみら

れなかった。また、 SE7060などから製塩土器片が約20片出土した。

4. まとめ

八脚門と柵列の検出が期待された第104次調査だったが、これらの遺構は確認する事ができ

なかった。しかしながら平安時代の井戸SE7060が検出され、その他の遺構からも混入の形で

平安時代前期の遺物は散見される。こうした点からみれば例え後世の削平があったとしても、

周辺に当該期の建物等の遺構が分布していた可能性も残されたと言える。また周辺の調査例が

僅少なため、この付近では方形区画を構成する遺構は明確には確認されていないが、 SE7060 

は推定される区画の東西のほぽ正中線に乗る位置にある。方格地割東南の区画の状況は他の区

画とは異なった様相を呈する可能性も想定される。

次に調査区南端SD7067についてみると、調査区内での方向はE1°Nであり、東西方向に

はほとんど振れがなく、南の現農道の北側溝排水路の部分との間に溝肩間で約6m程の東西道

路が想定されうる。また、同様に農道南側溝の部分まで延長して考えると幅約12mほどの道路

も想定できる。これらはいずれも仮定であり、比較分析するデータに欠けるが、 SD7067が方

格地割の南限道路に規制されている可能性もまた残されている。振り返って先の第96-5次調査

の八脚門SB6850周辺を見ると、第70-3次調査での柵列SA5110の西側約 7mの未命名の南北

溝や、 SA6849の南の平安時代初期の東西溝SD5108、鎌倉時代の東西溝とされる第81-3次調

査のSD5962、SD5963などが平安時代斎宮寮を囲続する道路側溝あるいはそれを踏襲する溝

である可能性がある。しかし、現状ではこれらもまた、その連続などが確認されておらず、い

ずれも可能性の域を出ていない。今回の第104次調査も斎宮寮南限の状況を考える上での材料

は提供したものの、古代官術において重要な南面の状況は今後の地道な調査の蓄積に期待する

ところが依然大きいと言わざるを得ない。 （大川勝宏）

注） 伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」『Miehistory」Vol.1 1990 
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掘立柱建物・柵列一覧表

遺構番号 I規模I棟方向 I桁行 I梁行
(m) (m) 

備 考

第99次調査 (6ADN)

S B0251 3 X 2 N 4°W 5.70 4.00 1.90 2.00 平安初

S B6915 (l)X 2 E 2°N (2.40) 3.60 2.40 1.80 平安前1I 南庇出2.0m

S B6918 5 X 2 N 4°W 10.50 4.80 2.10 2.40 平安中

S B6922 4 X 2 N9'W 8.00 4.00 2.00 2.00 .. 
S B6914 (4)X 2 E 5'N (8.40) 3.80 2.10 1.90 平安後11 5間X2間か

S B6921 4 X 2 E 5°W 8.40 4.00 2.10 2.00 ,,. 

S B6923 3 X 2 N4°W 6.00 4.00 2.00 2.00 ，， 東庇出2.lm

S B6924 3 X 2 N 5°W 6.60 4.80 2.20 2.40 .. 
S B6860 (2)X- N 1°W (4.40) 2.20 平安末

S B6861 (2)X(l) N s・w (4.20) (1.90) 2.10 1.90 .. 
S B6862 (2)X- N 1°W (4.20) 2.10 .. 
S B6864 (3)X 2 N5°W (6.30) 4.00 2.10 2.00 ，， 4間X2間か

S B6865 (3)X 2 N3°W (6.30) 4.20 2.10 2.10 ，， 4間X2間か S B6891より古

S B6866 4 X 2 N 7°W 8.00 4.00 2.00 2.00 .. 
S B6867 (3)X 2 N 5°W (6.45) 4.30 2.15 2.15 ，， 4間X2間か

S B6868 4 X 2 N4°W 8.00 4.40 2.00 2.20 ，， S B 6884・6910より古

S B6869 (3)X 2 N 5'W (6.00) 3.80 2.00 1.90 ，， 4間X2間か

S B6873 (2)X(l) N7°W (4.20) (2.10) 2.10 2.10 ，， 

S B6874 4 X(l) N 3°W 8.60 (2.00) 2.15 2.00 " 
S B6875 4 X 2 N s・w 8.60 3.80 2.15 1.90 ，， 

S B6878 4X2 N 4°W 8.60 4.00 2.15 2.00 .. 
S B6879 4 X 2 N2°W 8.00 4.00 2.00 2.00 ~ S B6867より古

S B6883 (3)X 2 N6°W (6.30) 4.20 2.10 2.10 .. 4間X2間か

S B6884 4 X 2 N 5°W 8.40 4.20 2.10 2.10 ，， 

S B6885 (3)X 2 N s・w (6.30) 4.20 2.10 2.10 .. 4間X2間か

S B6886 4 X 2 N 5°W 8.40 3.80 2.10 1.90 " 
S B6887 (2)X 2 N 5°W (4.20) 3.80 2.10 1.90 ,,. 

S B6888 (3)X 2 N6°W (6.00) 4.00 2.00 2.00 ，， 4間X2間か S B6887より古

S B6889 5 X 2 N 5'W 10.50 4.20 2.10 2.10 ，， S B6885より古

S B6890 4 X 2 N 4°W 8.00 3.60 2.00 1.80 ，， S B6883より古

S B6891 4X2 N7'W 8.00 4.00 2.00 2.00 ，， 

S B6892 4X2 N7°W 8.00 3.80 2.00 1.90 ，， 

S B6897 4X- N 4°W 8.00 2.00 ，， 4間X2間か S B6886より古

S B6898 (3)X(l) N 5°W (6.30) 1.90 2.10 1.90 ~ 4間X2間か

S B6899 4X- N 7°W 8.00 4.20 2.00 2.10 ，， S B6891より古

S B6908 3 X 2 E 5°N 6.00 4.20 2.00 2.10 ，， 北庇出2.lm S B6866・6874より古

S B6909 4X- N 5'W 8.20 2.05 ，， 

S B6910 4 X 2 N6°W 7.60 4.00 1.90 2.00 ,,. S B6883より古

S B6911 4 X 2 N 5°W 8.00 4.00 2.00 2.00 ，， S B6867・6869・6875・6878・6912より古

S B6912 4 X 2 N4°W 10.25 4.20 2.05 2.10 ，， S B 6867・6869より古

S B6913 (2)X 3 E 5°N (3.60) 6.00 1.80 2.00 ，， 

S A6863 (9) N5°W (23.40) 2.60 ~ 9間分検出・柱間不揃

S B6928 (2)X 2 N s・w (3.60) 4.20 1.80 2.10 不明
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遣構番号 I規模I棟方向 I桁行I梁行
(m) (m) 

時期 備 考

第100次調査 (6ABI-T)

S B6950 (l)X- E 5°N (2.4) 2.4 奈良前期 南北棟の可能性有り

6951 (2)X(l) E 5°N (4.2) (2.4) 2.1 2.4 .. S A6941より古

6952 -X2 N 0°S 4.2 2.1 ,., 

6953 -X2 N 0°S 4.6 2.3 .. 
6954 (l)X(l) E o・w (2.4) (2.4) 2.4 2.4 .,. 南北棟の可能性有り

6955 (l)X- EO゚W (2.2) 2.2 .. 南北棟の可能性有り

6956 (l)X(l) N 0°S (2.1) (2.1) 2.1 2.1 ~ 東西棟の可能性有り

6957 (l)X(l) N 2°W (2.7) (2.7) 2.7 2.7 • 東西棟の可能性有り

S A6940 (10) E o・w (21.6) 2.1 ~ 10間分検出

6941 (9) E o・w (19.3) 2.1 ~ 9間分検出 S A6940より新

6942 (9) E o・w (22.3) 2.4 ~ 9間分検出 S A6941より新

6943 (4) E o・w (10.8) 2.7 .. 4間分検出 S A6942より新

第103次調査 (6AEQ-A)

SA6999 (1) N4°W (2.97?) 2.97? 平安初

S A7000 (5) E 4°N (14.85) 2.97 * 
S B7050 -X(l) E 4°N (2.10) 2.10 平安前I

S B7020 (4)X 2 E 4°W 12.00 4.80 2.40 2.40 平安前1I 5間X2間か

S B7024 5X2 N4°W 12.25 4.80 2.45 2.40 .. 
S B7033 (2)X 2 E 4 "N (4.00) 4.20 2.00 2.10 ~ 3 間 X2 間か• 北と西に雨落溝

S B7047 (l)X- E 4°N (2.40) 2.40 ，， S B7049と同一か

S B7049 (2)X- E 4°N (4.80) 2.40 ，， S B7047と同一か

S A7016 (6) N4°W (12.30) 20.50 ~ 

S B7018 (4)X 2 E 4°N (10.80) 4.80 2.70 2.40 平安中 5間X2間か

S B7019 5X2 N4"W 9.75 4.80 1.95 2.40 .. 東庇出2.lm S B7021より古

S B7021 3X2 E 2°N 6.20 3.40 2.10 1.70 .. 南庇出1.2m

S B7023 5X2 E 4'N 10.25 4.40 2.05 2.20 .. 
S B7025 5X2 N4°W 12.25 4.80 2.45 2.40 .. S B 7023・7028より古

S B7028 5X2 N4°W 10.00 4.40 2.00 2.20 ~ 

S B7022 5X2 E 3°N 10.00 3.80 2.00 1.90 平安後I

S B7026 3X2 E 3°N 6.30 4.00 2.10 2.00 .,. 

S B7027 2X2 N4°W 3.80 4.00 1.90 2.00 .. 総柱建物

S 87037 4X3 N 2°W 7.20 5.40 1.80 1.80 + 南庇出2.0m・桁3間分総柱建物

S B7027より古

S B7038 2X2 N4°W 3.80 4.00 1.90 2.00 ,., 総柱建物

S B7041 4 X(2) E 2°S 8.00 (3.60) 2.00 1.80 .. 総柱建物

S B7042 (3)X 2 E 4"N (7.20) 5.00 2.40 2.50 .. 
S B7043 (3)X 2 E 4 "N (6.20) 5.00 2.00 2.50 " S B7042より古
S B7044 4X2 E 4°N 7.60 5.00 1.90 2.50 ，， S B7041より古

S B7048 (l)X 2 N4"W (2.10) 4.20 2.10 2.10 平安後n 総柱建物

竪穴住居一覧表

I遺構番号I規模(m叶長軸方向I深さ (an>I柱 穴 Iカマド I時 期 I

第103次調査 (6AEO-A)

I S B 7045 I (4)X -I不明 I40 

備 考

I奈良釦町
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遺物（土器）観察表

第99次調査

Na 出土遺構 器種 法量 調整•技法の特徴 胎土 焼成 色 調 残存度 傭 考 登録番号

1 S 下E細磨 誓9｛底残径高｝ 9.9cm 5. 紐 ロ縁部ナデ、体部ケズリ 緻密 良好 外内 ：： 橙橙 2.55YRYR76//6 6 底部の2/3 器表面の磨耗著しい R 99 

2 上S層E6920下部 土師皿器 温罰紐 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
細％ R 53 1.8cm : h 

” 

3 上S層E細下部 環器 ｛器口径高｝12. 如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 微密細な砂粒含むが 良好 外内：：に”ごった明貿褐 IOYR6/6 
約50% R 54 3.9cm ” 

4 瑾SE6920下部 土師椀器 温尉12.6cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：：にぶ”い橙 7.5YR7/3 
約70% R'Z/ 3.7cm ” 

5 上S層E69下20部 ±慄器 鴻憫：と ロオ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• や密や微細砂多いが 良好 外内：浅黄橙 7.SYRB/3 約印％ R 28 : N 
” 

6 上S層E69下20部 環器 温蘭惜：こ オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 5YR6/8 約50% R 22 ,,, 
” 

7 上S唇E6920下部 土師杯器 ！器口径高｝15. 釦n ねロ縁いiiなナヨァ己ナ•デオ、サ体エ部てい 緻密 良好 外内： 橙 5YR6/8 籾％ R 25 3.4cm .. 
” 

8 上S磨E6920下部 環器 温薗4.0cm3. 紐 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内 ： 橙,, 2.5YR6/8 約50% R 50 
” 

， 1:JIISE6920 下部 土師杯器 温罰.2cm3. 如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：：橙浅賀橙 I5OYRYR86//8 4 約40% 器表面創離すすむ R 51 

10 上S層E6920下部 土師杯器 ｛器口径高｝13.8cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻I!! 良好 外内： 橙 5YR6/8 約50% R 蕊2. 如 : b 
” 

11 瑾SE6920下部 土師杯器 （（器口径高｝19. 釦 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：：明赤”褐 SYRS/8 約40% 暗内面文施に放す射状暗文、 螺旋 R 30 5. 和 ” 

12 上S暦E69下20部 土師杯器 温島愕：に オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 5YR6/6 約30% 内面に放射状暗文施す R 31 :n ，， 

13 上S磨E6920下部 土師杯器 渭l's.紐器 s.如o （ロ一縁部部指ヨ頭コ圧ナ痕デ残、る体）部ナデ 緻密 良好 内外 ： 橙 7.5YR6/6 枷％ R 29 
: " ” 

14 上S層E6920下部 土師甕器 ｛器口径高｝13. 如9.0cm 
ナロタ縁テデ部ハケヨ、コ底ナ部デ、ナ体デ部、外内面面 徴に細含なむ砂粒を多量 良好 外内 ・ ：浅に黄ぶい橙 7,55YRYR77//4 3 

2. 約50% 内外面とも炭化物付若 R 34 

15 上S層E6920下部 鴎『器 腐器鳳高翌：~: 匝ァロ縁ロ部クヨロナコデナ、デ底、体部付部近内外ナ 径もI混u入-す5.. る11)が砂密粒 良好 内外：：灰オ”リープ 5Y6/2 細％ 釉内面にのみハケヌリの灰 R 47 
5.5cm ” のこる

16 上S層E6920下部 土師鉢器 温尉29.7cm 面ロ縁板部ナデヨコナデ、体部内外 密 良好 外内：賀橙 IOYRS/6 細％ R 73 11.8cm : h 
” 

17 上S層E6920上部 土誓器 阿器高匿｝14.7cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻四 良好 外内：：明赤”褐 5YR5/8 細％ R 14 
1.6cm ” 

18 上S層E6920上部 士師皿器 譴l!4.4cm オロ縁サ部エヨコナデ、体郁ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 5YR7/6 完存 R 17 1.4cm :n ヽ

19 上S層E69上20部 ±習器 温尉15.4cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：明赤褐 SYRS/8 約50% R 20 
1.5cm : " ” 

20 上S層E6920上部 環器 温尉15.8cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
約50% R 11 1.7cm ：ヽ9

” 

21 上S暦E6920上郎 環器 ｛器口径高｝12. 如2.8cm 
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 悶ザだのラ混つが、入く微多細くやな砂や 内： ～にに黒ぶぶ褐いい機橙良好

外：
77I..5O5YRYRYR737///4 4 l 約改｝％ R 36 

22 瑾SE6920上部 土野 福尉13.6cm オロ縁サ部エヨコナ克体部ナデ• 緻密 良好 外内：浅賀橙 7.SYRS/4 細％ R 7 3. 如 : h 
” 

23 瑾SE細上部 土師杯器 温魃4.2cm3.7cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： にぶい、橙橙
：にぶし 7.5YR5YR76//4 4 籾％ ロ縁部に黒色物付恙 R 40 

24 上S磨E6920上部 土野 温尉13.7cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻匿 良好 外内：にぶい賀橙 IOYR7/4 ほぽ完存 器内形外面のゆの磨が耗みがが大著きしいく、 R 16 a.Sao : H 
” 

25 上S層E6920上部 環器 温罰忘 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 5YR7/6 細％ 忠望昇詞謄炉l1ilE R 15 3.2cm : . 
” 

26 瑾SE6920上部 土師杯器 ｛器口径高｝15. 如 ナロ縁デ部・二オ段サエヨコナデ、 体部 緻ら密れなる砂が粒密が認め 良好 外内・：にぶ’’い橙 7,5YR7/4 約40% R 57 3. 紐

” 
'l:l 上S層E6920上部 環器 ｛器口径高｝13.9cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：にぶい橙 7.5YR7/4 細％ R 12 3.lm : ,, 

” 

28 上S層E6920上部 土得器 ｛器口径高｝13.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、 体lll!ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 7.5YR6/8 細％ 暗内文部にが放施射さ状れ暗る文、 螺皮 R 18 3.1cm :u 
“ 

29 J:JIISE細上部 ±得器 温鳥惜：こ オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 7.SYR7/6 枷％ R 21 :n 
” 

30 上SE細上那 環器 温欝ば：ご オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：明赤褐 2.5YR5/8 細％ 暗内文部がに螺施旋さ暗れ文る、放射状 R 2 
: h 

” 
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No 出土遺構 器種 法量 綱整•技法の特微 胎土 焼成 色 調 残存度 備 考 登録番号

31 上S層E6上920部 環器 編尉16.如 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 内外 ：にぷい橙 5YR6/4 約印％ 内れ部るに放射状暗文が施さ R 10 4.2cm 
” ” 

32 上S暦E6上9'20部 土師杯器 （(口径illi）) 18.0cm ナロ緑デ部・二オ段サエヨコナデ、 体部 緻密 良好 外内： 祖 2.5YR6/8 
籾％ R 70 器 4.3cm ,,, 

” 

33 上SIllE6920上部 土師杯器 ｛器口径謁｝13.6cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 11! 細 6/6 約70% R 38 3.0cm :h  
” 

34 上S層E6上92部0 環器 （（器口径高）） 14,4cm 2.9cm 
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 外内：にぶい橙黄橙

:1こぶい 7!.O5YRYR76//4 4 約40% R 4 

35 上SIllE6920上部 環器 温尉13.紐 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：浅賀橙 IOYRB/3 
約50% R 3 3.1cm . " ” 

36 上S履E6上920部 土悶器 （（器口径高）） 13.7cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 外内：：にぷい”赤褐 5YR4/4 
約50% R 9 2. 如

” 

'ST 上SIllE6上920部 土師杯器 （（器口径高｝13.6cm 3.1cm 
オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密微細な砂粒含むが 良好 外内：： 1!1褐灰 55YRYR64//8 l 約叩％ R 35 

38 上S暦E6上920部 環器 （（口径高p3, 釦 的ロ緑丁寧部ヨコナデ、オ体サ部比較 緻密 良好 外内’にぷい賀橙 IOYR7/4 
約80% R 13 器 3.5cm なナデ・ エ : ,, ，， 

39 上S層E6上92部0 環器 ｛器口径高｝14.2c● ナロ緑デ部・二オ段サエヨコナデ、 体部 緻密 良好 外内：： 明赤"褐 5YR5/8 
約40% 内面に黒色物付若 R 5 3.3cm 

’’ 

40 上SIllE6上920部 環器 （（残口径高｝14. 釦 ロオ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内’：にぷい”賀橙 IOYR7/4 
約50% むロ緑端部が沈線状にくぼ R 55 2. 如

’’ 

41 上S暦E6上920部 土師杯器 （(口径i!lill4.4cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 内外：明赤褐 2 SYRS/6 
約40% R 6 器 2.9cm . . 

’‘ 

42 上S層E6上9'20部 土師杯器 ｛器口径高｝14.7cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 SYR7/6 
約70% R 1 3.1cm . h 

” 

43 上S層E6上92部0 環器 （(口径i¥li）) 15.7cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：： 明赤”褐 SYRS/8 
約60% R 56 器 2.9cm

” 

44 上S層E6920上部 環器 （（器口径磁15.6cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 外内 ： 橙” 7.SYR6/8 
約50% R 23 3.4cm 

” 

45 上S磨E6上920部 土師杯器 （（器口径高｝15.8cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 SYRG/8 約叩％ R 58 3.2cm : ,, 
” 

46 上S111E6上9'20部 土師杯器 温尉16.如 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：：明赤”褐 5YR5/8 
約50% R 8 3.0ao 

” 

47 上S層E6上920部 黒色杯土器 （（口径高;1s.2cm 
残 3.5cm

ロラ縁ミ部ガキヨコナデ、 内外面へ 緻密 良好 外内 • 黒
：にぷい褐 7/5YR5Y52//4 l 約25% 黒色土器A類 R IOI 

48 上S層E6上920部 黒色鉢土器 ｛器口径高｝15.0cm 6.0cm 
外ロ緑面部ミガヨキコナデ、 内面ナデ 密 堅緻 外内 ：： 黒橙 5YR5Y26//8 l 細％ 黒色土器A類 R 103 

49 上S層E6上920部 士盤師？器 （口径）24,1cm 面ロ緑ナ部デヨコナデ、デ体部内外 微細砂多くやや粗 良好 内外 ：桟賀橙 lOYRB/4 杯残部存ほぼ 成形•関整とも雑 R 37 、底部ナ . " ’’ 

50 上S暦E6920上部 環器 ｛残口径高｝26.6cm ロオ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：： 淡賀 2.SYB/3 -口径1/6の1/5 R 64 7.0cm 

上S層E6920上部 長土師胴器甕 温尉Zl.2cm ロ鯰ァ部ヨ コ内方ナ面デ向、ヘヨ体コラ方部ケ外向ズ面板リ 密微細な砂粒含むが 内：橙～但暗灰黄 25YR5YR.5Y656///6 2 6 全ロ径体ののJ/302% 外付面若の一部赤変し黒色物51 クハケ、 良好 R 49 20.&,, 
ナデ、クテ 外：

上S層E6上920部 渭器 i残口径高｝18.4cm ロ緑部ヨコナデ 体ケズ部ズリ内面外 微含細むな砂粒多量に 外内：にごった浅黄 5Y7/3 茎屡踪萎52 ヨコハケ、ケヘラヽ ケ 、リ 良好 外面に多量にスス付若 R 52 IS.Som 面タテハ 、ヘラ ; H 

“ 
53 上S屠E6上920部 土師甕器 温尉25.0cm8.8cm ロ緑部ヨコ内ナ面デ板、体ナ部デ外面クテハケ、

微密細な砂粒含むが 良好
が開翡

IO2.YR5Y55//2 2 ロ径の1/4 ロ径部にスス付若 R 66 

54 上S層E6920上部 土師甕器 （（口径高）） 13. 釦残 6.7cm
ロ緑部ヨコ内ナ面デ、 体コ部ハ外ケ面
クテハケ、 ヨ

微密細な砂粒含むが 良好 外内 ：： 暗に灰ぶ褐い橙 25YR.5Y47//2 4 ロ径の1/3 二次焼成のため外面赤変 R 65 

55 上S層E細上部 土師甕器 阿残高E｝ 14.4cm 部ロク緑テケ部9 ケヽヨ、コ内ナ面デ阪、体ナ部デ外、面底 微密細な砂粒含むが 良好 外内：にぶい賀褐 IOYRS/3 
細％ R 63 9. 紅 ズリ : h 

” 

56 上S層E6上920部 渭器 （（残口径高｝17,0c• ロ緻ァ部ヨコ内ナ面デ、 体コ部ハ外ケ面 徴含細むがな砂密粒多量に 良好 外内：：にぶ’’い橙 7.5YR7/4 
ロ径の1/4 承一変次焼成のため外面一部 R 62 6,2cm タハケ、 ヨ

” 

57 上S層E69'l0上部 長土胴師器甕 温尉24.如10. 紐 ロク鯰ア部ハケヨ、コ内ナ面デ板、体ナ部デ外面 密 良好 が屈賀 7.5YR6/6(やや2く.5Y7すむ/3） ロ径の1/4 R 61 

58 上S層E6920上部 土長師胴器甕 温罰.4cm 方ロク緑向テ部の9 ヨヽケコ内ナリ面デ、ナ住プ部、外ク面ァ 径粒11111-3 uの砂 良好 外内：にぶい賀橙 10YR6/4 全ロ径体のの301/5% R 67 町．紐 ヶK 、 を多量に含む : h 
” 

59 上5層E6上920部 須恵杯器 ！器口径高｝14.2cm 3.4cm 外リ面、内ロ面クロロナクデロ、ナ巴ァ部ケズ 密 良好 外内＇：灰にぶ黄 い黄橙 JO2.YR5Y77//2 2 約叩％ 転ロ緑硯部に一部自然釉 R 100 

上S層E6920J:部 灰釉段皿陶器 隅器高14.(lc,, ロク縁ロ部ナデヨコナデ、 内外面ロ 内外：灰白 2.5Y7/1 60 6.1cm やや祖い 良好 細％ 内面に灰緑色の釉 R 43 2. 如m : " ” 

上S層E6上920部 灰釉皿陶器
（“  口径 15.()co ロ緑ク部ヨコナデ、ズ体リ部外内面面

外内： 灰 5Y6/l 61 7.5cm ロ ロナデ、ケ 、 密 良好 約2096 内面のみ灰釉かかる R 46 2. 如 ナデ : . 
” 

上S用E6920上部 灰釉皿陶器 閃（品高層）11.4cm 
ロ縁ク部ヨコナデ、内、体面部ロ外ク面ロ

外内 ：： 灰”白 5Y7/I 62 6. 紐 ロ ロケズリ 密 良好 約70% 灰釉ツケガケ R 48 3.1cm ナデ ” 
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63 這SE6920上部 灰釉椀陶器蒻t~ ロ縁部ナヨコ底ナ部デ、ナ内デ外面ロ 密徴細た砂粒含むが 良好 鰐峰貧 2.5Y85Y6//2 l 細％ 灰釉ハケ塗り R 59 
5.7m クロデ、 7. 

“ 
J:J11SE6920 上部 灰釉椀陶器 蒻i:Eロロ緑ナ芭ァ、ヨ内コ面ナデナ、デ外面ロク 緻密 良好 釉体部：：賀浅褐貧 2.SY5Y7S//3 3 枷％ 灰釉ハケ壼り R 33 

上S層E6920上部 呵戸 蒻15.紐 底ロロ縁部ナ部デロヨ外コ面ナデロ、ク内ズロ面ナリァ2、ク 岱部：：淡に黄ぶい黄橙 IOYRSYS7//3 3 臼“出磁65 &.San 砂質多く含むが密 良好 細％ R 72 
5.2cm クヽロヘラケ リ

66 這SE6920上部 灰椀陶器
蒻3.Sao
64.. 7細cm 部ロロ縁ナロ部デク、ヨロナコロデナクデ、ロ、内ケ外面ズ面ナリ、デロ底ク

徴嘗細な砂粒含むが 良好 外内 ：： 桟灰賀白 7.55Y7Y7//3 l 細％ 灰釉9ヽ ケ塗り R 32 

(;/ 這SE6920上部 閥量 譴l20.5cm 頸i部品ロ謁クロiナ後デ板、体ナ部デ外、面底 密 良好 ~: 弓 5Y6/1 
細％ 体部外半面に火がかり裏 R 74 8.0cm ” 

68 上S暦E6920上部 須鉢恵？器 阿残高塁｝22.8cm Dク緑ロ部ナデヨコナデ、内外面ロ 密 良好 外内： 灰 7.5Y6/1 ロ径の1/4 R 印12.5cm : h 
” 

69 S最E上6920層 士師杯器 ｛器口径高｝13.4cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： Ill 5Y6/8 
細％ R 39 3.lm ：，， 

” 

70 S最E上6920層 環器 温尉16.如3. 如 醤翫it~、体郎ナデ• 緻密 良好 ~: 但ぶい褐 7.55YRYR76//6 4 
7. 細％ R 41 

71 S最E上6920層 土師杯器 i器口径磁14. 細 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 ~: • 明黄N褐 SYRS/8 
約50'6 底部に成形時のくぼみ R 19 2. 如 ” 

72 S最E上細麿 環器 ｛器口径高｝16.0cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 り：.明賀h褐 SYRS/8 約の％ R 69 3. 如 ，， 

73 S最E上6920層 土師皿器 温尉15.6cm ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 り：橙 SYR6/6 
細％ R 42 2.2cm : h 

“ 
S最E6920 士台師付器杯
蒻16.如 ＊ロ縁サ部エヨ、 コ外ナ面デ9 、ヽケ体、部底ナ部デナ• 

が農褐 7.55YRYR64//6 2 暑の更ハ？ケ周目芍残農る念は薩岱醤74 7.6cm 緻筐 良好 細％ R 24 
4.5cm デ

75 S最E上6920眉 黒罪旦｝ 温尉14.如3.4a, 向ロ縁ケ部ズヨリ、コ内ナ面デ、ミ外ガ面キ横方 緻密 良好 内外 ：： 黒淡賀 2.55Y2Y8//3 I 細％ 黒色土器A類 R 104 

76 S最E上6920屈 須恵杯器 （残高） 2.2cm 内ク外ロi!liケズロクリ ロナデ、底部ロ 密微細な砂粒多いが 良好 ~: • ややにごNった灰白 7.5Y7/2 残底部存のみ 内メ状面にに一つ部く自然釉がゴマ R 44 ，， 

Tl S最E上細層 須恵瓶器 （（残口径高｝ 6.3"' 6.1cm 
ロ縁ロ邸ナヨコナデ、内外面ロ
クデ 密 良好 ~: ：灰暗赤オ灰リープ 2.5YR3/l5Y-65/2 /3 蹂郎のみ R 45 

S最E上6920暦 呼日器 閥器高12.8cm ~~,;,、:,iヽぷ~;f; 魯郎：謡 7.5Y75Y7//3 1 78 64 . 紐 密 良好 約70'6 R 71 
.2cm リ

S最E上6920層 環器
蒻28.如 ロクリ縁テと部軽9 いヽケヨ、ナコ底デナ部デ、、横内方体面部向ナ外デケ面ズ 微密細な砂粒含むが 外内：にぶい賀橙 IOYR7/4 

79 16.0cm 良好 約50'6 R 68 
9.6cm 

: h ，， 

80 SK6903 ±野 温尉17.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 嘗 良好 ~: にぶい橙 7.5YR7/4 細％ 靡にヘラ状工具による R 83 2. 細 : N 

“ 
81 SK6903 濯器 温尉16.如6.7m ロク縁テ部9 ケヽヨ、コ内ナ面デ、ヨ体コ瑯9ヽ外ケ面 密微細な砂粒含むが 良好 外内 ：：浅に黄ぶ橙い橙 IOYR8/3 5YR6/4 口径の1/2 R 82 

82 SK6916 ±冒器 ｛器口径高｝17.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 7.SYR&/6 約60% R 86 2. 細 : N ，， 

83 SK6916 堪器 蹟愕：こ ロ縁部ヨコナデ、体郎ナデ やや砂質多いが密 良好 ~=. にぶh呻 I2O.YR5Y73//3 1 細％ 外illiに黒色物付羞 R IR 

渭墨 譴ll6.lc:m 半ナロ縁デヨ謡、コ底9ヨヽ部ケコ、ナケ下デズ半、リ体、ケ部内ズ外面リ面上 内：にぷぶい賀い橙黄褐 JJOOYRYRS6//3 3 
&I SKE916 12. 細 砂質多量に含む 良好 ～に． 枷％ 外面にスス付箔 R 88 

外：” ” 

85 SK6876 環 P温尉 8.和 ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ 砂Ill質多量に含むが 良好 ~: 橙 7.SYR7/6 細％ 内り痕面にヘラ状工具の当た R 90 I.Sao :n ，， 

86 SK6876 師ロ台器ク付ロllll土 暉応 転内外糸面切虞ロクロナデ、底部回 微含細むな砂質多量に やや甘い 外内：灰白 5Y8/2 
細％ R 89 : h 

” 

rr, SK6! 氾5 環『 温尉 9.0cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ 緻 良好 外内： 橙 7.SYR7/6 枷％ 京胎都土系は在「地てi・f/)？字口縁 R 80 0.9cm : N 
” 

88 SK6905 黒色椀土器 底内内外部面眉に止ロク糸シク状切ロ痕工ナ具デの沈線 密 良好 外内 ：： 黒置 7I.O5YRYR27//6 1 底部の1/3 顎謳老漏翌想 R 102 

嗜器
蒻4,7a,

部ロロ縁回ク部転ロ糸ナヨデ切コ痕、ナ内デ面、体ナ部デ外、面底 外内：：灰灰～灰オ白 リーブ S5Y7fi'iY64/2 //I I 数半りは面不に明火だが輪花衷現あ89 SK6870 5. 如 やや砂質含むが密 良好 細％ R 町
4.2cm がかり

師ロ器クロ土杯 蒻3.9cm ロク縁ロ部ナデヨ、コ底ナ部デ、回転内外糸『痕 微含細むな砂質多量に ~: 桟賀櫃 IOYRS/4 90 SK6894 5. 如 良好 細％ R 85 
2. 知 : N 

” 

91 5D6870 ±冒器 温翻4.0cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ 徴密細な砂質含むが 良好 ~: 呼 2.5YR7/3 
細％ ロ径のゆがみ大 R 93 3,1cm 

” 

，即蒻4.7cm 饂ロ縁郎クヨロナコナデデ、底、体部部静止内外糸 外内： 灰 5Y6/l 92 $D6870 5.9cm 密 良好 細％ R 94 
5.7cm 

: N 
” 

，即 嘘14.8cm 部ロロ縁静ク止部ロ糸ナヨデ切コ霙、ナ内デ面、体ナ琶ァ外、面底 径量に1.. 含弱むの砂粒多
糧釉：序『ープ灰 150Y7Y5//2 l 翌悶唇牲譴霜外93 SD6870 6,2cm 良好 細％ R 95 

4.5cm 

撹Q乱-士39駅
（山T茶椀）
嘘15.釦 面切ロ縁後ロ部ナクデヨロナコデナ、デ底、体謡部静止内外糸 砂賓質多量に含むが 外内：灰賀 2.5Y7/2 94 6.6cm 良好 ほぼ完存 三方向に輪花衷現 R 91 
6.Ja, 

: ,, 
” 
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（山i!lil/茶椀） 蒻16.5cm 面雑ロ緑なロ部ナクデヨロナコナデデ、底、体部部糸内切外後 外内：：灰オ”リープ 5Y6/2 色ロ縁物端付那若等に部分的に黒95 SD&BTO 6.San 砂質多いが密 良好 細％ R 96 
5.4cm ” 

96 SX6900 土師杯器 温尉11.6cm3.2m 
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：にぶい但橙

：にぷい
7.5YR5YR77//3 4 約70% R 76 

'¥1 SX6900 土師杯器 温尉12.Jcm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：：にぷ”い橙 7.5YR7/3 約70% 外面に粘土板接合瞑残る R 75 2.8cm 
” 

98 SX6900 環器 ！器口径高｝13.0cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 外内：にぷい”黄橙 IOYR7/4 
約90% 外面に粘土板接合痕残る R 78 2. 如

” 

99 S X6900 土師杯器 ｛器口径高｝12. 釦 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内．にぷい黄橙 IOYR7/4 
約50% 器表面の創離著しい R 77 2.8cm 

” 
，， 

広土師口器壺 『畔径 11.2cm 部ロク緑テナ部ハデケヨ、コ内ナ面デ板、体ナ部デ外、面底 外内’淡賀 SYB/3 胴内み部側られにか約るらの5焼cm成X約後穿4cm孔のが100 S X6900 8.&:m 緻密 ややあまい 細％ R 79 
13.7cm . " ，， 

102 KP-l 40 猿須恵面器硯 憫はtr.::背面ケズプリ文、表面同心円状 径含むI mmほどの砂粒 良好 外内： 灰 SYS/I 
約50% 背刻面すにる 「古」 と焼成後線 R 98 のスクソ :n 

” 

第100次調査

N● 出土遺構 器種 法量 調整•技法の特微 胎土 焼成 色 調 残存度 備 考 登録番号

I 包F-含磨9 弥広生口土壺器 蹟｝二ご g; 屑;:五闊裔閤g畜線 微密細な砂粒多いが 良好 外内：淡黄 2.SYB/3 外あ面りに僅かに赤彩の痕跡 R 13 : ,, 
” 

2 包E含ー層12II 弥広生口土壺器 ｛器口径高i―一 ¢ ロ 貼内外付面突帯ナデ、断面三角形の 密 良好 外内：：浅黄”橙 7.SYRS/4 R ZZ 
” 

3 包F含-層8II 弥生甕土器 ！器口径高l-一 cm cm いロ緑乎部行沈キ線ザ文ミ目、外面に細 密 良好 外内：にぶい賀橙 IOYR6/4 R 16 . h ，， 

4 表土 弥生甕土器 ｛器口径高i―一~ 〇 外内面面ハ8ケ本の/ち1.ナJa,デのハケ、 径多量1.. に前含後むの砂粒 良好 外内：：暗に灰ぷ黄い黄橙 !2O.YR5Y47//2 3 R 25 

5 包D含-層9II 弥広生口土翌器 温尉―口 悶謀な盪開話；エ
微密細な砂粒含むが 良好 外内：：明赤”褐 2.5YR6/4 R 2 - C口

” 

6 包D含-llf9 弥生甕土器 （（残口径高｝以.6cm 外内面面ハ6本ケ/のa,ち程ナ度デのハケ、 細目立かいつ砂が粒密の混入 良好 外内： 橙 7.5YR6/6 約30% R'l:/ 11.4cm : q 
” 

7 S K6945 弥広生口士豆器 温尉― cm 牒；デ、横位・斜行乎 微密細な砂粒含むが 良好 外内： 褐 7.5YR4/3 R 20 -a, :n 
” 

8 包F含-層9II 弥広生口土壺器 i器口径高i―一口m 行内沈外面線文ナデ、横位・斜行平 多1.. 量程に度含のむ砂粒を 良好 外内：にぶい橙賀橙
：にぶい 7IO.5YRYR67//4 4 R 9 

， 包F含-層9II 弥広生口土壺器 伊器鮫高 ―一口¢ 櫛内描面横ナ線デ文、櫛描波状文、 微含細むな砂粒多量に 良好 n'にぶし‘譴’にぶい
IOIOYRYR76//4 3 R 10 

10 遺F構-上9面 弥生甕土器 ｛器口径高｝ ー cm -cm 
横ロ緑線文部ヨコ面ナデ、ケ外面櫛描
、内ハ

微密細な砂質含むが 良好 内外：淡賀～暗灰賀 2.S5YYB4//3 2 2. R 17 

II 包D含-層9n 弥広生口土翌器 ｛器口径高l-ーcm 。凹7状本/の平a,行の沈ハ線ケ文、内面ナデ 径量にI""含程むのが砂密粒多 良好 外内： 橙 7.5YR6/6 R 1 :h  
” 

12 撹F乱-土11拡 弥広生口土翌器 阿器高呈｝ 一 m 棒エ具による平行沈線文 砂質多いが密 良好 外内：：明赤”褐 5YR5/6 R 18 -cm 
” 

13 包D含-層12n 弥細生頸土壺器 ！器口径高｝ ー cm 内8本面/ナI.デImの櫛描横線文、 径かにlu含程むのが砂密粒僅 良好 外内：：にぷ”い橙 7.5YR6/4 R 3 -cm ” 

14 包F含-層9 弥生甕土器 ｛器口径高l-一 cm cm 内ロ縁面部ナキデザミ目、外面ハケ 微含細むなが砂密粒多量に 良好 外内：：浅に黄ぶ橙い黄橙 7I.5YROYR77//6 4 R 12 

15 
E-8 弥広生口土壺器 i器口径高i―一 m m 内ロ外縁面端部ナ櫛デ福外波面状一文部ハケ 密 良好 外内：：浅黄”橙 IOYRS/3 R 7 P2 ” 

16 遺F構-上8面 弥細生頸土壺器 阿器高呈l一-"" 〇 外面LR縄文、内面ナデ 徴密細な砂粒含むが 良好 外内：にぷい黄橙 IOYR7/4 R 5 
: " ” 

17 包F-含層8 弥細生頸土壺器 ｛器口径高｝ ー cm 外を充面填区、画内沈面線ナ内デにLR縄文 密微細な砂粒含むが 良好 外内：にぷい黄橿 IOYR7/3 R 14 -cm : " ” 

18 包F含-層11n 須恵杯器 温尉12.紐 体ロ部クロクロナデ、底部外面 密 良好 外内：録黒 7.5GY2/l 
卸 0% 外ク面ロ右に斑回状転の摸様ありロ R 46 5.9cm ロケズリ : h 

” 

19 包E含-層9n 這碗器 ｛践l9. 加 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 外内：：にぶ”い褐 7.5YR5/3 約印％ 祐内面土接に黒合痕色物あ付り若 R 48 3. 知 ” 

包F含-層13＂ 嗜器 蒻15.9cm ;ロ縁;部、}ヨ序コ戸ナiデ胄、体品部名ロク 外内：：灰オ”リープ 5Y6/2 20 12.5cm ロケ 密 良好 細％ ロクロ右回転 R 51 
4.2cm ” 

21 包E含-層12[I 士師皿器 温暫22.()a, 外面ヘラケズリ、内面ナデ 密 良好 外内： 橙 5YR7/6 約幻％ R 44 2. 釦 .. 
” 

22 包E含-層12II 土師杯器 ！器口径高｝18. 如 外面ヘラケズリ、内面ナデ 徴密細な砂質含むが 良好 外内： 橙 7.5YR6/8 
細％ R 41 5.6cm '" ’’ 

甜信
蒻22.1cm 品と色螺讐旋状r;2段~:の暗名祠文岱屈な 外内： 橙 5YR6/8 23 SD6960 16. 紐 密 良好 細％ R 34 
7.6cm 

,,, 
” 

-66-



No 出土遺構 器種 法量 調整•技法の特徴 胎土 焼成； 色 調 残存度 備 考 登録番号

24 包E含-層13n 須星器 ｛品屠｝究：荒： 面ロ頚乎行蔀ロタクタキロ痕ナ、デ、内胴面部ナ牡ァ 喜含2.. む-が緻3密.. の砂 良好 外内：：にぶい”黄橙 JOYR7/2 ロ約径1/の6 外面に自然釉かかる R 52 
” 

25 包F-含1暦0 土師杯器 伊罰.2cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 約70% R 53 
器 3.:Jao : " ” 

26 包E含-層13II 環器 ｛器口径高｝15.4cm 3. 和
ナロ緑デ部・外ヨ面コナケデズ、リ体部内面 密 良好 外内 ・ ： 橙橙 7.55YRYR77//6 6 約50% R 49 

” 
包F含-llf12 土師皿器 伊尉15.0cm オロ縁サ都エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： Ill 5YR7/6 約40% R 54 

器 2.0cm : . 
” 

28 包F-含層9 土師甕器 温翻tg:外内面面ケ8本ズ/リJ.・板7onナのデハケ、 密 良好 外内：淡黄 2.SYS/3 
細％ R 39 • H 

” 

29 SK6949 環器 （(口径il'lilll.6cm オロ緑サ部エヨコナデ、体郎ナデ• 密 良好 内外 ：浅黄橙 IOYRS/4 ほぼ完存 R 35 
器 2.9cm . ,, 

” 

30 S K6949 環器 i器口径高｝13.2"' オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ：桟賀橙 IOYRB/3 
約印％ R 36 

3.1cm : ,, ，， 

遺D講-上9面 灰釉皿陶器
！瓢口径 12.1cm 灰ロロ緑釉ナ部デツ、ケヨ底ガコ部ナケ糸デ、切岱部未調ロ整ク 外内：にぶい貿橙 JOYR6/3 

31 5.4aa 緻密 良好 完存 ロクロ左回転 R 47 
2.5cm 

. ,, 
” 

包E-含磨12 ，椀） （｛口径蘭｝14.8cm ロ緑部高デヨコナデ糸、切体後部未調ロ整ク 内外 ：灰貿 2.5Y6/3 
32 台器 6 . 0cm 砂質が多い 良好 約40% ロクロ左回転 R 38 

6.3cm 
貼ロ付ナ 、台底部 . " ” 

33 包F含-/11911 土警 ｛唱ll5.7cm 体部ナデ・オサエ 密 良好 外内：桟黄橙 7.5YR8/4 細％ 粘土接合痕残る R 42 
器 2.1cm ,,, 

” 

第101次調査

No 出土遺構 器種 法量 調整•技法の特徴 胎土 焼成 色 関 残存度 偏 考 登録番号

I SK細 9 土直師口登器 （（口径高l 9.Bcm 外内面面1ナ5本デ/・J.5em半位のハケ 緻密 堅緻 外内： 橙 7.5YR6/6 ほぽ完存 R 22 
器 13.0<m オサエ : . 

” 

2 S K6979 土師甕器 i器口径高｝15. 釦0 外内面面11ヘ本ラ/ケ2.ズ3cmリ皐と位ハのケハケ 砂質多いが密 良好 外内：淡賀 2.SYB/3 約70% 器表面風化著しい R 23 
14.B<m : h ” 

3 SKf/J79 唱器 ｛器口径高｝16. 釦15.7a, 
外ケリ面内面7同本原/体1.のScmハ半ケ位とのケハズ 密 良好 外内 ：： 浅淡賀黄橙 7.2S.YRSYSB//4 3 細％ R 21 

4 SX釦 5 土師皿器 温島憫：に
外ロ緑面端ナ部デヨコナデ、体部内 密 良好 外内’にぶい”貿橙 IOYR7/4 ほぽ完存 外り面痕にあヘりラ状工具の当た R I ・オサエ ，， 

5 SX鉛75 環器 （（器口径品13. 釦 外ロ縁面端ナ部デヨコナデ、体部内 密 良好 外内：： にぶいII賀橙 IOYR7/4 完存 外り面痕にヘラ状工具の当た R 3 
2.8cm ・オサエ ” あり

6 SX田75 土師皿器 温尉13.6cm 外ロ緑面端ナ部デヨコナデ、体部内 密 良好 外内：：にぷい”黄橙 IOYR7/3 完存 外り痕面にヘラ状工具の当た R 2 
3.4cm • オサエ ” あり

7 SXfHlS 土師皿器 ！器口径高｝15. 紐2.San 
外ロ緑面端ナ部デヨコナデ、体部内 密

• オサエ 良好 外内：にぶい賀橙
：橙 7I.O5YRYR76//4 6 約印％ 外り面痕にヘラ状工具の当たあり R 4 

8 S X6975 考警 温尉 t~ 外ロ緑面端ナ部デヨコナデ、体部内 砂質多いが密 良好 外内：淡黄 2.5Y8/3 
完存 R 5 • オサエ : " ” 

， SX匈 5 灰陶釉器椀 潤（器高｝恐：に 釉説翡魯脳悶聾翡 緻密 堅緻 胎内外土：：灰白 淡宵灰色のSY釉S/薬2 約40% 瀬ス戸ク産ソ、プ文見込み部に菊花 R 6 
4. 和

10 SX匈 5 土師鍋器 温息椙：に
デロ縁・部オヨコナデ、 内外面ナ 径多量1.. に前含後むの砂粒 良好 外内：浅賀 2.5Y7/4 

ロ胴縁部部完1存/3 外面に黒色物付箔 R 7 サエ : . 
” 

12 S X6976 考誓
｛唱J7,7cm 内外面ナデ・オサエ 密 良好 外内 ： ’ 浅"黄

2.5Y7/3 約5096 R 12 
器 1.0cm ” 

13 SX即 6 考詈
温尉 8.0cm 内外面ナデ・オサエ 徴含細むな砂粒多量に 良好 外内：決賀 2.SYS/4 

約40% R 11 
1.0cm : Q 

” 

14 SX田76 土師皿器 ！器口径高｝10.2m 内外面ナデ・オサエ 緻密 良好 外内：黄灰 2.5Y4/1 約印％ R 9 
2.4cm : . 

” 

15 S XfHl6 土師皿器 温罰・如 内外面ナデ・オサエ 緻密 良好 外内：淡賀 2.SYB/3 
約40%' R 10 

2.4em : . 
” 

16 sx即 6 環器 ｛器口径高｝II. 如 内外面ナデ・オサエ 砂質多いが密 良好 外内：浅黄 2.5Y7/3 
約50% R 8 

2. 和 : " ’’ 

17 sx田76 環器 温尉23.2cm14. 紐 外リ面、内9本面/ナomデのハケ、 ケズ 密 良好 外内：：浅黒黄橙 IOYR5YB2//3 1 細％ 外面に多量のスス付若 R 20 

18 S Xf£JT/ 環 f！器口径高｝ 7.7cm 内外面ナデ・オサエ 微密細な砂質含むが 良好 外内：淡賀 2.SYS/3 完存 R 14 
1.0cm : ll 

” 

19 SX6977 考誓
i器口径高｝ 7,2cm 内外面ナデ・オサエ 密微細な砂質含むが 良好 外内：淡賀 2.5Y8/3 完存 R 15 o. 如 ; H 

” 

20 S Xf1117 土小師皿器 ｛器口径高｝ 7. 如 内外面ナデ・オサエ 徴密細な砂質含むが 良好 外内：淡黄 2.SYS/3 完存 R 16 1.2m : h 
” 

21 SXfl1l7 土小師皿器 ！器口径高｝ 7.2cm 内外面ナデ・オサエ 微密細な砂質含むが 良好 外内 ：： 灰”白 2.SYS/2 完存 和土板接合痕残る R 17 
1.1cm ” 
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Na 出土遺構 器種 法量 調整•技法の特徴 胎土 焼成 色 調 残存度 僻 考 登録番号

22 SX紛7 這小皿器 温尉 7.4cm 内外面ナデ・オサエ 密微細な砂質含むが 良好 外内 ：： 淡H賀 2.5YB/4 完存 R 18 1.1cm 
” 

23 SX6如 土小師皿器 （（口径高l 7.7cm 内外面ナデ・オサエ 微密細な砂質含むが 良好 外内：淡黄 2.SYS/3 
完存 やや厚手 R 19 器 1.2c● : ,, 

” 

24 SX6'R7 土師皿器 温尉11年 内外面ナデ・オサエ 微密細な砂質含むが 良好 内外 ： 淡”黄 2.5Y8/4 完存 粘土板接合痕残る R 13 2.7cm ，， 

26 S D6984 嘘 （（残底径高｝ 4.5cm 内切外痕残面るロクロナデ、底部糸 砂質多いが密 良好 外内： 灰 7.5Y6/l 霜部のみ R 29 7,7cm : " ’‘ 

（霜山皿）

蹟（口径）｝ 10,!c● 痕ロロ緑残ナ部デヨコナデ内面、体回部転ロク 外内：灰白 5Y7/2 'ZI S D6984 3.9c● 、底郁 糸切 やや砂質多いが密 良好 : ,, 
” 
約70% R 30 

3.7cm る

（山ral/茶椀） 狐薗16.4cm 痕ロロ縁残ナ痙ァる、ヨ底コ部ナ内デ面、体回転部糸ロ切ク すImmる大が密の砂粒混入 外内 ：： 灰’’白
7 5Y6/I 28 SD6切3 7.1cm 良好 約80% ロ緑部に綸花表現か？ R 32 

4.9c● ” 

師ロ台器ク付ロ椀土
（“  口径 16.Sao 痕ロロ縁残ナ部デる、ヨ高コ台ナ内デ面、体回部転糸ロ切ク 外内 淡”黄 2.SYS/3 29 SD6983 5.9cm やや砂買多し` が密 良好 籾％ R 24 
3.3cm 

，， 

30 500081 師ロ器クロ士杯 i器口径高｝12.4cm ロロ緑ナ部デ、ヨ底コ部ナ回デ転、体糸部切痕ロク 緻密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
約50% R 25 3,4cm ・’’ ” 

31 包含層 環器 温島愕：こ ロ緑部ヨコナデ、体部ナデ 量I.. に以含下むの砂粒多 良好 内外 ：灰白 5Y8/2 約70% ロさ緑せ端る部折り返して肥厚 R 31 : h ，， 

32 包含層 師ロ器クロ土杯 （（器口径甜l 8.Scm 
1.8cm 
ロロ縁ナ部デヨコナデ、体部ロク 砂質多いが密 良好 内外：にぶい賀橙橙

：にぷい
5YRIOY76//4 4 約切％ R 28 

第103次調査

No 出土遺構 器 111i 法量 調整•技法の特徴 胎土 焼成 色 調 残存度 備 考 登録番号

I Sll7045 土師杯器 （（口径高ps,Ocm 
器 3,2cm ヘロ総フ部ケズヨコリ`ナ内デ、面体ナ部デ外面 緻密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 

約30% R'Z/8 ,,, 
” 

2 S 87045 士師椀器 ｛器口径磁13.5cm 
3.9cm 
オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：にぷい黄橙

:111 IO5YRYR77//6 3 細％ 外面面に黒に粘～土茶板褐接色合の痕付若、物内 R'Z/3 

3 S 87045 考器 （（器口径高｝13.9c● オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：にぶい橙 7.5YR6/4 
約40% R 274 3.5cm : " ” 

4 S B7045 土師杯器 ｛器口径高｝17.2cm ロ紐フ部ケヨコナ内デ面、体ナ匝ァ外面 やや砂買多いが密 良好 外内：：明赤”褐 5YR5/8 
細％ 器表面の磨耗著しい R 力23.3cm ヘ ズリ、

” 

5 S ll7045 土皿師器 （（口径高l20.2co 
器 3,1cm

ヘロ縁ラ部ケズヨコリ、ナ内デ面、体ナ部デ外面 やや砂質多いが密 良好 外内 ： 橙 5YR6/8 約40% R 281 :n 
” 

6 S Il7045 土皿師器 温尉22.0cm
3. 釦
ヘロ緑ラ部ケズヨコリ、ナ内デ面、体ナ蔀デ外面 密 良好 外内 ：： 橙橙 7.5YR5YR76//6 8 約30% R'l:19 

7 S B7045 須恵杯器 温尉15.2ca, ロロ縁ナ匝ァ、ヨ底コ部ナ外デ面、体ナ部デロク 径粒含1.. む-3 .. の砂 良好 内外 ：灰貿 2.5Y6/2 
約50% Rm  3.Bco : ,, 

” 

8 S 87045 須恵杯器 温尉閉：と 外ナ匝ァ、ヨ底コ部ナ板デ、ナ体デ部後ナロデクロ 径粒J u-を5uのむ砂、小石含 良好 外内 ：：暗オオリーリープ灰プ灰 5G5GYY64//l l 約50% R 276 

， S 87045 須恵杯器 温尉13.如 外ナ匝ア、ヨ底コ部ナ回デ転、体ヘ部ラケロズクロリ 径含む1.. が以密下の砂粒 良好 内外： 灰 5Y6/l 
約70% R'Z/1 3, 紐

'" 
，， 

開得
蒻13,3cm

外ナ匝ァヨ底コ部ナ回デ転体ヘ部ラロクロ 径含むI.. が密以下の砂粒 炉円黄
2.5Y7/2 10 S 87045 9.3cm 良好 約40% R 力0

3.5cm 、 ケズリ
” 

須台恵付器杯
｛血口径 16.4a,

外ナ面デ、ヨ底コ部ナ回デ転、体ヘ蔀ラケロズクロリ 密 外内：灰黄 2.5Y7/2 II S 87045 13. 1cm 良好 約叩％ R Z/5 3. 如 : H 
” 

12 S87匹 土師甕器 （（残口径高｝16,7cm 
8.8cm 
ロ縁部ヨコ内ナ面デ、 体コ那ハ外ケ面
タテハケ、 ヨ

微含細むな砂質多量に 良好 内外：橙暗灰黄5YR6/6 2.5Y5Y44//2 l ： ～黄灰 2. ロ径の1/4 外が面一二部次み焼ら成れにるよる赤変 R 280 

把土手師付器鉢
蒻24.如 lllfロナク縁ヘテデ薗、9ラヽ底ケケヨ、郎ズコ把ナヘリ手デラ細ケ体ヶズ纏ズリ外、り面浚内 外内：：明”赤褐 5YR5/8 13 S 87045 14.2cm 緻密 良好 細％ R 269 
10,2cm ” 

醤『 闊器高23,2cm 外内：：明赤”褐 2.5YR5/8 14 SK7046 9,2co ロ縁部ヨコナデ 緻密・精良 良好 約BO% R 286 
9,1cm 

，， 

15 SA7000 須杯恵蓋器 温翻ば： ケロ縁ズ部リ、ヨ内コ面ナデロ、ク上ロ面ナヘデラ 径石粒1.. 含-む2 .. の長 良好 外内：：暗暗緑オ灰リープ灰 2I.5GOGYY34//I I 約印％ R 304 

16 SK7017 環器 （（器口径高｝13.2cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ やや砂質多いが密 良好 外内 ： 橙 5YR6/8 約40% 全面磨耗が著しい R 229 3.0cm ,. ヽ

17 SK7017 土師杯器 温息憫：に オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 橙 5YR7/6 
約40% R 215 :u 

” 

18 SK7017 環器 （（器口径高｝13.6cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ 密 良好 外内 ： 但 7.5YR6/6 約40% R 214 3,4cm 
'" ” 

19 SK7017 士師杯器 温尉13.4cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ 密 良好 内外 ：： 橙” 5YR6/8 
約30% R 237 3.1cm 

“ 
20 SK7017 土師杯器 阿器高~｝14. 如 ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ 密 良好 外内：明黄褐 IOYR7/6 

約70% R 240 2. 紐 : . 
” 
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21 SK7017 環器 温翻15.細 オロ縁サ部エヨコナデ、体謡ナデ• 緻密 良好 ~: . にぶい,,賀橙 IOYR7/4 細％ R 226 3, 如 ，， 

22 SK7017 環器 温尉13.8cm オロ縁サ謡エヨコナデ、体部ナデ• 密 ややあまい 内外：：にぶい”黄褐
IOYR7/4 

約40% 全面磨耗著しい R 198 3.lm ，， 

23 SK7017 土野 阿醤高呈｝14. 如 オロ縁サ部エヨコナデ、体謡ナデ• 嘗 良好 内外 ： 橙 SYR&/8 細％ 器面磨耗すすtr R 222 3. 如 :N  
” 

24 SK7017 ±轡 温尉13.4cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ密 良好 内外 ：： 賀”橙 IOYR8/6 
完存 全見込面磨み耗部黒著色しいの地露出 R 200 3.2cm 

“ 
25 SK7017 土農器 温尉13.7cm ロ緑部ヨコナデ、体部ナデ密 良好 り：橙 7.5YR6/6 細％ 器表面の磨耗著しい R 257 3.1cm : N 

” 

26 SK7017 土野 温尉14.加 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内 ：： 橙“ 5YR6/8 約40'6 R 253 3.6cm ，， 

” 
SK7017 土師杯器 温懃4.如3, 如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 嘗 良好 ~;!! 5YR6Rn /8 約印％ R 190 

28 SK7017 環器 温尉13.9cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 内外 ： 檀 7.5YR7/6 紐％ R 231 3. 如 :N  
” 

29 SK7017 土師杯器 阿器品~13.2cm 
2. 如

オロ縁サ郎工ヨコナデ、体部ナデ• 1l! 良仔 9渭赤褐 2.SSYRYRS6//6 8 
2. 約の％ R 259 

30 SK7017 土野 温罰.()cm ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂賓多いが密 良好 内外 ： 橙 7.5YR6/6 約40% 器表面の風化すすむ R 247 3, 紐 :n 
” 

31 SK7017 ±野 温尉13.4cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ~: 序 7.5YR6/6 約40'6 R 219 3.1cm 昴

32 SK7017 ±晨器 温尉閉：こ オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 ~: 橙 5YR6/8 枷％ 結土飯綾合痕残る R 248 : N 
” 

33 SK7017 土得馨 温尉14.6cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅緻 外内：：明”赤褐 SYRS/6 細％ R 233 3. 如
” 

34 SK7017 士師杯器 温船：こ オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅 ~: 序 7.SYR7/6 約50'6 R 234 
” 

35 SK7017 土師杯器 温尉14.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 皇 7.SYR7/6 
約30" R 251 3.4cm :n 

” 

36 SK7017 士師杯器 温欝4.0cm ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：にぷい賀橙 IOYR7/3 細％ R 212 3.5aD : h 
” 

~ SK7017 ±野 温尉15.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体l111ナデ• 緻密 良好 外内：にぶい賀橙 IOYR7/4 約40'6 R磁3,7cm : " ” 

38 SK7017 士師杯器 温翻4.5cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ やや砂貫多いが密 ややあまい ~=．浅賀屠~橙 7.SYRS/4 約401' 全面磨耗著しい R 210 3. 如
” 

39 SK7017 土師杯器 温尉14.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体郎ナデ• 嘗 ややあまい 外内：浅賀橙 IOYRB/4 約40'6 内外面の風化すすむ R 220 3.7m : ,, ，， 

40 SK7017 士師杯器 温罰討こ オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂買多いが密 良好 外内 ：： 橙” 7.5YR7/6 約鉛％ R寧，， 

41 SK7017 土師杯器 ｛蹟情：に ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ 密 良好 外内： 楓 5YR6/8 
約40" R 211 : H 

” 

42 SK7017 ±得器 温鵞蹂： ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 嘗 良好 ~: • 明赤H褐 2.5YR5/8 細％ R寧，， 

43 SK7017 土師杯器 温船：こ オロ縁サ部エヨコナデ、体謡ナデ• 緻密 良好 外内： Ill 5YR6/8 如％ R 186 :u ク

44 SK7017 土師杯器 温尉13.4cm ナロ縁デ部二段臼コナ克体部 密 良好 外内 ：： 鐙” 
SYR6/8 細％ R 241 3.3cm ” 

“ 
SK7017 環器 温船：と ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ 緻密 良好 ij: 橙 5YR6/6 細％ R 189 

'" ” 

“ 
SK7017 ±野 温尉14,4cm ナロ縁デ部二段ヨコナデ、体郎 密 良好 外内： 鐙 7.5YR6/8 細％ R 252 3. 如 :u 

” 

“ 
SK7017 環器 椙翻15.0c:m オロ縁サ郎エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが賓 良好 外内：：にぷい”賀匿 IOYR7/4 細％ R 246 2. 知 ，， 

姐 SK7017 土ll'li杯器 温翻15.8cm オロ縁サ瑯エヨコナデ、体部ナデ• 砂む質をやや多く含 良好 外内： 置 5YR6/6 約70'6 器の衷ゆ面がみの風や化やす大すみ器形 R 232 3.4cm : N 
” 

49 SK7017 環器 温酔揉： オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：置橙～明賀褐 2I.SYRO5YR6YR&7///8 6 8 約70'6 R 185 

50 SK7017 ±llli杯器 温翻13.伍2.8cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂買多いが密 良肝 内：橙i黒
外：

77I..O55YRYRBYR77///6 6 4 細％ R 235 

51 SK7017 土師杯器 温尉13.釦 ＊ロ録サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ~: 橙 SYR&/6 約40'6 内外面に油鑓付著 R 216 2.9cm :n 
” 

52 SK7017 土師杯器 温朗：と オロ縁サ部工．ヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ~: 橙 SYR6/6 細％ R 213 :h  
” 
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53 S K7017 環器 阿器高呈p32,.5c2c•m オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 祖 5YR6/6 約40% R 179 ,,, 
’’ 

54 S K7017 環器 ｛器口径高）） 12. 如 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 橙 5YR6/8 
約40% R 195 2. 知 : . 

” 

55 SK7017 環器 福島愕：ば オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 外内： 橙 SYR6/6 約40% R 264 : . 
” 

56 S K7017 環器 門lll4!cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 外内：：浅賀”橙 IOYRS/4 
約80% R 236 器 2.9cm

” 

57 S K70!7 環器 潤ll4.2cm ロ緑部ヨコナデ、体部ナデ 砂質や多い ややあまい 外内：： 浅黄,,橙 lOYRS/3 
約50% R 263 器 3.1cm

” 

58 S K7017 這杯器 （（口径高ps.6cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 内外 ： 橙 5YR6/8 約30% R 223 器 2.9cm : . 
” 

59 S K7017 土師杯器 阿器高呈lJ43..5c2c•m オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 外内’ 揖 7.5YR6/6 
約30% R 228 : ,, 

” 

60 S K70!7 土師杯器 阿器高呈ll43..3cm4cm ナロ縁デ部・二オ段サエヨコナデ、 体部 緻密 良好 外内： 橙. ,, SYR” 6/6 約40% R 260 

61 SK7017 環器 ！器口径高｝14.4cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 橙 7.5YR7/6 細％ R 242 3.0cm :u 
“ 

62 SK7017 環器 蹟愕菜 ロオ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 橙 7.5YR7/6 
約30% R 191 

: " ” 

63 S K7017 士師杯器 福島憫：こ オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内’： 明黄”褐 IOYR7/6 約30% R 254 
” 

64 SK7017 環器 伊息ll4.3cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR6/6 
細％ R 255 器 3.1cm :n 

” 

65 5 K7017 土師杯器 ｛器口径高｝14.2cm オロ緑サ郎エヨコナデ、体部ナデ• 密の小（胎石土含にむ）2 .. 程 堅緻 内外 ： 橙 SYR6/6 
完存 外面に粘土接合痕 R 201 3.1cm : . 

” 

66 S K7017 環器 札品蘭lt~: オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ やや砂質多いが密 良好 外内 ：： 橙” 5YR6/8 約印％ R 187 
” 

67 SK7017 土眉器 ｛器口径高｝15.8cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 内外 ：. 橙. 5YR6/6 細％ R 181 2. 紐
” 

68 S K7017 ±野 ｛品息l翌：f: オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 匿 5YR6/8 
約60% R 249 : . 

” 

69 SK7017 堪器 ｛器口径高｝15.4cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅緻 外内： 橙 5YR7/6 
約90% R 197 2.3cm . h 

” 

70 SK7017 土師皿器 ｛器口径高｝16.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
約40% R 225 2.1cm : h 

” 

71 SK7017 土師皿器 ｛器口径高｝15.7c, オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橿 7.5YR7/6 
約40% R 180 2. 紐 ：ヽ9

” 

72 SK7017 土師皿器 i器口径高｝16.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 橙 7.5YR6/8 
約50% R 262 2,2cm : . 

” 

73 SK7017 土習器 伊蘭l16.紐 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅緻 外内： 橙 7.SYR7/6 完存 R 204 器 2.5cm ,,, 
” 

74 SK7017 土師皿器 ！器口径高｝16.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 堅 り：黄檀 7.5YR7/8 
約40% R 193 1.7cm : h 

” 

75 SK7017 土師皿器 温尉15.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅緻 ；：橙 SYR6/8 細％ R 258 I. 紅 : . 
” 

76 SK7017 這皿器 ｛器口径高｝15.2cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外： 橙 5YR6/8 
ほげ完存 R 245 1.7cm :u 

” 

77 S K7017 土師皿器 伊鷹p4,4cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 橙 5YR6/6 細％ 器表面の磨耗著しい R 196 器 1.6cm : . 
” 

78 S K7017 
土師器 （（器口径高｝14.8<皿 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 外内： 橙 5YR6/6 

細％ R 238 皿 1.6cm : h 
” 

79 SK7017 堪器 i器口径高｝14.4om 1.7cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 炉胄m IO5YRYR67//B 6 約50% R 184 

BO S K7017 土誓器 i器口径高｝13.4cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 ややあまい 外内：： 浅黄,,橙 IOYRS/3 
約50% 器表面の磨耗著しい R 218 1.2cm ，， 

81 SK7017 堪器 温尉14.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内 ：： 橙” 5YR6/8 細％ R 227 ）．紐
” 

82 SK7017 土師皿器 （（器口径高｝15.0cm 1.2cm 
オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ：： 浅黄賀橙11! IIOOYRYRBB//4 6 約40% R 183 

83 S K7017 土習器 温翻ふこ オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外： 橙 5YR6/6 約印％ R 217 : h 
” 

84 SK7017 士師皿器 温尉15.laa オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 5YR6/6 枷％ R 194 1.4cm : h 
” 
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85 SK7017 考器 温翻4.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ~:1!11赤褐 5YR5/8 完存 R 199 
1.7<= : . ，， 

86 SK7017 士師皿器 温翻4.0cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 嘗 良好 外内： 鐙 7.SYR6/6 細％ R 256 1.6cm ,,, 
” 

町 SK7017 ±野 温尉16.0cm オロ緑サ部エヨコナデ、体那ナデ• 密 堅 ~: 橙 5YR6/8 細％ R畑
1.9cm : h 

” 

88 SK7017 嗜器 温罰忘 ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内 ：： 橙” 
7.5YR7/6 細％ R却1. 如 ” 

89 S K7017 ±ll!i皿器 温尉13.9cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 菌 ややあまいr暉褐 IOYR7/6 ほぽ完存 器面磨耗著しい R 268 1. 紅 : N h 

90 SK7017 ±野 ｛鵡ll3.紐 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 鐙 SYR&/6 細％ R 261 I. 紐 :q 
” 

91 SK7017 土師皿器 ｛鵡ll4.3cm オロ緑サ部エヨコナデ、体絋ナデ• 密 良好 ~=• にぶN、Ill 7.SYR7/4 細％ R 192 1.7cm ” 

92 SK7017 土師皿器 温魃4.紐 ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ密 良好 ~: にぶい橙 JOYR7/4 約50'6 R 209 1.7cm : h 
” 

93 S K7017 土野 ｛器口径高｝14.San ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ~:'! 5YR6/6 細％ R 239 I.San ” 

94 SK7017 堪器 温翻4.7cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 匿 SYR&/6 約40% 残底謡る内面にネズミの饂形 R2心1.5cm ：か
” 

95 SK7017 堪器 温慰14.9cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ 緻賓 堅緻 ~;I! 5YR6/6 細％ R 224 1.7cm ” 

96 SK7017 土魯器 温翻1:g:オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 SYR&/8 細％ R 206 : H 
” 

gf SK7017 者器 ｛鵡ll4.lcm ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 ややあまい 外内： 橙 7.5YR7/6 完存 器裏面著しく磨耗 R 205 1.3cm : # ，， 

98 SK7017 ±野 温腎4.4ao オロ縁サ郎エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅 内外 ： 橙 5YR6/8 完存 R 202 l. 細 :u 
“ 

99 SK7017 土晋器 温尉15,1cm ロ緑部ヨコナデ、体部ナデ 密 良好 外内 ：： 置” 7.5YR6/6 細％ 外面磨耗すすむ R 208 1.6cm ” 

100 SK7017 士師甕器 温附.Ocm21.0cm ナロク緑デテ部ヽ ケヽヨ、コナケデズ、リ体、部内外酉面板 やや砂質多いが密 良好 外内浪：き賀蒻橙 1IIOO0YRSYRB/YR3//6 3 l ロ径の70% 外ス面ス二付習次焼成による黒化 R 203 

101 SK7017 ±『 温尉町．如22.0cm tロ縁ぢ郎ヨコ闘ナデ、 体;,部'ヽ外ケi!li 、ヶ内、 ナヨ 、 密 良好 外内：：灰に黄ぷ褐い賀匿 IIOOYR5YR7/2 /4 ロ径の1/4 R 230 

102 SK7017 ±ll'li甕器 温圏19年14. 紐 ロク懃ァハIll!9ケヽケヨコナデズ、リ体、部内外面面ヨコ、泣リ
密 良好 り：翌塁呻 IIOOYRYRB/7/4 3 約％ R 188 

103 SK7030 環器 温欝13,lm2.8cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅緻 内外：：橙にぷい檀 7.5YR5YR77//6 4 
7. 細％ R 59 

104 SK7030 環器 温尉12.8cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 R汲貧 2.5Y8/3 細％ R 61 2. 如 ：ク
” 

105 SK7030 ±野 温翻計：に オロ縁サ部エヨコナデ、体郎ナデ• やが密や砂質多く含む 良好 ~: . 暉,,褐 IOYR?/6 細％ 体な部凹みに指が頭数圧力所につよるく大き R 63 
” 

106 SK7030 環器 温慰14.Sao オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ~: 虹 Ill. lOYRB/4 細％ 破断面黒色 R 62 3. 和 : N 
” 

1(11 SK7030 環器 温尉13.7cm オロ緑サ郎エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ~: にぷい檀 7.5YR7/4 細％ 木ゆだ際が目状みに極圧つ痕めいてたあ大とり、みゆられがんる R 6ヽ2.4m : " ，， 

108 SK7030 土問器 温尉14.如3.lm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅 内外：：褐に灰ぶい黄置 IIOOYRYR46//3 l 細％ R 60 

109 SK7030 土師杯器 温罰13.8cm ロオ縁サ謡エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ~: . にぷい,,賀橙 IOYR7/3 約70% 器表面の磨耗すすむ R 65 2,7cm ” 

110 SK7030 ±農器 温欝12.9cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 外内：にぷい鐙 5YR7/3 細％ R 61 2. 細 : ,, 
” 

Ill SK7030 土師杯器 温尉12.釦 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ~: 虹橙 IOYRB/3 細％ 破断面黒色 R 66 3.lm : N 
” 

112 SK7030 ±野 温尉12.8cm オロ緑サ部エヨコナデ、体謡ナデ• 鰐石含舒む晶顎 良好 外内：にぶい黄檻 IOYR7/4 約印％ 器器形褒面のゆの磨が耗みすややすむあり R 146 2. 紐 : . 
” 

113 SK7030 環器 温翻閉：こ ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 嘗 良好 n=にぶい橙 7,5YR6/4 細％ R 145 : ,, 
” 

114 SK7030 環器 温翻13,如＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質含むが密 良好 ~: にぶい貧橙 IDYR&/4 細％ R 151 2.8cm : ,, 
” 

115 SK'/1l30 ±野 温翻15.0cm オロ縁サ謡エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：にぶい”賀橙 IOYR7/4 細％ 器形ややゆがむ R 150 3,1cm ” 

116 SK7030 這杯器 温翻13.如オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ~: 橙 5YR6/8 細％ R 153 2. 紐 :h  
” 
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117 SK7030 土師杯器 ｛鵡尉12.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密微細な砂質含むが 良好 内外：：にぶい”黄橙 IOYR7/4 約印％ 器す甕すむうすく器表面の磨耗 R 147 2.7cm 
” 

llS S K7030 環器 （（器口径応）） 14.0cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 外内：にぶい黄橙 10YR7/4 
約30% R 152 3.1cm : " ’’ 

119 S K7030 環器 （（口径高ll4.4cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 内外 ： 橙 7.5YR7/6 
約30% R 117 器 3.3cm : ,, 

” 

120 SK7030 環器 （（口径高p2, 如器 3.0<m
オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 外内 ：： 桟浅黄貿I!! !O2.YRSYB7//4 3 完存 R 58 

121 SK7030 土師杯器 （（器口径高｝13. 知 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内 ：： 淡”黄 2.5Y8/3 
約杖潔 R 114 2.7a, 

” 

122 S K7030 土師杯器 （（器口径高）） 13.7.,, オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 外内：淡黄 2 SYB/3 
約50% 器形のゆがみ大きい R 116 2.0cm : ,, 

” 

123 S K7030 環器 （（器口径応l14.lcm オロ緑サ部エヨコナデ、体ill!ナデ・ やや砂買多いが密 良好 内外：：にぷい”黄橙 IOYR7/4 
籾％ 器表面の磨耗著しい R 129 3.letロ

” 

124 S K7030 土師杯器 （（器口径磁13.1cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 外内： tこぷ＼ヽ 賀橙 10YR7/4 ほぼ完存 器表面の磨耗著しい R 131 2. 紐 ．、
“ 

125 S K7030 環器 （（器口径高｝13,0cm ロオ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 内外’にぶい”黄橙 IOYR7/4 約印％ R 130 2.2a, 
’’ 

環器 （（残口径高｝16紅
ロ紐ァ部ヨコ内ナ面デ、 体部ハ外ケ後面 内外 ：にぶい賀 2.5YR6/3 126 S K7030 

7.4cm 
クハケ、 ヨコ 砂質多いが密 良好 . ,, 

” 
ロ径の1/4 R 174 

ナデ

l'l:l S K7030 環器 ｛口径高｝13.1cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 砂質多いが密 堅 外内 ：： 淡’’黄
2.5Y8/3 

約70% R 167 器 2.5cm
’’ 

128 S K7030 環器 伊蘭p2.1cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 砂質多いが密 堅 外内：にぶい”黄橙 IOYR7/4 ほぽ完存 R 166 器 2.加O
” 

129 S K7030 土杯師器 （（器口径高）） 13 5cm ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 外内：にぶ,,い橙 7 5YR7/4 
約30% R 87 2.4cm 

” 

130 SK7030 這杯器 （（器口径高｝13.2cm 2. 如
オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 内外 淡にぶ黄し、II! 7.25YR.SYB7//4 3 細％ R 86 

131 S K7030 環器 （（器口径高）） 13.2cm 2.8cm 
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 堅緻 外内．褐灰

：にぶい橙
IOYRS7//4 1 
IOYR 約印％ R 90 

132 SK7030 這杯器 i器口径高｝13.7ao オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 外内：沃賀 2.fi'/8/4 
約70% 器表面の磨耗著しい R 88 2.9cm : h 

” 

133 S K7030 環器 （（器口径高ll4.2m オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅 外内 ： 橙 7.5RY6/8 
約70% R 84 3. 如 : ,, 

” 

134 S K7030 環器 温尉13.0cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ’： 匿” 
7.5YR6/6 細％ R 85 3.5"', 
“ 

135 S K7030 土師杯器 （（器口径高l!84..6cm3cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 橙 7 5YR6/6 
約40% R 89 

: " ” 

136 S K7030 土師杯器 ｛器口径高｝12.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 堅緻 外内：：灰黄”褐 IOYRL/2 
約30% R 108 2. 紐 ，， 

I'S/ SK7030 土師杯器 温尉13.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内・：にぶい”賀橙 10YR7/4 ほぽ完存 R 107 2.Sa, 
” 

138 SK7030 土師杯器 温尉13.2cm
2.9cm 
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 外内：：橙明赤褐 5YR5YR65//6 8 約30% R 112 

139 SK7030 土師杯器 温尉14.6cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 橙 7.5YR6/6 
約50% R 106 3.3cm :n 

” 

140 SK7030 環器 ｛器口径高）） 15,2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅 外内：にぶい賀褐 IOYR5/3 
約20% R 111 2,7cm • h 

” 

141 SK7030 土師杯器 温尉13.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 細％ R 142 2.7cm :n 
” 

142 S K7030 土師杯器 （（器口径高｝13.2c● オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 外内：：に’’ぶい賀橙 IOYR7/4 約叩％ R 143 2.6c● ，， 

143 SK7030 土師杯器 i器口径高｝13. 紐 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅 外内：： にぷいII賀褐 IOYRS/3 細％ 痕内跡面見あ込りみに強くナデた R 168 2.7cm 
’’ 

144 S K7030 這杯器 （（器口径高）） 12.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 堅緻 外内： 橙 7.5YR6/8 
約80% R 169 2.4cm ,,, 

” 

145 SK7030 這杯器 温尉15年 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 外内：にぶい賀橙 IOYR7/4 約70%' R 170 4.7cm : h 
” 

146 SK7030 土師杯器 温尉12.如 ロオ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 橙 7.5YR7/6 
約60% R 162 2.4cm ,,, 

” 

147 S K7030 土師杯器 温尉12.如2.7cm 
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内 ：： 灰淡黄白 2.5Y5Y88//2 3 

2. 約40% R 161 

1位 S K7030 土師杯器 温蘭愕：仁
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内 ：： 淡”黄 2.5'18/4 枷％ 破断面黒色 R 154 

” 
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149 SK7030 ±得器 ｛器口径品12.Sc:m オロ緑サ部エヨコナデ｀体郎ナデ• 密 良好 ~: 橙 7.5YR6/6 約40'6 R 155 
2.7cm :H  

” 

150 SK7030 ±唇器 温尉12.如＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
ほぼ完存 R 160 2. 如 : . 

” 

151 SK7030 土師杯器 温尉13.紐3.0cm ロオ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 ~: ：灰に賀ぷ褐い橙 7I.O5YRYR6/6/2 4 約印％ R 156 

152 SK7030 環器 （（器口径高）） 12.8cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内 ：： 茨”貧 2.SYS/3 
約50% R 159 

2. 西 ” 

153 S K?OJO 環器 温罰・如3.8cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 り堪 7.5SYRYR7&//6 6 細％ R 157 

154 SK7030 土師杯器 （（器口径illil15. 如オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 内外 ：浅賀橙 IOYS/4 約30% R 158 3.4cm : h 
” 

155 SK?OJO 環器 温尉15.7cm ロオ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 若千あまい 外内：淡賀 2.SYS/3 約30% R 144 3. 紐 : H ． 
156 SK7030 環器 阿器高i｝ 13.0cm オロ緑サ部エヨコナデ、体那ナデ• 緻密 良好 外内：にぶい黄橙 IOYR7/4 約印％ R 133 2. 伍 : u 

” 

157 SK7030 土師杯器 阿器磁呈12年 ＊ロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 ~: にぶい貿橙 IOYR7/4 約40% R 132 2.5cm ':  h ” 

158 SK7030 環器 温鷹憫：と オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 ~; 嚢譴 7I,O5YRYR8B//4 3 ほぼ完存 器表面の摩擦すすむ R 104 

159 SK7030 土師杯器 温薗蹂： 口オ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅 内外 ：浅賀橙 IOYRB/4 細％ R 105 ・u 
” 

160 SK7030 灰釉皿陶器 績尉 6.7cm 外ロ面ナデロ、ク内ロ面ナデナ、デ底部ロク 緻密 堅緻 ~; 亨 2.5Y7/2 呼肝 R 96 1.7cm ” 

161 SK7030 土師杯器 （（器口径甚）） 13.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質含むが密 良好 外内：桟黄鐙 IOYRS/4 細％ R 171 3.4cm : h 
” 

162 SK7030 土師杯器 ｛器口径品13.5cm ＊ロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：浅貧橙 !OYRS/4 細％ R 172 2.9cm : q 
” 

163 SK7030 土師杯器 温尉13.4cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 内外 ：にぷし、Ill 7.5YR7/4 
ほぽ完存 R 173 3.1cm : h 

” 

16ヽ SK7030 土師杯器 温尉13.1cm ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やが密やシルト質強い 良好 ~: 橙 5YR7/8 
ほぽ完存

器表面の磨耗・風化著し R 140 2.9cm : N 
” \• 

165 SK7030 土師杯器 ｛器口径品14.0cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 堅 外内：にぶい鐙 7.5YR7/4 約70'6 器形のゆがみ大きい R 139 3. 如 : H 
” 

166 SK7030 土師杯器 温島愕：茫 オロ縁サ部エヨコナデ、体蔀ナデ• 密 良好 外内：：にぶ”い橙 7.SYR7/4 細％ R 75 
” 

167 SK7030 士師杯器 阿器磁I 13.0cm オロ緑サ瓢エヨコナデ、体謡ナデ• 緻密 良好 外内：にぶい橙 IOYR7/3 細％ R 68 3.0cm : " ，， 

168 SK匹 土師杯器 ｛器口径高｝12. 釦 ＊ロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻賓 堅緻 外内：：灰黄”褐 IOYR6/3 細％ R 69 3.1cm 
” 

169 SK7030 土師杯器 ｛器口径品13.0cm 3.2cm 
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：にぶい”黄橙 IOYR7/4 細％ R 70 

” 

170 SK7030 ±野 温薗註2オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 炉翌比呻 IIOOYRSYR7//4 4 細％ R 80 

171 SK7030 土錮杯器 ｛器口径高｝13. 如＊ロ縁サ部エヨコナデ、．体部ナデ• 緻密 良好 外内：にぶい橙 7.SYR6/4 細％ 径を外s.. か程ら度内のへ焼施成す後穿孔 R 71 2.5cm : H 
” 

172 SK7030 土師杯器 温尉13.如＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅緻 内外 ： 橙 5YR6/6 細％ R 72 2.5cm :N  
” 

173 SK7030 ±flli杯器 湖船：臣 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 ~: にぶい賀橙 IOYR&/4 細％ R 77 : . ，， 

174 SK7030 環器 温罰.Scm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：：に”ぶい黄橙 IDYR7/4 細％ R 78 2.Bco ” 

175 SK7030 士師杯器 温翻蹂： オロ緑サ部エヨコナデ、体那ナデ• 密 良好 ~: にぶい賀橙 IOYR7/4 約40% R 76 : N 
” 

176 SK7030 環器 温尉19年4.0cm ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂粒多いが密 良好 内外 ：にぷい賀橙 IOYR7/4 細％ 外面に結土板振合虞 R 79 : h 
” 

177 SK7030 土師杯器 ｛践l13.0cm2.5cm 
＊ロ緑サ謡エヨコナデ、体部ナデ• 喪 良好 ~: 橙 7.5YR7/6 ほぼ完存 器表面の磨耗すすむ R 83 :h  

” 

178 SK7030 土師杯器 温尉13年2. 如オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内 ：： 漢墨賀 7.25YR.SYB7//6 3 細％ R 81 

179 SK7030 土師杯器 編尉13.0c:m2. 和 ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 ？渭 7.55YRYR76//6 6 
7. 細％ R 82 

180 SK7030 環器 椙尉13.0cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：にぷ”い橙 7.5YR7/4 約70'6 R 164 2.9cm h 
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181 S K7030 環器 温尉13.)a,2. 知 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 ややあまい 外内：淡黄 2.SYS/3 
細％ R 165 : h 

” 

182 S K7030 環器 温尉13.4cm2.6cm ロ緑ナ部デヨコナデ、体部T寧 密な • オサエ 良好 外内：：にぷい”貰t11. IOYR7/4 ほぽ完存 R 163 
” 

183 SK70の 誓!f6温箇12.7cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
細％ ロく緑屈部曲強するくナデて、 大き R 126 2.0cm : h 

” 

184 S K7030 環器 （（器口径高｝13.7cm 2.5cm 
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 堅緻 外内：：灰に黄ぷ褐い黄橙 IIOOYRYR6S//3 2 約50% R 109 

185 S K7030 環器 ｛器口径高｝14.0cm オロ緑サ部工ヨコナデ、体部ナデ• 11f 良好 外内： 橙 7,5YR6/6 
約30% R 110 3,2cm ,,, 

” 

186 S K7030 環器 ！残嘩高）） 153..26cm cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：に’’ぶい黄橙 10YR7/3 
約30% R 127 ，， 

187 SK7030 土師杯器 i器口径高｝13. 釦n オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
約40% R 128 3.4cm :n 

” 

188 5 K7030 土師杯器 温罰忘 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：にぷ”い黄橙 IOYR7/4 約40% R 134 2.8cm 
” 

189 S K7030 土師杯器 温尉12.如 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：浅貧橙 IOYR8/4 
細％ R 102 2.7m : ,, 

” 

190 S K7030 環器 ！器口径高｝13. 釦 ロオ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅緻 内外 ：にぶい貧橙 IOYR7/4 細％ R 135 2.9cm ，， ，， 

191 S K7030 土杯師器 温尉閉：~ オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：にぶ,,い橙 7.5YR7/4 
約60% R 103 

” 

192 S K7030 土師杯器 温尉13.2em オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内・ 浅黄,,橙 IOYRS/4 約70% R 136 2.7cm 
” 

土師鉢器 ｛器口径高｝24. 釦
ロ縁テ部ヨコナデズ 体部内外面面ナ

外内 ： 橙” 
7.5YR7/6 193 S K7030 ク ハケズ、リ ケり、 密 良好 約70% R 73 11.7cm 

デ、ケ
，， 

I釘 SK7030 環器 瀾~13.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：：にぶ”い橙 7.5YR7/4 細％ RI潤3.1cm ” 

195 SK7030 土師杯器 （（器口径高）） 13.lm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR6/6 
約40% R 137 3.1cm '" ” 

196 SK7030 士師杯器 温尉12年 ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ 緻密 良好 外内： 橙 5YR6/6 
約30% R 93 2.7cm :n 

” 

197 S K7030 土師杯器 温尉12.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内・ にぶい橙 7.SYR7/4 細％ R IOI 2.8cm . . 
” 

198 S K7030 土師杯器 温尉14.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内・：浅黄”橙 IOYRS/4 約改）％ R 100 2.5cm ” 

199 SK7030 土繋器 ｛器口径高｝14.()em オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：浅貿橙 IDYRB/4 
籾％ R 92 2.9cm : ,, 

“ 

200 S K7030 環器 ｛器口径高｝14年 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 内外 ： 橙 7.5YR7/6 
約30% R 94 3. 伍 :u 

” 

201 SK7030 土師杯器 温尉15.知 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 5YR6/8 約70% R 91 3. 如 ,,, 
” 

202 SK7030 土師杯器 温慰16.6cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.SYR7/6 ロ径の1/4 R 99 3.7cm :h  
” 

土師鉢器 蒻25.4cm 面ロリ縁ナ部デ、ヨ底コ部ナ外デ面、体ヘ部ラ内ケ外ズ 外内：： にぶいn黄橙 IOYR7/4 
蕊 S K7030 12.8cm 密 良好 細％ R 74 

9.7cm ” 

204 SK7030 環器 温尉13.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：にぶい極 7.5YR7/4 
細％ R ll8 2.9cm : N 

” 

205 SK7030 土師杯器 温箇蹂： ロ縁ナ部デヨコナデ、体部丁寧 緻密 堅緻 外内：：にぶい”黄橙 IOYR6/3 仕ぽ完存 R 56 な • オサエ ” 

206 S K7030 環器 伊尉12.8cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：にぶい橙 7,5YR7/4 約20% R 122 残 2.4cm : . 
” 

幼 SK7030 ±llli杯器 温魃廿こ オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 細％ 器表面の摩耗すすむ R 125 :n 
” 

208 S K7030 土師杯器 温欝4.5cm オロ縁サ謡エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR6/6 約の％ R 123 3. 紐 : h 
” 

209 SK7030 土師杯器 温尉13.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：にぶ”い橙 7.5YR7/4 
約90% R 120 3.Sa, 

” 

210 SK7030 土師杯器 ｛器口径高）） 13. 如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 内外 ：にぶい橙 7.SYR7/4 細％ R 141 2.7cm : q 
” 

211 S K7030 環器 阿器高~｝13年 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：浅黄橙 IOYRS/4 
細％ R 121 2. 紅 : h 

” 

212 SK7030 土師杯器 ｛器口径高｝13.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：浅黄摂 IOYRB/4 ほぼ完存 器表面磨耗著しい R 57 2.&m : h 
” 
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213 SK7030 環器 温尉15.2cm3,6cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：にぶい褐黄褐
：にぷい 7I.5OYRYR6S//3 3 約70% R 113 

214 S K7030 土得器 温尉13.4c● オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅緻 外内：にぶい黄橙 IOYR7/4 約70% R 55 
2.4cm : ,, 

” 

215 SK7030 環器 ｛器口径高｝14,1cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 にぶい"黄橙 IOYR6/3 約50% R 119 
2.4cm ” 

216 SK7030 灰釉椀陶器 （（残台径品 9.1cm 外面ロクロナデ、内面ナデ密 堅 外内：：にぶい”黄色 IOYR7/2 約50% R 95 
3.2a, ” 

217 SK7030 嗜器 ！底残径高｝ 5.9cm 2.5cm 
内止外糸面切虞ロクロナデ、底部静 密 良好 外内 ：： 灰灰黄白 2.55YY77//l l 底径の1/3 R !11 

218 S K7030 土台師付器鉢 （（台残径高｝14.7cm 5.0cm 
外デ面祖いクテ9 ケヽ、内面ナ やや砂質多いが密 良好 外内：：浅橙黄橙 7.S5YRYRS7//4 6 台径の1/4 R 177 

219 S K7030 環器 ｛残口径高｝18.4cm ナロ縁デ部ヨコナデ、内底面部ナ外デ面 やや砂質多いが密 良好 外内：浅黄橙 7.SYRB/4 ロ径の1/4 器表面の摩耗すすむ R 176 
7.1cm 、オサエ、 . ,, 

’’ 

220 SK7030 環器 ｛残口径高｝28,6cm ロク縁テ部ハケヨ、コ内ナ面デ、ナ住ァ部外面 密 良好 内外 ’浅黄橙 IOYRB/3 ロ径の1/4 R 178 
7.3cm ，， 

” 

221 S K7040 環器 温蘭愕：に ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 堅緻 外内：： にぷい,,黄橙 10YR7/4 約6096 R 3 ，， 

222 SK7040 環器 佃器高至p21..ac2cmm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR6/8 約40% R 25 : . 
” 

223 S K7040 土師杯器 温尉11.9cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：浅黄l!I. IOYRS/4 約40% R 48 
2.3cm : H 

“ 
224 S K7040 環器 阿器高f｝ II. 如 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 微密細な砂粒含むが 良好 内外 ：淡賀 2.5YR8/4 細％ R 15 

2.8cm : h 
” 

225 SK7040 環器 （（器口径高｝12. 如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外：：にぶい”黄橙 7.SYR6/8 ほぽ完存 R II 
2.7cm ” 

226 SK7040 土師杯器 ｛器口径高p33,.2lccmm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内・： 浅黄,,橙 IOYRB/4 約50% R 34 ，， 

227 SK704゚ 環器
阿器高呈｝13.2cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 外内：淡賀 2.SYRB/4 約40% R 39 
3.2cm : " ” 

228 SK7040 土得器 温薗4,2co ＊ロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 約30% R 54 3,)CIQ : " ” 

229 SK7040 土野 瀾~13.知 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：浅黄橙 IOYRS/3 約40% R 30 
3.Sao : h 

” 

230 SK70IO 土師杯器 ！器口径高｝14.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：浅黄橙 IOYRB/4 細％ R 20 
3.4cm : h 

” 

231 SK7040 ±野 温尉13.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：にぶい”黄橙 IOYR7/4 籾％ R 36 
2. 如 ” 

232 SK7040 環器 温尉12.9cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：にぷい黄橙 IOYR7/4 約印％ R 49 
2.7cm . ,, 

” 

233 S K7040 環器 ｛器口径高｝12.0cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：浅黄橙 IOYRS/4 約40% R 29 2,4cm ; H 
” 

234 S K7040 環器 温尉12.Sc• オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 外内’：にぶい”黄橙 IOYR7/4 ほぼ完存 R 9 
2,9cm ” 

235 SK7040 土師杯器 温息惜：に オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：： にぶい,,黄橙 IOYR7/4 完存 R 43 
” 

236 SK7040 環器 阿器高I｝ 12.6cm オロ縁サ部エヨコナデ、体那ナデ• 緻密 良好 外内：浅賀橙 IOYRS/4 細％ R'.rl 
2.6cm : q 

” 

237 SK7040 環器 温尉13年 ロオ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 微密細な砂質含むが 良好 外内：明黄褐 IOYR7/6 約70% 粘土板接合痕残る R 38 
2. 如 : h 

” 

238 SK7040 土師杯器 温尉13.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 微密細な砂粒多いが 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
約30% ロ緑部に油煙付若 R 35 

2.9cm ,,, 
” 

239 SK7040 環器 ｛器口径高｝ 12.Sc• オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：浅黄橙 IOYRS/4 
約50% R 45 

2,7cm ．， ，， 

240 S K7040 環器 伊蘭i12.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 ややあまい 外内：浅賀橙 IOYRS/4 籾％ 全面著しく磨耗 R 52 
器 2.7cm : " ” 

241 SK7040 環器 ｛器口径高｝13.0cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 微密細な砂粒含むが 良好 外内：： にぶい,,黄橙 JOYR7/4 ほぽ完存 R 2 2.7em ” 

242 SK7040 土杯師器 温尉13年2. 如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：橙浅黄橙 7I.5OYRYRB7//6 4 約40'6 器装由逃しく磨 R 51 

243 SK7040 土師杯器 温尉12.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 5YR6/8 
約50% R 7 2. 正 :u 

” 

244 SK7040 土師杯器 温尉12.紐 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：淡黄 2.SYS/3 艇％ R 22 
2.6cm ; h 

” 
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245 SK7040 這杯器 饂尉13.紐 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：にぶい黄橙 !OYR7/4 
約40% 粘土板接合痕残る R 26 2. 紐 : . 

” 

246 S K7040 環器 （（器口径高）） 13.3cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：にぶい黄橙 JOYR7/3 
約50% R 40 2.7cm : " ” 

247 S K7040 環器 ｛器口径高｝12.8cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 外内：にぶい賀橙 IOYR7/3 完存 R 18 2.7cm :n 
” 

248 S K7040 土野 （（器口径高｝12, 如 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：にぶい”黄橙 !OYR7/4 
約40% R 31 2.7c● 

” 

249 S K7040 環器 ｛鵡尉12.如 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 SYR6/6 
約50% 器形のゆがみ大きい R 46 2. 如 : . 

” 

250 S K7040 環器 （（口径高l'2年 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：桟黄橙 7.5YR8/4 
完存 R 17 器 2.6cm . ,, ，， 

251 S K7040 這杯器 温尉14.紐 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 内外：：桟賀”揖 IOYRS/4 
ほぽ完存 R 19 3.2cm 

” 

252 S K7040 土師杯器 ｛器口径高｝14.2cm ナロ緑デ部・二オ段サエヨコナデ、 体部 密 良好 外内： 橙 5YR7/6 
約60% 底部がよく磨耗する R 44 3. 紐 . " ，， 

253 S K7040 環器 ｛器口径磁16.0cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR6/6 
約40% R 32 3.1cm : . ，， 

254 S K7040 環器 ！器口径磁15.4cm ロオ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：：浅賀”橙 IOYRB/4 
約40% R 24 3.2cm 

” 

環器 秤息l!S.lcm ナロ緑デ部・二オ段サエヨコナデ、 体部 密 内： 1!!
710.5SYRYRYR67S///6 4 3 外認内面面め二にら黒次れ焼色る物成付に若よる赤変255 SK704゚ 器 3.Sa, 良好 -1こぶ褐い賀橙 約60% R 4 

外： 1こぶい

256 S K7040 環器 ！残口径高｝18. 釦 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：浅賀”橙 IOYRS/3 
約20% R 53 3_7.,, ，， 

257 S K7040 土師杯器 （（器口径高｝12.4cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 密 良好 外内・ 橙 5YR6/8 
約70% R 284 2.Ba, ：ヽ9

” 

258 SK704゚ 環器 温蘭愕：こ
オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 灰淡賀白 7.2SYR.SYBB//2 3 完存 R I 

259 S K7040 環器 （（器口径高｝15.3cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
約40% R 182 3.0cm : h ，， 

痴 SK7040 土師杯器 ｛鵡尉12年 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 5YR6/6 
約50% R 47 2.2cm ：ヽ

” 

261 S K7040 環器 ｛器口径高｝12.5cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 微密細な砂粒含むが 良好 外内 ：： 橙” 5YR6/8 細％ R 21 2.5cm 
” 

262 S K7040 土冒器 阿器高翌｝II. 釦：2. 紐
オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 炉翡鷹 IOIOYRBYR6//4 6 約40% R 28 

263 S K7040 土麿器 （（器口径高｝12,4cm ロオ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 完存 R 10 2.3cm : ,, 
” 

磁 S K7040 土師皿器 ！器口径高｝13年 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ・ 緻密 良好 外内：にぶい賀橙 IOYR6/3 
約50% R 5 2. 紐 : . 

” 

蕊 SK7040 土師皿器 濶層13.釦 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 内外：淡貧 2.5Y8/4 約70% R 41 2. 如 : " ” 

266 S K7040 土習器 譴n~ オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
約10% 外面に粘土板接合痕あり R 14 • h 

” 

勾 SK加 土師皿器 温尉12.Jcm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：浅賀橙 10YR8/4 細％ R 16 1.9cm : . 
” 

268 S K7040 者器 （（器口径高｝12. 釦 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：にぶい賀橙 10YR7/4 
約50% R'l7 1.7cm : h 

” 

痴 SK7040 士師皿器 温尉12.7cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 砂質多い ややあまい 外内： 橙 5YR7/8 約印％ 器表面の磨耗すすむ R 285 I. 知 : . 
” 

ZIO S K7040 嗜器 （（器口径高｝13. 和 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：にぶい黄橙 10YR7/4 
約BO% R 8 I. 如 : . 

” 

'Z/1 SK7040 這皿器 温蘭｝序：こ
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外：にぷい賀橙 IOYR7/4 約印％ 嘘外面iにt粘土部接が強合痕く歪あんりで R 13 : h 

“ 
Z12 S K7040 嗜器 （（器口径高｝12.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：にぶい橙 7.5YR7/4 

約50% R 23 I. 釦 :, 
” 

'Z/3 SK7040 堪器 温尉12.1cm ロオ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 微密細な砂粒含むが 良好 外内： 橙 7.5YR6/8 ほぼ完存 R 12 1.8cm : . 
” 

Z14 SK7040 土師皿器 協尉14,0cm ロオ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内：にぷい黄橙 IOYR7/4 
ほぼ完存 内当面たにっ束た状痕跡の植あ物り茎？が R 6 I.Som : . 

” 

'OS SK704゚ 嗜器
温尉13.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外：：浅黄”橙 10YR8/4 ほぽ完存 器形のゆがみ大きい R 282 1.8cm 

” 

'Z/6 S K7040 ±塁器 ｛残口径高｝12. 如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：： にぷいh賀橙 10YR7/4 約30%' R 33 1.4m 
” 
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7/7 SK7040 土師皿器 温罰12.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体謳ナデ• 密 良好 g浪貿鐙 !OYRS/4 
細％ R 283 1.4cm : N 

” 

718 SK7040 土台師付器杯 ｛韻1s, 如3.7cm 9ロヽ縁ケ部、底ナ部デ、ナ体デ謡、外内面面ナタデテ 緻密 堅緻 R渭 71.5YR0YR87//6 4 高約台径％の R 50 

279 SK7040 灰釉lIIL陶器 瀾~7.2cm 外ロ縁面部ロロクロデナデ、体部内 緻Ill 竪緻 外内：灰白 5YR7/2 
高f肝 R 42 I. 知 クロナ : ,, 

” 

280 SK7029 ±胃器 ｛践l9. 如 ロ縁郡ヨコナデ、体部ナデ密 良好 ~: にぶい黄撞 IOYR7/4 
ほぼ完存 R 306 1.7cm : h 

” 

281 SK7029 土野 ｛鵡狩：に ロ縁部ヨコナデ、体部ナデ やや砂質多いが111 良好 外内：：に”ぶい賀鐙 IOYR7/4 
細％ R玄”

” 

282 SK7029 師ロ器クロ土杯 蒻甘2臨ロ縁部クロヨナコナデ、デ底、体部部回転内外糸 やや砂質多いが密 良好 り：橙 7.5YR6/8 約印％ R 308 
2.2cm 

:n 
” 

監ロ縁部クヨロナコナデ、デ底、体部部回内転外糸師ロ器クロ土碗
蒻14.紐

が呼
2.5Y8/3 

283 SK7029 4.9cm やや砂買多いが密 良好 細％ R 305 
4,1cm “ 

師ロ台器ク付ロ絢士 蒻 4.5cm 部ロロ緑ナク部ヨコナデ内、面底ナ芭ァ外、面底 ~: . 淡,,寅橙 IOYRS/4 g靡請沿翡が磁 SK7029 7.2cm デロナデ、 霞 良好 約70% R 309 
3.8cm ” 

285 SK7052 土冒器 温尉 9.紐 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 微賓細な砂質多いが 良好 ~: ．にぷい偉’黄置 IOYR7/4 細％ R 301 2.0m ” 

286 SK7052 土師皿器 ｛蹟l9.3cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 砂Ill質多量に含むが ややあまい 外内：にぶい黄橙 IOYR7/4 細％ R 299 1.6cm : h 
” 

加 SK7052 這皿器 温翻12.0cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 砂や質も多ろ量いに含みや ややあまい ~: 桟賀 2.S'l7/4 
細％ R 300 3.1cm : N 

” 

師ロ器クロ土杯 蒻8.如 猛ロ縁部クヨロナコデナデ、底、体部部回転内外糸 $l: .桟h賀橙 IOYR8/3 288 SK匹 4.2cm やや砂買多いが密 ややあまい 細％ R 匈
1. 細 ” 

289 SK7052 師ロ台器ク付ロ杯土 温酎：こ 駄ロ縁部クヨロナコデナデ、底、体部部回転内外糸 やや砂質多いが密 良好 外内：淡黄 2.5Y8/3 
細％ R 298 : h ，， 

290 SK7052 師ロ台器ク付ロ杯土 ｛韻l4. 釦 面工ロ縁具ロ部クヨロナコ元ナデ底、体部部ヘ内ラ~ ill 良好 月：漢黄 2.SYB/3 細％ R 302 2.0cm ナデ
: N 

” 

291 SK7052 師ロ台器ク付ロ杯土 ｛謁l8.0cm 面ロ縁ロ部クヨロナコナデデ、 体部内外 密 良好 R浪貧 2.5Y6/2 高残存台部のみ R 303 4.0cm : h ，， 

292 SK7051 ±誓 ｛鵡j9-伍 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 砂質多いが密 良好 ~: にぷ洩橙 IOYR7/4 完 R 293 1.7cm : h ，， 

293 SK磁 I 士小皿 i譴ltt: ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 砂密質多量に含むが 良好 外内 ：： 簑”賀 2.SYB/3 
ほぼ完存 外面に結土振綾合痕 R 292 ,, 

294 SK7051 師ロ器クロ士杯 蒻t=猛ロ縁部クヨロナコナデ、デ底、体部部回内転外糸 砂質多い ややあまい ~; 呼
2.SYB/2 

ほぼ完存 器面の風化すすむ R 291 鼻

295 SK7051 師ロ器クロ土杯 蒻t5駄ロ縁謡’ロヨナコナデ、デ底、体部部ふ外 密 良好 外内 ：： 灰”賀 2.5Y7/2 
細％ R 290 

” 

296 SK7051 c1 ｛韻~6.3cm 鰭芯周品クロナデ、底 径踪1.. 石-•匹2.. 『む 良好 ~: 紐 2.5Y7/3 翻部のみ R 294 3.2cm : ,, 
” 

匈 SK7051 
嗜ロクロ士 績尉註： 呼具りの内高オ外台サ画部エとロ底ク部ロナに棒デ状、貼工 やや砂質多いが1!1 良好 ~; 呼

2.SYB/3 謡謡のみ R 295 
” 

師ロ台器ク付ロ杯土 蒻゜．如 ロロ縁ナ部デ、ヨ底コ部ナデヘ、ラg面りロク ~;' 7.5YR7/6 298 SK7051 4. 如 賓 良好 細％ R 289 
3.1cm ” 

299 SK7051 ±野 涸船：に オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 砂質多いが鬱 良好 炉呼
SYB/3 細％ 結士飯接合痕あり R 296 ，， 

300 5D7014 呵P績尉 7,0cm1. 如 霜霜暑ヘラミガキ、貼 緻密 良好 釉胎土：も：灰え白ぎ色色 7.SYS/1 呼炉
盆畜面に施釉 R 310 

301 5D7007 呻『器 ｛韻l7.7c,, 1, 紐 鍔転糸i切翡痕、内品面ヽナ沿デ麒 緻密 良好 魯主顎廣 2.SYB/4 高望『み 近江産 R 311 

第104次調査

No. 出 器種 法量 調整•技法の特微 llfl 土 焼成 色 調 残存度 備 考 置録番号

1 SE7060 土鼠杯涸 温翻13.如 ロ縁謳ヨコナデ、体部ナデ 微密細な砂質多いが 良好 炉円
5YR6/6 細％ R 13 2.6cm 
” 

2 SE7060 這杯器 温翻13.如 ロ縁瑯ヨコナデ、体謡ナデ 密 堅緻 ~: 檀 7.5YR7/6 
細％ 内面に放射状暗文 R 22 2.Sc皿 ,,, ，， 

3 SE7060 這杯器 温翻13.伍 オロ縁サ部エヨコナデ、体謡ナデ• 砂質多いが密 良好 外内： 匿 SYR6/6 細％ R 25 2.5cm :u ，， 

4 SE7060 T 椙慰牙：こ オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質含むが嘗 良好 ~: 橙 SYR&/6 細％ R 14 : N ，， 

5 SE7060 土杯 温欝13.Sm3.1cm オロ縁サ部エヨコナデ、体郎ナデ• 緻賓 堅 ~: 置 5YR6/6 細％ R 16 : . 
” 
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N● 出土遺構 器種 法量 調整•技法の特数 胎土 焼成 色 調 残存度 偏 考 登録番号

6 S E7060 土師杯器 温尉13.如 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 5YR6/8 約70% R 6 3.()a, : . 
” 

7 S E7060 環器 （（器口径砧13.Sa, オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 外内 ：： 橙” 7.5YR7/6 
完存 R 3 3. 知

” 

8 S E7060 這杯器 温尉13年 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：淡賀 2.SYB/3 
約70'6 R 34 3.0cm : h 

” 

， S E7060 環器 （（器口径高｝14.1cm オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 5YR6/8 
約80% R 17 3,2cm : " ” 

10 S E7060 環器 温罰忘 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内 ・ ： 橙” 
5YR7/8 

約50% 器表面磨耗著しい R 20 2.7cm 
” 

11 S E7060 ±野 （（器口径高｝14. 紐 オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 籾％ R 23 3.1cm . " ” 

12 SE7060 土師杯器 温魃4.2cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外 ： 橙 5YR7/6 
約30% R 33 3.0cm : . 

” 

13 5 E7060 環器 温尉閉迄
オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 

約50% R 8 : . 
” 

14 SE7060 環器 温尉14.2a, オロ緑サ部エヨコナデ、体部ナデ• 緻密 良好 外内： 橙 7.5YR7/6 
約40% 内る面にネズミの歯形が残 R 24 2.Sao : . 

” 

15 S E7060 土師杯器 温尉13.如 ロオ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：にぶい”黄橙 IOYR7/4 
約50% R 31 3. 如 ，， 

16 5 E7060 土師杯器 ！器口径高｝14,4cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• Ill 良好 内外： 橙 5YR7/8 細％ R 5 3. 釦 : . 
” 

17 SE7060 這杯器 温尉14.4cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 SYR6/8 約印％ 内底面に十字にヘラ線刻 R 15 3.7cm : . 
” 

18 S E7060 環器 ｛器口径高｝15.8cm ＊ロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 7.5YR6/6 
約70% 暗内面文に放射状と螺旋状の R 12 3.8cm :u 

” 

19 S E7060 土師杯器 温尉14.如 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内：：にぶ”い橙 7.5YR7/4 ほぽ完存 底部に内面からの穿孔 R 7 3.3cm 
” 

20 S E7060 土師杯器 温尉”•四 オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 外内’ 橙 7.5YR7/6 
約40% R 35 3. 知 : " ” 

21 SE7060 土師皿器 温尉14.0cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 外内： 橙 5YR6/8 細％ R 9 I.Sao :n 
” 

22 S E7060 土師皿器 温尉14.6cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• Ill 良好 外内：にぶい貿恒 !OYR7/4 約印％ R 4 1.7aロ : . 
” 

23 S E7060 土師皿器 温翻4.0cm オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• やや砂質多いが密 良好 ~: 橙 7.5YR7/6 細％ 粘土接合痕残る R 10 2. 紐 :n 
” 

24 S E7060 這台付器杯 濶駅：に
外ナ面デ5本高/台cm端の部ハケ、 内デ面 緻密 良好 外内： Ill 7.5YR7/6 台残部存のみ R 32 、 ヨコナ ：ヽ9

” 

25 SE7060 黒偉ヒ器 佃器高呈｝19. 如5.7cm 内リ面、ヘ口縁ラ端ミ部ガキヨ、コ外ナ面デケズ 緻密 良好 外内 ’： 黒橙 7.5YRNJ.57//0 6 細％ 黒内面色土に器螺旋A頬状暗文 R 1 

蕊 S E7060 黒色杯土器
温駅：に

内リ面、ヘ口縁ラ端ミ部ガキヨ、コ外ナ匝ァケズ 緻密 良好 内外 ：： 黒橙 7.5NYR!.57//0 6 細％ 請告訟嬰暗文 R 2 

'Z1 S E7060 渭器 温尉16.2cm13.2cm 煙ば名cm底靡翌Iやや砂質多いが密 良好 炉芦：謁 I5YROYRS4//4 3 約50% f農月晨品歴畠募符象‘ R 18 

28 SE7060 土師甕器 温尉屈：に
外底面部外5面本/ケcmズのリハケ、 内面 密 良好 外内：浅黄橙 lOYRB/4 約70% 使用痕認められない R 19 : h 

” 

29 S E7060 灰胃F器
閾器高t4.~ 7cm 

ほ部糸切ロ痕ク、ロナ口縁デ部、底ヨ部コにナ回デ 密 良好 外内：灰白 SYS/I 
約60% 閥はと認ぶ翡鞍繋縁 R 29 : ,, 

” 

30 S£7060 灰釉皿陶器 ｛鵡l6.Sa, 2.4cm 体ヘ部ラケロズクロリ、ナ釉デ、ツ底ケ部ガ回ケ転 緻密 良好 釉体部：：灰”白 7.5Y7釦 /I/2 翻部のみ 内面に輪状に重ね焼き痕 R 28 

31 SE7060 灰釉皿陶器
蒻14.釦
72.,0cm 6cm 
体釉ナ部デツ外、ケ面底ガ部ケロ回ク転ロ糸ナデ切痕、日面る 密 良好 釉体部：灰白

：ヽ 9 5Y75Y7//2 1 完存 底部外面に墨痕残る R 37 

32 SE7060 灰釉皿陶器 蒻g菜 体ヘ部ラケロクズロリ、ナ釉デ、ツ底ケ部ガ回ケ転 緻密 ややあまい 外内：：灰にぶい賀橙 IOYR5Y77//3 1 細％ R Z7 
4,1cm 

33 SE7060 呵贋器 『訓径 4.0cm151.. 知5cm ロロリ縁、ク部底ロ部ナヨ回デコ伝ナ；デ半切、体霙ヘ部ラ上ケ半ズ 径粒含1.. む以が下密の黒色 良好 体釉部：灰：灰オ白リープ 7.5¥5YB5//3 l 完存 外面に多量の自然釉付碧 R 11 

34 S£7060 灰広釉D陶壺器 ｛残口径高｝12.2cm 14. 釦
ロ縁ナ墜プヨコナデケ塗、体リ部ロク
ロ 、釉ハ 密 堅緻 塩部渇i』灰 7.5G5YY88//l l 胴残上存半のみ 自然釉も一部付若 R 26 

35 SE7060 須円恵面器硯 温鵞1.6cm 貼付突帯、体部ナデ 密 良好 外内：灰白 7.5Y7/l 
ロ径の約1/8台残部るに一郎ヘラ描き沈線 R 40 3.0cm : ,, 

” 

36 SE7060 環器 蹟憫：こ
オロ縁サ部エヨコナデ、体部ナデ• 密 良好 内外： 楓 5YR6/B 

約8096 底部外面に「本」の墨書 R 36 :n 
” 

灰釉皿陶器 蒻4.7cm 体釉ナ部デッ外、ケ底面ガ部ケロ回ク転ロヘナデラ、ケ内ズ面リ 釉体部：オ：灰リー白プ賀 5Y75Y6//3 1 細％ 序璽量ね岱焼閏きE痕占盃Ir.~晨円:r, SE7060 7. 紐 匿 良好 R 38 
2,7cm 
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38 

39 

40 

41 

位

出土遺構 器種 法量 調整•技法の特徴 胎土 焼成 色 調 残存度 偏 考 登録魯号

SE7065 環？ 温尉 8.如 内面ナデ、外面ナデ・オサ 密 良好 外内：淡賀 2.SYS/3 完存 R 41 1.0cm 工 : N 
” 

SE7065 土師器 （（器口径高｝11.5cm 内面ナデ、外面ナデ・オサ 密 良好 外内：灰白 2.SYB/2 
細％ R 心皿 2.0cm 工 : h 

” 

SE7065 土師器 温尉12.7cm 内面ナデ、外面ナデ・オサ 微密細な砂粒含むが 良好 外内：：にぶい”賀橙 IOYR6/4 
細％ 粕士接合痕残る R 42 皿 2.4cm 工

” 

灰釉椀陶器 蒻16.4cm 体切ケ部後ズ外リ面、内ロ面クナロナデ、デ底と部ヘ糸ラ 体釉部・：灰オ白リープ賀 7.55Y7Y6//3 l 細％$D7063 5. 釦 緻ll! 良好 7. 内面に輪状に重ね焼き痕 R 30 
6.flc,, ロクロナデ

包含層 閉 樽島l4. 如3.0cm 施高釉台内面ケズリ、他は全面 密 良好 体部’ 灰浅オ賀白リ橙ー
釉 ： プ灰

IOIYRONSYSS///4 0 2 閤腎 見込み部に不鮮明な印刻 R 39 

注） oNo. は本書遺物実測図の番号と一致する。

O器種の項では、それぞれ「～形土器」の表現を省略した。

O法量の「口径」は口縁端部の最高点を結んだ長さを示す。

O色調は農林水産省農林水産技術会議事務局他監修の『新版標準土色帖』 (1988年度版）を参照

した。

0登録番号は遺物・図面の整理及び管理上の番号で、各調査次数ごとに実測された遺物すべて

に通して付されている。
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斎宮跡発掘調査次数一覧表

次 年度 調 査 地 区 次 年度 調 査 地 区

1 S45 試掘 13-6 51 中垣内375-1 (南）

2 46 古里A地区 13-7 東裏328(小川）

3 + B地区 13-8 西加座2771-1(細井）

4 47 + C越区 13-9 ~ 2773 (細井）

5 48 • D埴区 13-10 東裏362-1 (児島）
6-1 Aトレンチ 13-11 西加座2681-1 (浮田）
6-2 Bトレンチ 13-12 (, 2721-3, 2724-2 (森川）

6-3 Cトレンチ 13-13 東前沖2506-2 (宮下）

6-4 Dトレンチ 14-1 52 2Eトレンチ

6-5 Eトレンチ 14-2 2Fトレンチ

7 49 古里E地区 14-3 2Gトレンチ

8-1 Fトレンチ 14-4 2Hトレンチ
8-2 Gトレンチ 14-5 2 Iトレンチ

8-3 Hトレンチ 15 斎宮小学校

8-4 Iトレンチ 16-1 竹川町道A

8-5 Jトレンチ 16-2 ，， B 
8-6 Kトレンチ 16-3 ，， C 
8-7 Lトレンチ 16-4 + D 
8-8 Mトレンチ 16-5 + E 

8-9 Nトレンチ 16-6 ~ F 

8-10 0トレンチ 17-1 竹神社社務所

8-11 Pトレンチ 17-2 竹神社防火用水

9-1 50 Qトレンチ 17-3 西加座2721-6 (西沢）

9-2 Rトレンチ 17-4 楽殿2894-1 (中川）

9-3 Sトレンチ 17-5 + 2895-1 (西口）

9-4 Tトレンチ 17-6 出在家3237-3 (吉川）

9-5 Uトレンチ 17-7 • 3237-1 (里中）
9-6 Vトレンチ 17-8 楽殿2894-1 (西村）

9-7 Wトレンチ 17-9 東海造機

9-8 Xトレンチ 18 53 6AEL-E・I(下園）

9-9 Yトレンチ 19 6AEN-M・N・O(御館）

9-10 Zトレンチ 20 6AEO-I・J(柳原）

10 広域圏道路 21-1 6AGN-B(鍛冶山、北山）

11-1 酉加座2661-1 (山中） 21-2 6AEI-D (酉畑座2711-2, 2717-4他、雌&)

11-2 ~ 2681-1 (山名） 21-3 6AFD-D(西前沖2649-1、大西）

11-3 東前沖2483-2 (龍田） 21-4 6AFH-F(酉加座2678,2679-3、森下）

11-4 下園2926-9 (吉木） 21-5 6AGD-K(東前沖、渡部）

12-1 51 2Aトレンチ 21-6 6ACA-T(古里3269-2、中西）

12-2 2Bトレンチ 21-7 6AFE-F(東前沖2631-1、鈴木）

12-3 2Cトレンチ 21-8 6AEG-A(楽殿2909-3、大西）

12-4 2Dトレンチ 21-9 6AED-R(篠林3218-3、宇田）

13-1 東加座2436-7 (浜口） 22-1 6AGU 

13-2 ,., 2436-4 (中村） 22-2 6AGU 
13-3 古里3283(村上） 22-3 6AGW 
13-4 楽殿2916-2917(松井） 23 54 6AEL-B(下園）

13-5 御館2974-1 (川本） 24 6AGF-D(西加座）
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次 I年度 調 査 地 区 次 I年度 調 査 地 区

25-1 54 6 ADP-K (牛葉3029-1、三重土地ホーム） 37-12 I 56 
25-2 6 AC A-Y (古里3270、脇田） 37-13 

25-3 6 ADD-F (篠林3139-3、池田） 38 

25-4 6 A ER-H (牛葉3014、牛葉公民館） 39 

25-5 6 A G N -H (鍛冶山2392、丸山） 40 

25-6 6 AF H-A (西加座2675-5、谷口） 41 

25-7 6 AEK-V (下園2926-10、奥田） 42-1 I 57 
25-8 6 AFC-D (西前沖2064-5、山本） 42-2 

25-9 6 AC N -C (広頭3387-1、北出） 43-1 

25-10 6AEV-A (鈴池339-1、永島） 43-2 

25-11 6 ACF-B (東裏364-1、沢） 43-3 

25-12 6AEE-Y (楽殿2892-3、山本） 43-4 

25-13 6 A E J -E (西加座2766-1、山内） 43-5 

26-1 6 AFR (中西） 43-6 

26-2 6 A EX-6 AC Q (鈴池、木葉山、南裏） 43-7 

26-3 6 A EV・W・X (鈴池） 43-8 

26-4 6 AC R (木葉山、南裏） 44 

27 6ACG-S・T(東裏） 45 

28 6AEO-D(柳原） 46 

29 6AF 1、6AFL、6AFK、6AFM、6AGJ 47 

30 55 6ABJ-M・X・W(中垣内） 48-1 I 58 
31-1 6 ADO-M (内山3038-13、岩見） 48-2 

31-2 6 AC P -I (南裏227-2、鈴木） 48-3 

31 -3 6 A B D -A (古里588-4、北薮） 48-4 

31-4 6 AD Q -T (牛葉3018-2、百五銀行） 48-5 

31 -5 6 A C C -G (境山3338-3、水谷） 48-6 

31-6 6 AB O -X (古里576-1、池田） 48-7 

31 -7 6 A G I -L (東加座2427-1、竹内） 48ー8

31 -8 6 A C N -G (広頭3388-1・5・8・9、森） 48ー9

31-8 6 AG D -L (北野2487-1、中川） 48-10 

31-10 6 ADM-0 (内山3043-3、斎宮駅） 48-11 

31-11 6 AD T -I (木葉山304-2、澄野） 48-12 

31-12 6 AD T -J (木葉山304-7、宇田） 48-13 

32 6ACE-D・E・F(塚山） 48-14 

33 6ADE-C・D他（篠林） 49 

34 6ADE-F・G・H(西加座） 50 

35 6APE他（西前沖） 51 

36 56 6ABI-F(中垣内） 52 

37-1 6AFC-M(西前沖2064、日本経木） 53-1 I 59 
37-2 6 ADQ-R (牛葉3021-2、野田） 53-2 

37 -3 6 A F C -F (西前沖2604-6、神田） 53-3 

37-4 6AFC-M(西前沖2604、日本経木） 53-4 

37 -5 6 A F C -G (西前沖2064-7、中村） 53-5 

37 -6 6 A B D -A (古里588-2、北薮） 53-6 

37 -7 6 A E C -M (苅干2861-2、斎王公民館） 53-7 

37-8 6 ADR-P (木葉山128-8・13・14、富山） 53-8 

37-8 6AGK-E(東加座2355-1、竹内） 53-9 

37-10 6AED-0(楽殿3217-1、渡部） 53-10 

37-11 6ADN-O(内山3043-3、斎宮駅） 53-11 

6AFH-J(西加戟681-1・3・4、渋谷）

6AGK-F(酉鵬激沿ー3、2386ー3、竹内）

6ACD-S(塚山）

6ABD-R・S・T(古里）

6AGH-L・M(東加座）

6AGJ-J他（斎宮地内）

6AEI-D・F(楽殿）

6AEK-A・B(楽殿）

6ADC-C(出在家3235-2、永田）

6ADT-B(木葉山308-1、山本）

6ACP-T(南裏241-1、辻）

6ADS-D(牛葉123-3、西山）

6ADE-D(篠林3220-3、澄野）

6AGE(東前沖、町道側溝）

6ABD-F(古里588ー6、今西）

6ADQ-H(牛葉3025-2、大西）

6AFL-A・B(鍛冶山2759-1、他）

6AEG-P・Q(楽殿2904ー2、他）

6AGN-C・D(鍛冶山2737-1、他）

6ADJ-D・G他（西謳ふ鵬、宮ノ前、上園）

6AGM-M(広頭3385、斎宮小）

6ADP-Q(牛葉3033-1・2、吉田）

6ABL-M(中垣内434ー6、西川）

6AGL-B(東前沖2480、倉田）

6AGD-6AFE(東前沖、町道側溝）

6AGC-A(西前沖3550-1、今西）

6ADT-H(木葉山307、森西）

6ACL-E・F・G(東裏334ー15、他）
6AEV-J (鈴池341-1、乾）

6AGT(牛葉、町道側溝）

6ADP-E(鍛冶山2351-1, 2352-1、榊原）

6AFC-H(西前沖2604-8・9、清水）

6ACM-O(東裏、斎宮小）

6AET(牛葉、町道側溝）

6ADI-D・U・V・W・X(上園3083、他）

6ACH-H(東裏294,297、山本）

6AFF-D(西加座2663ー1・4,2664、森下）

6AGF-D(西加座2703、他）

6ACM-P(東裏284、体育館）

6ACA-M(古里3280-2、中西）

6ABE(古里573-2、永納）

6ACL-S(東裏271-1、田所）

6ACR(木葉山97-5、田中）

6AGO(鍛冶山、町道側溝）

6ADD-U(篠林3147-3、野呂）

6AGE-0(東前沖2470-2、上田）

6ACS-O(木葉山95-2、浅尾）

6ACA-R(古里3267-1、西川）

6ADR-W(木葉山131-7、西村）
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70-2 
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70-4 

70-5 

70-6 

70-7 

70-8 

70-9 

調 査 地 区 次 I年度
6ABL-K(中垣内464-2、沢） 10-10 I 62 
6ADQ-L(牛葉3022、辻） 70-11 

6ACM-0(東裏287-3、体育庫） 70-12 

6AFK-C・D(西加座2721-1、鈴木） 70-13 

6AFE-N(西前沖2630、他） 70-14 

6AEN-P(柳原、御館2785-1、他） 70-15 

6ACH-S(東裏289-1、他） 70-16 

6AGF-H・I(東加座2441、他） 71 

6AFK-C・D(西加座2721-1、鈴木） 72-1 

6AFH-N(西加座2681-8、三村） 72-2 

6ACM-N(東裏3385-2、斎宮小） 72-3 

6ABL-A(中垣内4731-1、小家） 72-4 

6ADQ-Q(牛葉、町道側溝） 73 

6ADR-V(木葉山131-3、西山） 74-1 

6AGS-G(中西611、山路） 74-2 

6ABM-A(中垣内430-3他、近鉄） 74-3 

6ACJ-I(広頭3379-1、他） 74-4 

6AGJ-B・D・G(東加座2450-1、他） 74-5 

6AFF-H・I・D(西加座2663-1、他） 75 

6AGI-J・K(東加座2425、他） 76-1 I 63 
6AFG-M・N(西加座2659-1、他） 76-2 

6ACO-H(牛葉3395-1、トーカイ） 76-3 

6AGL-F(東加座2435-1、大和谷） 76-4 

GADD-A(篠林3136-1、山路） 76-5 

6AGR-N(笛川2340、丸山） 76-6 

6ACM-R・Q・P(東裏3385-2、斎宮小） 76-7 

6ACK (東裏361-2、竹川自治会） 76-8 

6AGI-G(東加座2435-2、大和谷） 76-9 

6AGR-J (笛川2341-6、山下） 76-10 

6ADQ-M(牛葉、町道側溝） 76-11 

6ACF-A(東裏365-1、樋口） 76-12 

6ACM-0(東裏3385-2、斎宮小） 76-13 

6ADE-B(篠林3162-3、江崎） 76-14 

6ACC-M(塚山3331-1) 76-15 

6AEG-S(楽殿2908-2、他） 76-16 

6AEI-L・M(楽殿2917-4、他） 76-17 

6AGG-C(東加座2437-1、他） 77 

6ABF (古里523、他） 78 

6ABF (古里502、他） 79 

6AGM-E-H(東加座2373、他） 80 

6ACC-X(塚山3325-1、江崎） 81-1 I H 1 
6AEE-W(楽殿2875-2、岡田） 81-2 

6ADR-1(木葉山129-5、大西） 81-3 

6ACN-A・B・E・L(広頭3389-8、林） 81-4 

6AEW-A(鈴池333-1、八田） 81-5 

6ABL-S(中垣内430-6、奥山） 81-6 

6AEE-T(楽殿577、浅尾） 81-7 

6AEU・6AEX-A(牛葉、鈴池、三重県） 81-8 

6AEP-C・D(御館、榊原、近鉄） 81-9 

調 査 地 区

6AFD-B・D(西前沖2649-4、大西）

6AGO-H(鍛冶山2363-2、川合）

6ADD-F・G(篠林3158、長谷川）

6AEC-N・G(苅干、佐藤）

6ABL-R(中垣内459、北岡）

6AFD-A(西前沖2644-1、山本）

6ACB-A他（町道塚山線拡幅）

6ABE (古里501、他）

6ABE (古里500、他）

6ABF (古里523、他）

6ABF (古里551-2、他）

6ABF (古里528-1、他）

6AFF-B・C・E・G(酎暉2663ー 5、他）

6ABF (古里523、他）

6ABF (古里522、他）

6ABE・F(古里524、他）

GABE (古里548-1、他）

6ABE (古里543、他）

6AGF-C(西加座2702、他）

6ADB-A-D(町道塚山線拡幅）

6ADE-F・G(篠林3158、長谷川）

GABE (古里554、明和町）

GACK (東裏354-13、山際）

6AEE-W(楽殿577、岡田）

6ACB-A(塚山3276-1、今西）

6ACM-M(広頭3385-2、斎宮小）

6AFM-G(鍛冶山2736-3、近鉄）

6ACQ (南裏144-1、田所）

6ABD-U(古里579、池田建設）

6ABE (古里554、明和町）

6AEE (楽殿、町道下水管）

6ADD-K(篠林3143、中西）

6AEE-S(楽殿2878-3、山路）

6ABF-6ABH(中垣内、県道拡幅）

6AEK-B(下園2936-2、明和町）

6AEV-A(鈴池339-5、永島）

6AGJ-D(東加座2453、他）

6ADL (宮ノ前3054、他）

6AGG-A・B(東加座2440、他）

6AFG-F-I(西加座2696、他）

6AEC-F(町道塚山線拡幅）

6ABJ、6ABK(古里、県道拡幅）

6ADS-M(木葉山137、中川）

6AED-L(楽殿2881-2、山本）

6AFQ-C(中西597-2、木戸口）

6ADD-F(篠林313、池田）

6ABL-U(中垣内430-7、川本）

6 AB J (古里、明和町）
6ACF (中垣内、三重県）
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次 年度 調 査 地 区 次 年度 調 査 地 区

81-10 1 6ADR-V(木葉山297、明和町） 91 3 6ABH-F (中垣内393、他）

81-11 6ACM-N(広頭3385-2、明和町） 92 6 AGN-A (鍛冶山2734-3)

81-12 6AED-A(篠林3225、中川） 93 6 ADN (内山3045-12、他）

81-13 6ACB （塚山3276-19他、明和町） 94 6 AEM (御館2942)

81-14 6AED-F(楽殿2844-2、澄野） 95 4 6 ADN (内山3046-17、他）

81-15 6AED-U(楽殿2885-2、西山） 96-1 6AGM (東加座2374 丸山）

81-16 GAG （北野3655-1、他） 96-2 6ADO (内山3068-3、他明和町

82-1 6ADI-F-J (上園3095、他） 96-3 6ACA-D (古里3260 清水）

82-2 6ADI-K・L(上園3100、他） 96-4 6AFN (中西2749-1 本山）

83 6AFJ-C-F(西加座2770-3、他） 96-5 6ADR-T (木葉山28-3 加藤）

84-1 6AFJ-G(西加座2764-3) 96-6 6 ADD-D (篠林3138-1 藤井）

84-2 6AFH-G・H(西加座2679-1、他） 97 6AEM (中垣内482、他）

85-1 2 6ABD-6ACD(古里、三重県） 98 6AFM-C・E (鍛冶山2745、他）

85-2 6ACA-P(古里3279、松本） 99 5 6ADN (内山3046-11、他）

85-3 6ACJ-B・D(東裏、明和町） 100 6ABI-T (中垣内423)

85-4 6ABE （竹川573-1、永納） 101 6ADG (篠林3194)

85-5 6AED-U(楽殿2885-2、西山） 102-1 6 ADS (木葉山119-5 澄野）

85-6 6AFH-B(西加座、明和町） 102-2 6AED-J (楽殿2882-5 杉本）

85-7 6ACB-C(塚山3276-3他、加藤） 102-3 6AAQ (花園663-1 中川）

85-8 6ABI-N(中垣内427-1、小林） 102-4 6ACF-A (東裏365-1 樋口）

86 6AFH-F・G・H(西加座2679-1他） 102-5 6ABJ-D (中垣内493-6 川口）

87 6ACE-N・Q・R(塚山3356他） 102-6 6AG （鍛冶山地内明和町）

88 6AGN-C・D(鍛冶山2411-1他） 102-7 6ACG-E (東裏318-1 川本）

89-1 3 6 ADM-0 (内山3043-5、近鉄斎宮駅） 102-8 6AE （楽殿地内 明和町）

89-2 6AGI-M (東加座2432-2他、北村） 103 6AEQ-A (柳原2779-3)

89-3 6 ADM-N・O (内山3060-4、近鉄斎宮駅） 104 6AGT (笛川1048-1、他）

90 6AFH-A・B (西加座2680他）
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図版



第99次調査 PL 1 

調査区全景（真上から）



P L 2 

調査区全景（北から）

調査区北東部（南から）



P L 3 



P L 4 第99次調査

S D6919・S 86922 (東から）



第99次調査

S B6918 (南から）

S 86923 (東から）



P L 6 第99次調査

S E6920 (東から）

S X6900検出状況（南から）



第100次調査 PL 7 

調査区全景（真上から）
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第101次調査 P L 9 

調査区全景（真上から）



P L 10 第101次調査

調査区全景（北から）

S F6983南端（西から）



第101次調査 PL 11 

中世墓群（北から）



P L 12 

工を二

S X6975 (南から）

S X6975遺物検出状況（東から）

第101次調査
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PL 14 第103次調査

調査区全景（真上から）



第103次調査 P L 15 

調査区全景（西から）

調査区全景（北西から）



第103次調査

S A7000 (東から）

調査区南東部（西から）



第103次調査 PL 17 

S 87020 (西から）



SK7017(東から）

S K7040 (北から）



第103次調査 P L 19 
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S K7030遺物検出状況（北東から）



P L20 第104次調査

調査区遠景（南から）

調査区遠景（東から）



第104次調査 P L 21 

調査区全景（南から）

S D7067 (西から）



P L 22 第104次調査

SE 7060 (東から）

S D7063 (南から）



P L 23 

67 

第99次調査 出土遺物



P L 24 
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第100次調査 出土遺物



P L 25 

第101次調査出土遺物

33 

第104次調査 出土遺物



P L 26 

10 

11 

第103次調査 出土遺物
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